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 21 世紀 蹊学園 創造 展 目指 策 検討 あ 理念 計 構想

目的 飯 郎元理 長 問 1999 6 蹊学園 21 世紀構想検討委員会

設置 翌 2000 7 多岐 わ 改革 案 盛 込 答申 21 世紀 蹊学園

新 創造 向 報告 い 2000 答申 いう 出  

蹊学園将来構想検討委員会 各種委員会等 現 検討 引

2002 4 将来構想検討委員会 い 学園創立 100 周 迎え 2012

学園 各学校 推 業 策等 い 答申 報告 い 2002 答申 い

う 2004 国 教育 設置 法科大学 開設等 皮

両面 わ 改革 業 いわ 学園創立 100 周 念 業 開始  

2012 完 見据え 始 連 改革 業 検討開始 約 10 間

長 わ 学園 各学校 巻 社会環境 経 状況等 激変 中 環境変 社

会的要請 応 う あ 思い  

 学園 学園創立 100 周 念 業 推 激 い競 環境 応 迅

意思決定 効率的 管理 営 能 新 体 2012

更 魅力的 競 力 あ 学園 新体 将来構想

策定 急務 あ 識 2000 答申 改 振 返

約 10 間 組 業 策 行う 是非 必要 あ

4 降 新体 組 参  

当 実 業 策 組 当 者 あ

学園 各学校等 自己 検 評価 行い 自己 検 評価 結 学

識者 方々 部評価 い  

回 学園 丸 蹊 強 更 強

社会変動 見通 将来構想 策定 参 い 理解 力

何 願い申  
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                           蹊学園理 長 佃  和  
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    学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価    

    

    

    

    

    

    

    

国国国国     
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 2000 答申 い 情報 応 国 応 大 掲

21 世紀 学校 国 交流 能力 開 積極的 組 い いう 識 示

い 会 能力 育 力 置い 英語教育 世界 歩

近現 力 置い 教育 要性 言 い 英語教育 教育 学園全

体 組 各学校間 連絡 調整 当 組 部 識者 え 構 問委員

会 設置 必要性 言 い  

 言 学園縦 的 国 理解教育 推 2004 国 教育 設置

定校 留学 充 国 交流行 実 英語教育 教授法 関 研究

様々 組 行わ 時 大学 2010 実 教養教育改革 伴い 英語

教育 力 入 中学 高等学校

授業 実 学校 英語検定 全員 検 体 学習 実 各学校 い 主体的

英語教育 国 理解教育 推 注力  
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    学園学園学園学園    

 

言 容言 容言 容言 容     国国国国 応応応応    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 学園 組 国 応 主 う 言 い  

 国 応 21 世紀 学校 国 交流 能力 開 積極的 組

い 共通 手段 会 能力 育 力 置い

英語教育 識 共 共通 容 作 出 教育

特 世界 歩 来 現 教育 充実 必要 あ  

 英語教育 教育 い 学園全体 組 各学校間 連絡 調整 当 組

い  

 蹊学園 う 英語教育 教育 組 検討 問委員会 部

識者 わ い い 組 い  

 

言 容 組概要 関連 組言 容 組概要 関連 組言 容 組概要 関連 組言 容 組概要 関連 組 含含含含     

い 学園 国 組 2002 2003 行わ 国 教育

開設準備 等 検討 経 2004 蹊学園国 教育 1 学園 い

いう 設置 国 交流 国 教育 国 教育研究 柱

学園縦 組 学園全体 国 応 体 整え  

各学校間 連絡 調整 い 設置当初 各学校 設 国 教育

実 委員会 連絡委員会 行う い 実 大学 国 教育

実 委員会 学校 中学 高等学校 国 教育委員会 任 当 各

学校 選任 員 企 執行委員会 い 連絡 調整 行う

必要 応 長 各学校長 懇談 場 設 調整 当  

部 識者 え 問委員会 設置 い 21 世紀構想検討委員会 言 容

設置等 体的 業 策 検討 蹊教育検討委員会 委員 学 識者 2

わ い い 設置 降 注力 優 結 体

的 検討 来 方 大学 2010 全学共通 蹊教養

大学 英語科目部会 国 教養地 科目部会 設 大学 英語教

育 い 英語科目部会 教育 い 国 教養地 科目部会 方針 決定

営 行う 学 授業担当者 組 的 検討 機会 2000 当時 比 大  

国 教育 実 委員会 い 2000 答申 言 容

巻 実情 2010 降 中 長期計 21 世紀 蹊国 教育

2009 策定 国 理解教育等 推 力 各学校 働 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

各学校間 期待 い 識 隔 あ 各学校 国 関

組 追う 識 各学校 派遣留学 増 英
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語力 向 講 課 活動 積極的 行わ い 定 効

い 思わ  

属 専任教員 期 用 常勤講師 12 う 大学英語担当 9 英

語圏出身 教員 4 人教員 5 学校英語担当 1 人教員 語担当

教員 2 大学担当 英語講師 1 教員 籍 大学 蹊教養

英語科目 学校 英語教育 高校 大学 入 い 国人留学

生 語教育 専門的 担う 学園 英語教育 語教育 大 寄

い  

 

表 海外協定校一覧 大学：2011 年 現在  

大 学  国    定 形 態 

大学  長期 定留学 

大学  長期 定留学 

大学  長期 定留学 

大学  長期 定留学 短期 定留学 

大学  長期 定留学 短期 定留学 

大学  長期 定留学 

大学  長期 定留学 

大学  長期 定留学 

第 大学  長期 定留学 

大学  長期 定留学 

高麗大学 韓国 長期 定留学 短期 定留学 

大学 中国 長期 定留学 

復 大学 中国 長期 定留学 

大学  中期 定留学 

大学  中期 定留学 

京大学 中国 長期 定留学 短期 定留学 

大学  短期 定留学 

大学 校  短期 定留学 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 英語講 英語検定試 講 英会 講 等 各学校 教育 支援 う

英語教育 関 展的 業 実 検討  

� 各学校 定留学生 入 派遣 増 向 体的 策 検討  

 学園 国 推 向 国人留学生 学 迎え入 語教育 充

実  
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表 派遣留学者数 大学  

                       人  

   

 

表 入留学者数 大学  

                     人  
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言 容 組言 容 組言 容 組言 容 組     国 応国 応国 応国 応     

 

組組組組     

 大学 劇団 国 交流 関 業 実  

 英語教育 関 研究 推  

 語教育 充実 

    

組概要組概要組概要組概要     

い 2007 大学 劇団 迎え入

劇 実 当初 実 あ 学園創立

100 周 念行 環 学園 1 間程 招聘 間 劇 関 ワ 等

実 各学校 学生 生 児童 劇団関 者 国 交流行 開催 あわ 大

学生 組 立 来 前 来 中 劇団関 者 行う 国

交流活動 知 い  

英語教育 関 研究 2006 多 1 関 手法

効 関 研究 行い 籍 多 育 英語力 α 2010 美堂

出版 2011 iPad2 用い 語学教育 能性 学生 意識調査 開始

 

語教育 い 前 大学 定留学生 象 実 い 学

園縦 型 設置 伴い 高校 入 い 留学生 象 授業 開始  

 

現 効現 効現 効現 効  

い 2010 前 劇団 均 345 来場者 あ 2011

関 地域 民 含 来場者 750 超え 大学 4 館 会場 入 い 盛

況 い 大学 組 い 中央線沿線 交通広告 告知 効 沿線

民 関心 高 い 状況 あ 学園全体 広報 寄 い 思わ  

い 多 英語教育 2010 蹊教養 入 漸

科目数 増 い  

い 語授業 関 専任講師 1 体 2011 語 常勤講師 2 体

新 語能力 わ 必 科目 選択科目 定

作 留学生 科目 選択  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

劇団 い 現 学園創立 100 周 念行 置

あ 規模 大 伴い 人的資源 足 あ 営 い

方法等 い 検討 行い い  

                                                   
1 多 Extensive Reading い英語 薄い 始 自

楽 い 新 い学習法 語表現 文法 庫 あ

知 知 自然 英語 身  
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英語教育研究 関 学校 大学 縦 的 蹊 う 教

育方法 確立 目指  

い 学園 国 推 向 国人留学生 学 迎え入 語教育

充実  

    

    

    

    大学大学大学大学    

 

言 容言 容言 容言 容     英語教育英語教育英語教育英語教育    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国 交流 能力 開 組 共通 手段

会 能力 育 力 置い 英語教育 言 い  

 

蹊教養 国 教育蹊教養 国 教育蹊教養 国 教育蹊教養 国 教育     

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

学 英語教育 1 初 教育 中心 全学部統 枠組 あ 蹊教養

2 各学部 特性 考慮 学部 応用的 組 2 学部 参照 実 い

前者 企 営 学長 委員長 全学教育委員会 実 組 あ 全学教育実 委員会

各科目群 営 担当 七 科目部会2 担わ 英語教育 関 各学部

国 教育 員 英語担当常勤講師 表 英語科目部会 教育 容 授業

等 営 当 い 国 教育 英語科目部会 連携

蹊教養 英語等 授業 常勤講師 派遣 述 英語教育法 関 研

究 実 的授業 実 行 い  

 

 蹊教養  

来英語教育 学部 行わ 近 新入生 多 専門 英語 学習 前

礎 英語力 身 必要 あ 思わ 全学統 英語 能

性 英語科目部会 前身 あ 英語教育懇 会 い 検討 結 2010

蹊教養 入 英語 い Listening & Speaking

College English AI～AIV Reading & Writing College English BI～BIV 8 科目 8

必 科目 課 い 世界共通語 恐 全員 身 英語 教育 い

全体 引 特 高 英語力 習得 目指 学生 要望 応

                                                   
2 桃李 蹊科目部会 英語科目部会 語力科目部会 健 科目部会 総 文 科

目部会 初 国語 異文 理解科目部会 国 教養地 科目部会 情報 科目 い

情報教育委員会 教育科目 い 教育委員会 実践国 理解科目 い 国

教育 国 教育 実 委員会 営 担 い  
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え 両面 考慮 あ 必 College English 全体 意

あ 特定 学生 要望 応え 選択 展科目 豊富 供

中 あ い い 英語 信

能力 育 視 科目 多数用意 い  

語学学習 授業 え 自学自習 極 要 あ 自 英語力 識 4

間 到 目標 自 定 実現 計 立 補う自

学自習 手段 身 自 学習者 う 英語学習

”ASSET+Program” 3 考案 新入生 交 ASSET+Program 手帳 授業

供 い 科目 効 的 学習法 目標 立 方等 紹 学

習計 学習 等 録 新入生 全員 4 初

TOEIC 検 1 終わ 再 TOEIC 2 終わ TOEFL 検

結 ASSET+Program 手帳 録 い 学習計 立

励 う い  

蹊教養 実践国 理解科目 い 英語 学 世界 実践国 理

解 習 英語 行う授業 充実 全学部 学生 開講 い  

 

 国 教育  

国 教育 2 大学 い いう 2004 設立当

初 効 的 英語学習法 多 推 多 授業 初

行わ 版授業 2005〜2009 供科目 2 学部

法 経 主 法学部 学生 開講 う 2010 降 蹊教養

英語 展科目 Extensive Reading 全学 学生 選択 能 科目  

設備面 い 言え 2004 当初 全国 的 多 専用教 設

置 大学情報 館 2004 当時 称 大学 館 多 用 配架

え 2011 9 館 多 専用 新設 多 手法

指 ワ 開催 わ 多 学生 多 学習 機会 供

う い  

 

現 効現 効現 効現 効     

 蹊教養  

全学英語力 TOEIC+IP 実 英語力 観的 把握 能  

2009 入学時 英語 実力 実 い 2 学部 あ 実

い G+Telp いう 語学教育者 定評 あ 般的 知 必

高い 言え い試 あ 2010 降 TOEIC+IP いう 般的 知

高い 検 大学 全学生 英語力 観的 把握 能

学生自身 大学 般社会 自 英語力 置

識 能 短期的 長期的 目標 体的 数値 設定 能

教員 学生 英語力 観的 把握 う 教 選択

                                                   
3 All Seikei Students’ English Training+Program 蹊大学全学生英語強 略  



責 国  

 

10  

指 目標 設定 構築 来 更 的確 う 結

教育効 高い授業 営 能 例え 結 い College 

English 各学部 設 高 授業 供 う

学生 授業 容 近 時間割 関 英語

学部学科 い 学生 相当 い

あ 突出 学生 含 う 場 出 2012

全学共通 S 作 学部 用 更

授業 行え う  

英語力 伸  

英語力 伸 関 言え 1 4 TOEIC 比較 2010

2011 全体 均 11 余 高 い 績

者 い 見 500 者 数 4 比 検 2010 76

2011 44 増え い 1 間 学習効 あ 言え

い 思わ  

展科目  

展科目 2012 状況 表 あ 2 配当科目 定員充足率

い 選択科目 あ 者数 時間割 考え

状況 あ 言え  

 

表 発展科目 履修状況 2012 年  

科 目  
配 当 

  
開講 数 

1  

定員 

定員充足率 

1 均  

TOEFL Preparation  1  12  30  74.4％ 

TOEIC Preparation  1  12  30  93.3％ 

Media English  2  4  30  85.0％ 

Presentation Skills  2  4  30  32.5％ 

Discussion Skills  2  4  30  35.0％ 

Essay Writing  2  8  15  62.5％ 

Extensive Reading  2  10  30  48.7％ 

Global Issues  2  4  30  40.0％ 

 

 国 教育  

英文 大  

推 多 来 大学英語教育 精 式 得

英文 多 実現 多 授業 講生 1 間 破 均的

語数 約 12 語 あ 数値 般的 1 冊 300 程 語数 相

当 般的 大学 用 1 間 語数 約 12,000 語 10 倍 当
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中学〜高校 英語 教科 6 総語数 約 4 語 3 倍 あ

多 学 学生 中学 高校 6 い 語数 5

行い 多 破 長文 楽々 力 身

効 あ 言え  

個性 籍 選 学習 楽 姿勢 

近 英語教育理論 英語力 伸 要因 学習者 情意 注目 い

研究 2006〜2008 共 研究 多 学

習者 1 英語嫌い 2 英語 楽 う 3 自

選 う い 効 あ 情意 面 効 あ

1 い 体的 数値 挙 講前 68％ 学生 英語 好 い 回答

講 う 91％ 英語 嫌い い 回答 う 2

3 い 講 前 英語 面 い 思 あ 自

物 選 いう 目 YES 回答 意 増  

自学自習 習  

大学 学中 大学 業 英語学習 学習者 自 学習者 極

要 あ 学習者 指 者 指示 意欲 湧い い

各人 学習法 自習 い 多 学生 う 自学自習

方法 習 身 実 裏 情報 館 多

用 貸出冊数 学部 統計 2006〜2011 あ 見 法学部生

貸出冊数 倒的 多い 2004 始 多 授業 主

法学部 開講 考え 授業 通 多 指

学生 授業時間 情報 館 多 用 利用 自 英語学習 組

う 考え あ  

表 2006-2011 多読図書貸出冊数 

 

( 冊数) 
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大学 連携 

情報 館 多 貸出件数 2010 特 多 い 大

学 連携 多 力 入 あ 考え 大学

2010 蹊教養 多 関連 授業 数多 開講 う

展科目 Extensive Reading 必 科目 College English B I〜IV 多

入 多数開講 い 4 方 授業 い学

生 多 学習 機会 供 多 ワ 実 情報 館 利用 勧

い 館 2011 9 新設 多 専用 う 需要 応え

い 潜 的 需要 掘 起 機能 い  

TOEFL 講 料 供 

留学 目指 学生 中心 英語学習 関心 高い学生 象 TOEFL

講 料 供 例え 2011 期 講生 11 講前 講

比較 20～30 者 4 30～40 1 40～50 2 50

2 講 講生 着実 伸 い  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 蹊教養  

語学専用 確保 

全学共通 蹊教養 英語必 科目 数 膨大 各学部 専門 必

科目 い う 時間割 作 困 極 結局 共通

使 統 授業 行 い わ 学部 作 時

間割 組 い 現実 あ う 結 い 作

学部 い 学生 英語力 開 出

う 将来 語学専用 幾 作 英語 必 科目 配 学部

わ 行え う 均 授業 行え

う 学習効 高 い 考え い  

全学英語力 率 活用法 

1 4 行うTOEIC 検率 99.63％ 席者 い い 1 終了時 TOEIC

検率 78.36％ 席者 多 2011 初 行 2 終了

時 TOEFL い 検率 37.72％足 惨憺 あ 状況 改善

ASSET+Program 学生 透 必要 あ 思わ

結 英語必 科目 授業評価 あ 程 映 い 考慮 あ う

英語部会 挙 改善策 実行 移 2011 ASSET+Program

手帳 College English B 初回授業 学生 配 担当教員 ASSET+Program 趣

い 明 徹底 2012 TOEIC TOEFL 検 授

                                                   
4 需要 応 形 2010 4 前 あ 多 専用教 2 え 通教

1 2 館 409 多 入 移設 授業 多 実

教 3  
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業 出席 い  

信 性 

TOEIC+IP 検 全力 出 い い学生 い 問 指摘

実 TOEIC+IP 学 学生 実 英語力 い数値 あ 能

性 あ いう 原因 現 績評価 方法 TOEIC+IP 績

直結 い い 学生 高得 入 望 い い場

あ 等 指摘 い い 更 い状況 析 必要 言え う あ  

 

 国 教育  

多 効 見 多 入 授業 増 検討 い 必要

あ 考え 蹊教養 英語科目部会 連携 緊密

大学 英語教育 推 い 要 あ  

英語学習 意欲 高 機会 異文 体 機会 供 場 増 各種留学

充実 English Chat Time 5 う 学 い 入留学生 交流

環境作 更 充実 必要 考え  

 

 

学部学部学部学部    

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

経 学部 国 社会 文学部 国 社会 法学部 PSE 科目 各学部

い 選抜 特 設定 英語力 学部 専門性 形 国 感覚 国

力 養 力 入 い  

経 学部  

経 学部 国 社会 ISIP International Studies Intensive Program 2

始 1 学 約 40 人 特 選抜 あ 留学希望者 留学経 者 業 国 的 職業

就 希望 学生 象 実践的 英語力 強 国 感覚 養 主眼 い

国 社会 科目 教員 担当 い 必

科目 あ Debate 授業 教員 指 英語討論 方

人前 力 養う 選択科目 英文 時

時 英語 学 等 あ 文学部 法学部 学生 共 講 Special Lecture on 

International Studies い 英語圏 実務 英語 使 職業

い 学  

文学部  

文学部 国 社会 2 始 1 学 定員 25 選抜 あ 学 行

                                                   
5 旅行体 談 国 教育 常勤講師 定留学生 気軽

英語 場 設 い 授業 異 英語 楽

好評 あ  
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わ TOEFL+ITP 結 1 績 選考 国 社会 い 知識

洞察力 身 英語 能力 情報 信能力 養 目的

必 科目 あ 国 英語 国 社会 共通 あ

考え 現 世界 文 人間 地球 考え 四 授業 い

方 英米文学科 2010 教養的 英語科目 蹊教養 移行 時

学科専門科目 CALL6 Academic Reading Academic Writing 科目群 整

備 英語力 強 い 文学部共通科目 e+Learning Grammar 

Practice 開講 文学部生 自主的 学習 支援 い  

法学部  

法学部 2009 学部 自 英語教育 供

あ  

 動機 講義科目 言語 文 英語圏  

英語 学 意義 必要性 改 自覚 英語学習 意欲 高  

 礎 語学科目 英語 ～ 英語会 英語 礎 習  

大学生 必要 英語力 礎 固 1 2 想定  

 応用 習科目 英語特 習 ～ 英語総 習 ～ 英語文 習 ～  

業時 英語学習 確 英語力 身 2～4 想定  

治学科 い 定 GPA Grade Point Average 英語学習

意欲的 学生 PSE Political Science Expert 科目 開講 い 当 授業

英文 資料 教 使用 学生 専門科目 英語 学 経 通 専門

知見 広 英語力 更 確 能 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

経 学部  

経 学部 国 社会 常 定員 40 超え 応募者 あ 願 績

選抜 行 い 希望 学生 1 真剣 勉学 組

学生 勉学 寄 い 大学生 向 向 懸念 社会

的風潮 中 国 社会 学生 学中 留学 者 多 定留学 派遣 経 学

部生 多 国 社会 属学生 あ 定校 定留学 研

多 国 社会 属学生 参 優 い 中 蹊大学 業

学大学 学 再 留学 業生 い  

文学部  

文学部 国 社会 2 3 生 象 2004 改訂 入

2005 実働開始 8 目 迎え い 2010 開講科目数 減

多 希望者  

 

 

                                                   
6 CALL Computer+Assisted Language Learning 略 活用 国語教育  
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法学部  

法学部 2010 蹊教養 2 生 法学部固 科目

英語総 習 各 2 各 1 文 習 英語圏 各 3

各 2 供 1 均 20 程 者数 あ 2

生 1 均 7 3 生 11 4 生 4 者 多い

特 あ 英語 いう言語 英語圏 国 文 等 関心 い 高い 言え

法学部 応え 授業 供 い 思わ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 選抜 関 学生 引 更 授業 容 授業方法

必要 あ 考え  

 文学部 国 社会 者 英米文学科 国 文 学科 学生 偏 い

2 学科 学生 関心 持 え う 策 必要 あ う CALL Grammar 

Practice e+Learning 利用 い 老朽 い 新規

入 あ  

 現 法学部固 科目 供 い 英語科目 英語総 習 文 習 英語圏

あ う 英語総 習 蹊教養 英語 比 高 様々

英文 更 英語力 伸 目指 あ 英語圏 国 文 社会

映像等 用い 学 文 習 英語圏 比 語学力育 置 科目

い 英語 国語 既 総 習 文 習 開講 い いう

あ 蹊教養 英語 展科目 更 充実 英語総 習

統 法学部固 科目 英語 英語 用い 学 容 う 置

文 習 英語圏 者数 推移 見 検討 い い  

 

 

言 容言 容言 容言 容     教育教育教育教育    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国 交流 能力 開 組 共通 手段

会 能力 育 力 置い 英語教育 識 共

共通 容 作 出 教育 特 世界 歩 現 教育 充実 言

い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

2004 設置 国 教育 設置当初 国 社会 現状 い

理解 大学 国 教養科目 入等 要 組 掲 開講科目

国 教養科目 設置 学 現 生 世界

様々 科目 供 中 学 世界各国 的 背 学

現 国 秩序 国 関 深い理解 科目 供 力 入  
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2010 入 蹊教養 国 性 育 教育方針 柱

掲 識 異文 理解 い 国 性 身 目的 現

世界 地理 現 地理 地域理解 地域理解 世界理解

いう世界 識 近現 戦 世界 近現 近現 欧米

等々 近現 力 置い 科目 充実 供 国 理解科目

蹊教養 科目 全学部 学生 開講 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

来 系 授業 経 学部 学 現 欧米

理 学部 近 時 現 世界 文学部 現 法学部 近

西洋近 あ あ 学生 近現 講

い 蹊教養 い 全学部 学生 共通 講

作 近現 学 学生 蹊教養 入 前 2009 授業 計

2,325 2012 授業 計 2,986 増え 学生 国 識 寄 い 考え  

 

 表 成蹊教養カ キュ 入前 歴史教育科目 ける履修者数比較 

 
 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 蹊教養 い 全学的 系 授業 供 当 授業 容 担当

者任 授業 狙い 必要 目 設定 容 統 性 国 展

巻 国 状況 変 応 容 再検討 常 必要 あ う  

 現 欧米 いう枠組 え い う 枠組 再

検討 必要 場 あ 展望 必要 あ あ う  

科目名
年度

履修者数
科目名

年度
履修者数

科目名
年度

履修者数
科目名

年度
履修者数

近現代日 史

近現代日 史

近現代日 史

近現代日 史

近現代日 史

近現代日 史

戦 日 世界

戦 日 世界

戦 日 世界

近現代ア ア史

近現代ア ア史

近現代ア ア史

近現代ア ア史

近現代欧米史

近現代欧米史

近現代欧米史

近現代欧米史

成蹊教養
カ キュ
歴史教育科目

年度
履修者数

年度
履修者数
合計

経済学部 理工学部 年度
履修者数
合計

日 歴史
近代

時代
日 近代史Ⅰ

文学部 法学部

歴史学と現代 現代史と世界 日本の現代史

日本の歴史

アジアの歴史

アジアの歴史

欧米の歴史 西洋近代史

履修者数総合計履修者数総合計履修者数総合計履修者数総合計 履修者数総合計履修者数総合計履修者数総合計履修者数総合計

欧米の歴史 西洋近代史

2009年 以前 旧カ キュ2009年 以前 旧カ キュ2009年 以前 旧カ キュ2009年 以前 旧カ キュ

年度
履修者数
種別合計

2010年 以降 新カ キュ2010年 以降 新カ キュ2010年 以降 新カ キュ2010年 以降 新カ キュ

年度
履修者数
種別合計

日本近代史
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 現状 系 授業 講生 供 授業数 供 い 系 授業

数 規 い 1 当 講生 数 多い 系 授業 19 う

12 150 人 超え 200 人 超え 7 更 2 300 人 超え

い 学生 学習環境 いう う 授業環境 改善 課 あ う  

 

 

言 容言 容言 容言 容     特 諸国 米 大学 交 留学 充実特 諸国 米 大学 交 留学 充実特 諸国 米 大学 交 留学 充実特 諸国 米 大学 交 留学 充実    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国 応 組 特 諸国 米 大学 交 留学 充実

言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

国 教育 国 交流 実 委員会 中心 大学自体 評価 地

域 全性等 軸 新規 定校 厳選 大 大学 高麗大学 韓 大

学 復 大学 中 4 校 長期交 留学 定 締結 派遣 新規 大

京大学 中 長期 大学 豪 中期 大学

校 西 短期 高麗大学 韓 短期 新規 定 締結

大学 短期 大学 新 短期 定 締結 定 え 非営利 団

あ JSAF Japan Study Abroad Foundation 定 締結 米国 中心 JSAF 定

約 40 大学 派遣 利用 留学 能  

間 定 解消 大学 米 長期 大学 米

短期 2 校 あ  

 

現 効現 効現 効現 効     

交 留学 定 締結 4 校 定的 留学生 交 実現 定 定 人数 1

～2 派遣 入 実現 い  

入留学生 蹊大学生 交流 え 英語圏 来 学生 い 主催

大学 英語 English Chat Time 役 務 い 学校英

語授業 TA Teaching Assistant 活躍 多 学 教育環境 充実

献 い 方 派遣留学生 関 定校 い 世界 大学 あ

あ 満足 高い 派遣 新規 関 派遣学生数 実績 出 い 既

派遣 い 派遣学生数 実績 減少 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

長期 中期 短期留学 定校 主 教員 紹 方 申込 あ

大学等 い 学 調整 定締結 行 前 述 う 留学

派遣人数 実績 減少 い 蹊大学

必要 留学 検証 作 い 例え 語学 わ
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い 留学あ い 留学等 検討  

留学 希望 学生 増 国 要 策 あ

語教育 短期留学生 入 検討 行う  

 

 

言 容言 容言 容言 容     般般般般 学 得目的学 得目的学 得目的学 得目的 留学生 入 体 充留学生 入 体 充留学生 入 体 充留学生 入 体 充    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国 応 組 般留学生 入 体 充 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

学 得 目的 般留学生 入 体 充 当 問 宿舎 問

体 問 解決 課 多い あ 是非 い 結論 得 い

い いう 現状 あ  

般留学生 入 当 学部 AO 入試7 い 国人特 出

願 設 い 大学 い 国人用 特 枠 設 い い  

 

現 効現 効現 効現 効     

AO 入試 国人特 過去 7 間 2006 ～2012 出願 入

学 状況 総数 あ 績 十 者 多 者 減少 い  

経 学部 出願 26   2   入学 2  

理 学部 出願 17   8   入学 8  

文 学 部 出願  4   0   入学 0  

法 学 部 出願 13   5   入学 4  

 2001 降 当 1 1 現 国人留学生 規生 籍者数

表 あ  

入学 授業 出席 い 留 目的 思わ 学生 見 入国

管理局 要請 教育 厳 あ 籍者 減少 い  

  

                                                   
7 AO 入試  来 学力試 測 い文章能力 表現力 能力 審査

多元的 入試 AO Admissions Office 略 学 自

称 The Multi Dimensional Entrance Examination for Seikei University 略  



責 国  

 

19  

表 年 別外国人留学生数 1 1日現在  

                              人  

 国 大学  大学  学部   計 

2001 2 21 5 28 

2002 2 20 5 27 

2003 1 20 5 26 

2004 1 8 4 13 

2005 0 7 6 13 

2006 0 7 10 17 

2007 0 8 8 16 

2008 0 9 8 17 

2009 0 7 7 14 

2010 0 8 4 12 

2011 0 8 3 11 

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

般 学 得目的 留学生 入 体 充 留学生向 例え

語教育 充 英語 授業科目 新設 寮 入 設 建設 人

的 物的 大規模 手当 必要 考え 現状 国人 出願 状況 踏

え 般 学 得目的 留学生 入 体 充 い 慎 検討 あ 考え  
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    中学 高等学校中学 高等学校中学 高等学校中学 高等学校    

 

言 容言 容言 容言 容     国 応 教学国 応 教学国 応 教学国 応 教学     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 多種多様 路選択 能 能力 開 国 応能力 挙 時

中学 高等学校 い 必 十 い国 応 教学 う

強 検討 あ 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

英語 い 中 1 中 2 中 3 高 1 各学 教員 授業 全員 実

い 短期留学 い 新規 立  

 校 2003 隔 実 中 3 高 1 希望者 象  

 大学 短期留学 2006 実 高校生希望者 象  

 

留学 い 長い 持 米国 校留学

高校留学 え 国 交流 推 AFS YFU 両 団 企 留学

留学 学校 定 定 留学中 い 30 定

高校 業 遅 生 い う配慮 い 文部科学省 規則改定 伴い 定 数 34

検討中 留学 い 生 人 家庭 希望 個

人留学 置 い 留学中 い 定 い  

方 留学生 2～5 程 入 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

学園全体 国 応 推 組 あ 国 教育 連携 い 2

効 見 う  

 中高国 教育委員会 2004 国 教育 国 課職員 交え 的 1 回委

員会 開催 留学生 入 出 国 教育 検討 国 教育 関

精力的 検討 推 い  

 蹊高校 留学生 語指 2005 国 教育 属 語教育専門

常勤講師 依 実 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

般的 留学 減少傾向 あ 言わ 中 高等学校 7～10 定数 生 留

学 復学 学習 学状況 良好 あ  

更 国 応 展 課 識 い  

 教員確保 国 教育 働 必要 あ  

 夏 中 実 短期留学 業 充 引率教員 足 解消 課 あ  

 国 応 更 展 方法 信 団体 業者主催 参
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勧 考え 検討 必要 あ  

 蹊高校 自 い 校留学 1949  槇原 稔 氏

端 開 高校留学 1970 交 留学 多 留

学 OB OG 出 大 い 方 長 留学 立

来 意義 理解 薄 い現状 考え 留学 要 再 識 あ

機会 え 行 い 緊 課 言え  

 

表 長期留学派遣者数 高校  

               人  

   

 

 

言 容言 容言 容言 容     国 学 見直国 学 見直国 学 見直国 学 見直     

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国生 置 方式 入 必要 あ 国 学 足時 状況 激変

納 金 高 国 学 入学希望者 増 抑 因 い 現状 考え

国生 選考 児童 生 般学 中 混入 経 語学力 般入試

入学者 還元 方向 望 い 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

2007 入学生 中学校 設置 い 国 学 1 設置 中学 2

時 全員 通学 移行 形 変更 方 国生 英語力維持 中学

1 時国 学 籍者 含 国生 象 国生英語特設 中 2 中 3 設置 い

 

中学 1 時国 学 籍者 え 教育 あ 生 う 希望者 選考

出席 能 あ  

    

7

8

10

7

8

0

2

4

6
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2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度
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現 効現 効現 効現 効     

中学 2 時 般 移行 生 応状況 調 あ 国生個々人 移行 績

実証 生 指 状況 わ 学習面 生活面い 問 い 識 い

来 国 学 行わ い 籍者中 少数 般 移行 留 生

え 響 問 指摘 い 全員移行 問 解消  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

国生英語特設 設置 生 い 教員 人的 担 時間割 困 解決

必要 あ 高校段 国生 特設 設置 望 保護者 生 学校

姿勢 確立 必要 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容     教育教育教育教育    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国 交流 能力 開 組 共通 手段

会 能力 育 力 置い 英語教育 識 共

共通 容 作 出 教育 特 世界 歩 現 教育 充実 言

い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 中高 社会科 来 近現 視 行 い 2003 入学生

適用 い 現行教育課程 扱い あ  

 中学 1 3 各 2 時間 計 6 時間 通 学習 行 い 特

中 3 20 世紀 中心 近現 学 い 並行 民

近 民主主義 人 思想 立憲主義 踏 え 憲法学習 行

い  

 高校 世界 高 1 高 2 各 2 時間 高 2 2 時間 全員必 い

世界 高 1 19 世紀 高 2 20 世紀 中心 学習 い 幕

洋戦 期 中心 学習 い  

 課 学習 韓国 湾 中国 周辺 地域 学習旅行 実 実地 学習 機会

設 い 特 韓国学習旅行 現地 高校 学校交流 実 10 近 300

人 生 参  

 

現 効現 効現 効現 効     

 世界 視 近現 全員 近現 社会 的知

識 身 現 社会 う 課 投 い 考え う

い  
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10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 2013 新 実 教育課程 い 世界 近現

全員 方向 維持 い 姿勢 維持 い 考えい い  

 

 

 

    学校学校学校学校    

    

言 容言 容言 容言 容     英語教育英語教育英語教育英語教育    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国 背 学校 英語教育 う 組 検討 急 着手

い 思わ 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

英語 能力 礎 身 学生 育 目標 豊 英語環境

供 実現 目指 組 実  

 2008 英語科専任教員 配置 

 英語 力 目標 開 WE CAN!

McGraw+Hill Education 入 系統 作  

 児童 主体性 大 視 授業実践 

 国 教育 携 英語環境整備 

8 実 英語 触 活動 場 供 

体 学習9 実 英語実体 場 供 

児童英検 GOLD 6 生 象 実 力 調査 

 英語 唱 参 奨励 

 

現 効現 効現 効現 効     

 組 い 効 見 う  

 い 入 4 目 迎え 蹊 学校英語 実 景検証景

回 い い い CD 宿 聞 授業 学習

表形式 入 英語教育 観的評価方法 児童英検 GOLD 検 入

い 児童英検 GOLD 結 い 参照  

い 2011 東京 立初等学校 会10 3 生 5 生 表 行  

国 教育 携 業 い 見  

                                                   
8 英語 音 楽 英語 親 ワ  
9 児童期 国 理解教育 展 2010 入

定校 あ 体 学習  
10 東京 立 学校 54 校 構 任意団体  
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 1 生 6 生 実 間 188 講者 2011  

体 学習  3 回実 定員 20 回約 60 希望者 い 体

学習参 者 国 英語学習 組 傾向 あ  

児童英検  2 回実 蹊 児童 得 率 均 85％ 全国 均 80％ あ  

い 全国 中学生作品 英語部門 4 連 入賞者 英語 唱部門 出 い

 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

入 4 目 迎え 児童 英語 力 力 定着 い  

6 生 授業 2 時間 う 1 時間 人 人

実 1 時間 授業 中 児童 人 指 者 2～4 人 機会 設

い 人教員 教 練習 当 児童 ワ 人 指 者

いう形 あ 6 間 積 国人講師 自然 態 会

英文 蓄積 言え 新 い少人数 英会 時

間 確保 英語 授業 い 保護者 大変好評 あ 児童 自

英語 通 試 英語実体 授業 楽 い  

英会 授業 6 生 業時 人 生 1 1 3 間堂々 会

いう 目標 掲 い う 児童 英語 実 使え う 授業

蹊 学校 英語教育 業時 3 間 国人 英語 う

保証 い い  

国 教育 連携活動 体 学習 児童英検

学校 児童 英語環境 豊 英語 激 え 大変 効 あ

考え  

 

 

言 容言 容言 容言 容     国 学 見直国 学 見直国 学 見直国 学 見直     

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 国生 置 方式 入 必要 あ 国 学 足時 状況 激変

納 金 高 国 学 入学希望者 増 抑 因 い 現状 考え

国生 選考 児童 生 般学 中 混入 経 語学力 般入試

入学者 還元 方向 望 い 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

蹊学園 戦前 勤務者 子弟 入 学 特設 1964 昭和 39

全国 国 学 設置 い 前 5 6 国 学 設置 立

学 方式 営 い 国生 般学 混入 前 委員会 立 検討 行

結 子 子 育 いう子 士 教育力 大 生 う

いう考え 2006 4 国生 4 生 入学 定期間
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行 般学 混入 いう 混入教育 変更 行  

 

現 効現 効現 効現 効     

委員会 議論 踏 え う 混入教育 実 国 学 担任

国生 人 個性 大 組 完  

2008 国生 般学 混入 前 2 間 期間 設

い 期間 蹊 学校 い 学習 社会 理科 芸術科 体育 学習

給食指 実 い 類似境遇経 者 過 2 間 般学 入 前段 い

準備 い  

 4 国 学 担任 担当  

 混入 4 生 英語 時間 個 指 個 指 必要 児童

出 11 実  

 国生 自 い 国 文 生活 紹 場 供  

2008 2009  2010  文 祭 表 学校 自 い 国  

2012  4 生 国 学 児童 自 い 国 紹

実  

 学校 英語 授業 4 生児童 火曜 6 時間目

授業12 供 時間数 1 時間 4 生 使用 い

使用 解指 指 行 い 家庭学習 効活用  

 5 6 生 英語 2 時間 英語 供 い 児

童 英語 授業 い 時間 出 1 2～4 人 いう少人数 国

教育 常勤講師 人講師 指 い 国 英語力 保持

目標 学校 使用 い 使用 解 ワ

使用 語彙 増 活動 活動 行 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

国生 体 生活 文 学 児童 紹 場 え 時 生活

中 習 あ 元 い 個 指 入 応 い い  

英語 決定 体 現地校

人学校 保護者 意向 汲 入 決定

い い 英語 々 い 現地校 学 い

英語 講 い 出 児童 英語力 巡 環境

々変 い 保護者 意向 確 時 人 英語力 期間 見

極 人 英語能力 見 入 う 持 い い  

  

                                                   
11 国 学 担任 般学 担任 学 全体 指 行い 混入 国 学 児童

実 い 学 様子 見 必要 あ 場 授業時間中 出 学習指 時間

補 生活指 行う  
12 般学 4 1 時間英語 授業 行 い 国 学 児童 習得

国語 落 更 高 う 設置 い  
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    学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価    

    

    

    

    

    

    

    

情報情報情報情報     
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 2000 答申 い 国 並 大 情報 応 掲 英語教育

教育 情報機器 用い 能力 情報 選択 活用 能力 開 目的 情報教育

要性 言 い 情報 推 情報 元管理

情報処理 情報教育 柱 学校 大学 組 当時 学園情報

更 強 展 い 必要性 あ 指摘 い  

 言 2002 大学情報処理 学園情報 組 統 実現 学園

全体 教育研究用 務 規 統 用管理 全般 持 新 学園

情報 組 2010 学園全体 業務 持 大学

組 移管 中高 含 全体 IT 環境 維持向 各種

い 情報教育 関 各学校主 学校 大学

段 応 ICT 活用教育 展開 い  
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    学園学園学園学園    

    

言 容言 容言 容言 容     情報 元管理 組 設置情報 元管理 組 設置情報 元管理 組 設置情報 元管理 組 設置    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 学園 組 情報 応 主 う 言 い  

情報教育 推 情報 元的 管理 組 あ

現 学園情報 更 強 情報処理 情報教育 柱 学校 大学

組 展 行 必要 あ 言え  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

1999 10 蹊大学情報処理 学務部学務課視聴覚 務 統 大学

情報教育研究支援全体 羅 学校 大学 ワ

教務 経理 管 人 等 務処理 維持管理 行う 務部署 学園情報 設

置 2002 10 2000 答申 言 容 実現 大学情報処理 学園情

報 務 統  

学校 中学 高等学校 大学 務 包 学園全体 教育研究用情報

務処理用情報 規 統 用管理 全般 持 新 学園情報

2010 4 理 学園情報 大学 移管 蹊大学情報

現 い 学園関連 業務 容 中高 法人関連業務 含

蹊大学情報 維持 い  

 業務 大半 大学 関連 い  

 算 大部 大学 関連 い  

 的 大学 機関 あ 望 い  

 大学 情報教育等 企 立案 営機能 明確 必要 あ  

 

現 効現 効現 効現 効     

 学校 中学 高等学校 大学 情報教育 必要性 情報 通信 術革新 展 伴

い 教育機関 情報 波 追う 高 見 い 応 学園

情報 現 大学情報 設置 学園 あ 設置 数 増

ワ 環境 充実 各学校 情報教育 関 支援等 情報 元管理

定 ワ 構築 務業務 各学校 教育研究 大

感 利用 う 操作 ワ 等 関 各種問

設置 連絡 応 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 情報 歩 歩 追い い い 限界 あ 特

歩 々 誕生 新 情報 術 3 い 勢い あ 歩 追い 前

IT 投資 う 立案 決定 い い 学園全体 IT 考え 必要
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あ 算 人 企 柱 考え い い あ う 情報 い

算 い あ 足 い 実情 あ 目的 明確 用 効 視 投

資計 必要 あ 高 担う最新 知識 持 人 学園 常 確保 限

界 あ 学園 大学 組 参考 入企業 連携 信

入 考え い 必要 あ 少子 社会

変 応 企 考え 実現 組 実現 あ  

 

 

 

    大学大学大学大学    

 

言 容言 容言 容言 容     情報教育 情報機器 整備 充実 情報 ワ 使情報教育 情報機器 整備 充実 情報 ワ 使情報教育 情報機器 整備 充実 情報 ワ 使情報教育 情報機器 整備 充実 情報 ワ 使     

教育教育教育教育 開開開開     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 多種多様 路選択 能 能力 開 方法 情報機器 用い

能力 情報 選択 活用 能力 開 目的 情報教育 高 情報機器 整備 充実

情報機器 情報 ワ 使 教育 開 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

大学 前 礎的 情報科目 必 科目 選択必 科目 配置 情報機器 操作

情報 活用方法 情報 教育 力 入 2010 入 蹊教

養 社会性 育 主眼 人間形 系統 科目 情報 科目 置

情報倫理 情報 術 情報 析 方法 礎的 知識 幅広 習

得 情報 科目 担当 大学常勤講師 1 情報 属 用

専門的 立場 情報教育 高 向 組 行 い  

経 学部 2002 情報 社会 目指 学

生 定員約 40 特 選抜 情報 析 ACAP

Analytical and Computative Advanced Program 開設 い  

方 情報教育 新 い OS Microsoft Office

応 2000 2003 2006 2009 新 移行

2009 語学教育 支援 CALL 並 CALL 教 わ 新

設置 い 1999 3 教 320 あ 2000 降 々増設 2000

6 教 380 2005 14 館 2002 竣 完 あ 7 教 490

大学情報 館 情報 館 いう 2006 9 竣 完 情報

館 設置 あ 現 設置 12 教 わ 約 800

配置 い ワ 整備 い 2002 学 ワ

100Mbps 1Gbps 増強 様 学 回線 2001 6Mbps 2004 100Mbps

2011 1Gbps 増強 無線 LAN い 2004 西 1 館 建設 伴い 建物
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13 AP いう 設置 現 大学 館

部教 43 AP 設置 い  

2010 蹊教養 実 伴い 情報教育科目 充実 語学 授業

利用希望 高 い  

2012 型端 新 術 伴い 利用 授

業展開 試 的 始  

 

現 効現 効現 効現 効     

学 情報教育 最新 情報機器 裏打 教育 的 行 機器 操作 情

報 析 方法 礎的 知識 学生 身 備わ い 考え

e+Learning ICT Information and Communication Technology 活用 教育 い

う面 組 的 展開 行わ い 情報教育 方 い 検討 余地 あ  

大学 2011 10 情報 ワ 関連設備 あ 程 整備 現状 い

方針 情報 時 教育 あ 方 策定 学 情報

ワ 利用 長期的展望 計 的 い 必要 あ 識 情報 時

教育検討委員会 設置 検討 い あ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 無線 LAN 既 学 部 入 あ 通教 授業 い 教員

学生 ワ 利用 学習効 高 全教 無線

LAN 入 計 的 い あ  

 e+Learning い 現状 い 入 用 い 語学系 組

的 効 的 利用 う 再 定 あ  

 教 CALL 教 通教 い 視聴覚教 利用 う 現

試 的 端 iPad 用い 授業 行 見 通常 授業

端 利用 大 い 定 あ  

 学園全体 情報教育 方針 見 わ ワ 充 歩 新 術

応 い 構 職員 含 う 組 体 応 い 検討 い

必要 あ  
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    中学 高等学校中学 高等学校中学 高等学校中学 高等学校    

 

言 容言 容言 容言 容     情報情報情報情報教育教育教育教育    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 多種多様 路選択 能 能力 開 情報 応能力 挙 時

中学 高等学校 い 必 十 い情報 応 教学 う

強 検討 あ 言 い  

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

高等学校学習指 要領 改訂 伴い 教科 情報 2003 設置 当初 非常勤講師

授業 あ 2006 情報 教員免許 持 専任教 用 2013

実 新 設置学 実 時間数 大 当 教員免許 持 専任教 増

員 定 あ 中高新 棟建設 各 教 設置

ワ 環境 整備 結 授業 情報機器 利用 増 い  

英語 授業 iPod 利用 映像 音声 流 授業 利用 繁 行わ

い  

 

現 効現 効現 効現 効     

各教 情報機器 利用 環境 整備 授業中 情報機器 利用 特

教 移動 必要 授業中 短時間 あ 効 的 利用 増 い

特 音楽選択授業 PC 作曲 地学 理科 PC 用い 計測 処

理 情報機器 活用 い  

高校生 中心 間 算申請 決算報告 蹊祭 算申請 決算報告等

PC 出 授業 学 活用 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

情報機器 定期的入替え 算確保 必要 あ 情報機器

利用 情報 教育 徹底 求  

中学 高等学校 2012 ICT 支援員13 配置 大変喜 い あ

教員 え 情報授業 当 環境整備 的 あ 期待 い  

  

                                                   
13 IT 関 専門性 持 情報機器利用 当 教員支援 環境整備 行う者  



責 情報  

 

32  

    学校学校学校学校    

 

言 容言 容言 容言 容     情報情報情報情報教育教育教育教育    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 多種多様 路選択 能 能力 開 情報 応能力 言 い

 

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

    答申 言 容 い 組 実  

 科 3 生 降 14 ICT 活用 盛 込 作  

 設 人 1 配置  

 3 6 WS ワ 自学用 6 配置  

 1 生 6 生 全員 ワ 決 人 伝え  

 

現 効現 効現 効現 効     

 組 結 効 得 識 い  

 ICT 活用 貸出 検索 機器 使用 う 適応 い

 

 全員 ワ 決 使用 い  

 科 6 業研究 元 設定 い 子

思い思い 研究 沿 い PC 子 嬉々

ワ 使 精 出 総 的 学習 目指 科 い 子

い 姿 言え う  

 

10101010 向向向向 課 展望課 展望課 展望課 展望     

ICT 活用力 確実 伸長 目指 教育 専任教員 配置  

 

                                                   
14 教科 領域 幅広い見地 学習 い 授業 2002 入  
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    学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価    

 

 

 

 

 

 

 

学校学校学校学校    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000 答申 い 国 情報 応 学校 関 体的 課

維持 知育 偏 い情操教育 自然学習 校 学習 含 多様 教育 展開 い

現 伸 伸 教育体系 引 維持 教育 更 充実 学

教 い 現 体 超え 学 学 枠 わ 多目的 使用 得 自

空間 設 増 踏 着手 必要性 い 検討 あ 言

い 中高共通 問 校時 表 児童 問

人間性 豊 教育 強い情熱 視 優 教員 用方法 蹊 沿

革 教育理念 い 理解 備教育 必要性 中学 高等学校 異動 交流 教育現場

活性 言 い  

蹊 学校 あ 学校生活 中 個性的 子 育 いう教育目標 目指 個

性的 子 姿 自立 考え 持 表現 子 連 団 中 自 活

子 創造 生活 中 創意 子 設定 共 英語科 科

充実 28 人学 高学 32 人 4 移行 自立 連 創造 保

新校舎建設等 通 教育環境 充実  
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    教育 策教育 策教育 策教育 策    

    

言 容言 容言 容言 容     28282828 人人人人 4444 学 移行学 移行学 移行学 移行    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 校 競 力 失 い い状況 い 増 踏 検討 急 着

手 い 思わ 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

言 28 人 高学 32 人 4 学 移行 完  

 2005 1 3 28 人 4 学 移行  

 2005 4 6 各学 児童数 32 人  

 各学 男女 数  

 2005 国 学 児童 4 入  

 2006 国 学 4 児童 2 間程 体

東西 各学 数 混入  

 2008 全学 東 西 4 学 学 28 人 高学 32 人 体 完  

 

現 効現 効現 効現 効     

う 創立者 中 春 教育 原 あ 人 大 行 い

教育 更 展 寄 考え  

 授業 時間 含 々 生活 中 人 わ 時間 確実

増え 子 人 考え 行動 掌握 う 密 濃い血 通

指 う 教員個々人 実感 い  

 人 作品 寧 見 時間 確保 う 例え 蹊

学校 子 通 自 考え 表現 力 伸 子

教員 密接 自 指 伝統的 い

指 人 目 通 う い

指 子 心 交流 更 深 う  

 男女 数 班 隊列 男女間 等 交流  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

5 6 学 完全教担 15 確立  

3 学 3 学 担任 国語 算数 社会 担当 3 学 児童

指 い 4 学 4 学 担任 4 学 児童 指

体 い  

 

                                                   
15 学 担任教員 教科 指 通 含 学 児童 指 機会

確保  
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言 容言 容言 容言 容     教員 用法 更 用 教員 備教育教員 用法 更 用 教員 備教育教員 用法 更 用 教員 備教育教員 用法 更 用 教員 備教育    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 人間性 豊 教育 強い情熱 視 優 教員 用方法 必要 あ

言 あわ 蹊 沿革 教育理念 い 理解 備教育 必要性 い

言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

用法 い 広報 範 広 形 募 出身地 出身大学 偏 出 い

う 選抜 い 模擬授業 面接 複数回実 幅広い角 理解 心掛

い  

蹊教育 理解 い 校 初任者研 会 校長 教頭 4 部主任 営委員 講

初任者 営委員 授業研究 2 立 実 い 夏 中 実 立 中

高入試相談会 東京国 初任者 派遣 い 学校 明会 2 回目 初

任者 参 学校長 学校 明 聞 機会 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

用法 い 候補 絞 込 模擬授業 時間 確保 候補者 授業力

観察 い 広報 範 広 広報 時期 長期

う 出身地 出身大学 偏 出 抑え い  

蹊教育 理解 い 自主的 勉強会 あ 手 会16 40 前半 頭 立

 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

    面接 模擬授業 通 候補者 良 確実 把握 方策 検査者 眼力

更 向 目指 専任教員 講師 非常勤 含 初任者 蹊教育

理解 深 研 機会 間計 置 実 い  

  

                                                   
16 2011 40 前半 中心 立 手 自主的 勉強会 手 会 学期 2 回程

実 い  
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    設設設設 設備設備設備設備    

    

言 容言 容言 容言 容     新校舎 建設新校舎 建設新校舎 建設新校舎 建設    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 伸 伸 教育 更 充実 学 教 い 現 体 超え

学 学 枠 捕 わ 多目的 使用 得 自 空間 新 設 必要 あ

言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

2008 あ い あ い 地 3 建 床面積約 5,200

㎡ 館 建設 新 い理想的 学 場 特 設計 建設 行わ

 

 ワ い 共 確保  

 2 学 容 能 2 吹 抜 構造 開 感 あ 多目的 設

文 祭 展示場 PTA 会 場 子 場 利用 い  

 明 開 的 約 3 冊 容 能 棚 備え 中 学習

聞 設  

 中心 実 樹木 流 川 周 水生植物 植え 設  

 

現 効現 効現 効現 効     

 明 開 的 音響効 良い 学習

表会場 PTA 会場 利用 増え い   

 館 中央通路 沿 配置 利用者 増え い  

 授業終了 ワ 心 開 能

授業 時間 う  

 季節感 感 自然 あい 場 学 子 中心

常 人 い  

 

2011 実 参観者 保護者 感想 抜粋  

改 蹊 学校 環境 良 教育 容 充実 感  

子 伸 伸 姿 設備 整 学校 良 十 見 う 願 い

 

校舎 素晴 感動 い 方 い  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

緊 課 地震 生等 災害時 避 経路 確保 望  
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    学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価    

    

    

    

    

    

    

    

中学校 高等学校中学校 高等学校中学校 高等学校中学校 高等学校    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

2000 答申 い 国 情報 応 中学 高等学校 関 体的 課

生 希望 多様 路 応 得 礎的 科目 体 維持

いわ 偏差値 高い 校 学率 社会的評価 決定 傾向 応

能力 全面的 踏 必要性 高 示唆 い

自 個性的 置 深 再考 問わ い 指摘

い 急 検討 入 あ 言 い 中学 高等学校

強 競 力 高 高校入試 全廃 中学校 定員増 方向 是非 い 前向

考慮 あ 言 中高共通 問 校時 表

生 問 人間性 豊 教育 強い情熱 視 優 教員 用

方法 蹊 沿革 教育理念 い 理解 備教育 必要性 学校 異動 交流

教育現場 活性 言 い  

蹊中学 高等学校 蹊学園 建学 理念 伝統 国 的視 持

社会 献 人 育 高い知性 情操 実践力 持 豊 人間 育 向 教

育 全人教育 個性伸長教育 柱 教育 中身 充実 教育 枠組 改

革並 教育環境 充実 組  
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    教育 策教育 策教育 策教育 策    

    

言 容言 容言 容言 容     能力 踏 検討能力 踏 検討能力 踏 検討能力 踏 検討    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 多様 路 応 得 礎的 科目 体 維持

中学校 高等学校 社会的評価 いわ 偏差値 高い 校 学率 決定

傾向 強 想 状況 い 蹊中学校 高等学校 能力

全面的 踏 必要性 強 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

言 う 組 行  

 中学 1 英語経 入［2003 ～］ 

 中学 人数 縮 中学 1 40 人→36 人 ［2007 ～］ 

 路指 部 創設 6 間 学意識 醸 ［2007 ～］ 

 高校 時間 利用 路指 充実［2007 ～］ 

 蹊大学 併願推薦 17 入［2008 ～］ 

 多様 路 応 い ［2013 ～］ 

 高校 2 高校 3 英数 授業時数 増 当 4 時間→6 時間 ［2014 ～］ 

 

現 効現 効現 効現 効     

蹊大学 併願推薦 入 高校 3 部 生 学校 学習 意識 好 響 え

挑戦 心理的敷居 い 中学入試 好 響 え い  

路指 部 中心 路指 々充実 時間中 路学習 え 蹊大学

大学 生方 模擬授業 講 蹊大学理 学部 研究 見学 色々 職種 手社会人

業生 講 行わ 生 意識醸 い 自 将来 見

据え 学 考え 路選択 行え 生 増え い  

中学 人数 減少 教員 生 人 向 う時間 増

多様 生 団 応 環境 整い あ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

英語 い 中高 6 間 高校 1 経 割 い い いう問 あ

解決 方向 必要 あ 前 専任教員 増 あ 路指

関 中学 意識醸 充実 6 間 教育 構築

必要 あ う 視 立 路指 望 前

者 関 人員 増 専任教員 増 望 者 関 学習旅行

意識的 組 い 更 経 増 国 教育 部業者 団体

連携 強 必要 あ  

                                                   
17 蹊高校 籍 績 者 蹊大学 部推薦 利 持 部大学  
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言 容言 容言 容言 容     中高 性強 高校入試全廃 中学校定員増 是非 検討中高 性強 高校入試全廃 中学校定員増 是非 検討中高 性強 高校入試全廃 中学校定員増 是非 検討中高 性強 高校入試全廃 中学校定員増 是非 検討     

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 中学 高等学校 性 強 競 力 高 高校入試 全廃 中学

校 定員増 方向 是非 い 前向 考慮 言 い  

 

言 容 組概要 関言 容 組概要 関言 容 組概要 関言 容 組概要 関連 組 含連 組 含連 組 含連 組 含     

 答申 容 実現 計 策定  

 第 1 2007 入学生 中学募 定員 12 増  

1 生   36 ×7 国 学 15  

2 3 生 38～39 ×7  

国 学 1 設置 2 時 全員 通学 移行  

2010 入学生 高校募 定員 10 減 募 定員 80 70  

 第 2 中学 高校 定員 数 高校 入学 減員 員補充程

計  

 

現 効現 効現 効現 効     

高校入試 い 都立高校 改革 中高 校 開校 学指 校 充実等

響 蹊高校入試 入学者 比較的高い 定 い 状況 見 高校 部入

学生 績 学状況 学校入学者 中学校入学者 遜色 い状況 あ 現状

中学入学者 更 増 第 2 高校入試 維持 あ

現段 第 1 容 中 あ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

    う 現状 あ 常 状況 把握 完全 移行 検討

各 留意 必要 あ  

 中高 定員 均 行 指 生 総数 減少 方 数増

伴う専任教員増 必要  

 中学 1 籍者 第 1 12 増 1 増え 1 生 数

減少 い生 指 能 方 全体 数 生 数 増

行 営等 少 響 出 い 第 2 移行 更

数 増え 1 学 籍者数 増え い 響評価 必要 あ  
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言 容言 容言 容言 容     教員 用法 更 用 教員 備教育教員 用法 更 用 教員 備教育教員 用法 更 用 教員 備教育教員 用法 更 用 教員 備教育    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 人間性 豊 教育 強い情熱 視 優 教員 用方法 必要 あ

言 あわ 蹊 沿革 教育理念 い 理解 備教育 必要性 い

言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

中高専任教員 用 2004 降 手 い  

 校長 用教科 決定 募  

 当 教科 教科指 面 中心 第 選考  

 第 選考 者 校長 役職者 構 人 委員会 面接 実 人物面

校 教員 適 性 審査 第 選考 実  

 第 選考 者 複数 象 理 長 意思 疎通 経 用 申  

 

蹊教育 理解 目研 専任 用 1 経過 教員 象 学

校 含 蹊教育 関 資料 込 相互討議 経 各自

表 蹊教育 理解 深 組 行 い  

    

現 効現 効現 効現 効     

専任教員 用 い 多 観 選考方法 定着 評価 い  

目研 終え 教員数 31 う 2 職 あ 中高

教員全体 3 1 蹊教育 理解 深 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

蹊教育 理解 深 資料 数 的 十 備え い い 刊

100 教 活用 期待 い  
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    組 体組 体組 体組 体     

    

言 容言 容言 容言 容     校長校長校長校長 2222 人 校長人 校長人 校長人 校長 1111 人 校長人 校長人 校長人 校長 2222 人 検討人 検討人 検討人 検討    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 教員数 80 超え 中学 高等学校 校長 高

学校 校長 置 あ い 人 校長 人 校長 置 い

検討 必要 あ 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

校長 中高 1 いう形 営 問 感 い 中高 性 維持

好 い 識 い 校長 2 人 実 あ 中高教員 定数 増

前 現状 役職者 多 人数 割 困 あ  

特 校長 人 学園 営 問 あ う 変更 あ

各学校 意見聴 必要 あ 検討 組 あ 考え 2000

答申 中高 検討 必要 あ 指摘 い い い  

 

現 効現 効現 効現 効     

2003 2008 企業経営経 者 校長 務 教員 1 校長 務

教頭 2 置 形 あ 校長 中高教員 定員 あ

前 役職配置 超え 教員数 迫 態 招  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

役職者 配置 い 全体 教員数 考え 必要 あ 担任 校務 掌 授業担

当等 滑 行え 前 い 必須 あ  
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    設 設備設 設備設 設備設 設備    

    

言 容言 容言 容言 容     中学校 棟 高校 棟再開中学校 棟 高校 棟再開中学校 棟 高校 棟再開中学校 棟 高校 棟再開     

 

2002200220022002 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2002 答申 い 中央館 学校 設 総 的 再開 組 計  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

中学 棟 高校 棟 新設 棟 撤去 構 整

備 第 体育館 い 耐震補強 行わ 理科 造形館 関 行わ い い  

 

現 効現 効現 効現 効     

 う 効 あ 識 い  

 般教 情報設備 DVD PC 設置 教 多彩 授業 展開

う  

 割授業教 18 増 高校 学 生 教 共用

減 自覚 増 清掃活動 調 行わ 自治意識 向  

中学 割授業 展開 い  

 中学 木質感 あ 教 生 落 着 増 掲示

充実 自治活動 学 会 行え 生 指

増   

 中高 教科 学 兼 備え 大 職員 設置 学校

中心 機能 教員間 生  

 路指 自習 新設 路指 学習活動 効 出 い  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 耐震 中心 全性向 観 理科 造形館 体育館 改築 望  

 理科 造形館 改築 授業 充実 側面 学薬品 火気 使用

全性 向 建物 望 省 観 現状 建物 無

大 い 言わ 得 い 陽 入 省 防災 観 考え

 

 体育館 防災 観 避 能性 耐震性 全性 向 望

大学 行 実 館大講堂 大学 4 館 5 館 中高 利用 困 あ 現状 踏 え

講堂設備 備え 体育館 新設 望  

 

  

                                                   
18 英語 数学 経 授業等 割授業 使用 比較的 容人数 少 い教  
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    組組組組    

    

言 容 組言 容 組言 容 組言 容 組     入試 入 路指 出 体 充実入試 入 路指 出 体 充実入試 入 路指 出 体 充実入試 入 路指 出 体 充実    

 

組概要組概要組概要組概要     

2007 校務 掌 入試部 路指 部 立 体 強 業

務 来 中学 高校各教務部 属 業務 並行 業務 当 い 質

高い入学者 多数確保 教育 向 生 多岐 わ 路希望 応 適

路 実現 いう 要 業務 あ 容 近 入試 改革 伴い 的 増

え 容 多岐 わ 特 路指 結 新 入学希望者 望

あ 業務 教務部 立 蹊中高

向 寄 い 考え い  

 

現 効現 効現 効現 効     

入試部  

学校案 作 中高 向 塾 備校等 情報交 学校 開催 学校 明会

間 5 回 学校 開催 大 学校 明会 曜 夏 中心 間 40 回程 中高

教育関 広告掲載 掲載等 様々 方法 広報活動 通

多 生 確保 力 少子 経 状況 中 者数維持 効 い  

入試方法改善 い 組 2007 入試 中学 4 教科入試 完全移行 2008

入試 中学 2回入試 者 実 等 策 通 生

入学者確保 い  

表 成蹊中学 高等学校 一般入試 験者数推移 
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路指 部  

高校 1 時 1 時間 時間 路 利用 生 自

路 考え 高校 2 時 秋 自 い学部学科 望理 各自

意識 高 い 蹊大学 力 大学教員 路講 会 理 学部

研究 各学部教員 模擬講義 学部 明会 実 大学教員 力

得 多 わ 模擬講義 実 手 業生 講 会等 実 高校生 中心

生 意識醸 教育 充実  

大学 学 関 自 考え 中 学希望学部学科 明確 決 いう指

効 生 維持 良好 結 結 い い  

 

表 成蹊高校卒業生 成蹊大学内部進学率 大学現役入学率 推移 

％     

    

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 少子 伴い 質 高い入学者 的 確保 入試方法 検討  

 路選択 い 生 気持 維持 意識改革  

 生 希望 路 確実 実現 更 学力向  
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    学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価    

    

    

    

    

    

    

    

中高共通中高共通中高共通中高共通    
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    教育 策教育 策教育 策教育 策    

    

言 容言 容言 容言 容     児童 生児童 生児童 生児童 生     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 耳 児童 生 校時 蹊学園 社会的信用

わ 深 持 い 考え 問 あ 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

学校  

学校 校時 問 応 組 実 い  

 全保護者 通学 全指 的 実 い  

 全教員 校指 東門 い 四軒寺 巡回 実 い  

 新 1 入学 1 間近 担任 門 祥寺 段 追 全 乗

車 徹底 期 校指 当 い  

 朝会 始業式 機会 校長 生活指 部 担当者 通学 遵 全 乗車 掛

い  

 朝 生活指 部員 祥寺 出掛 通勤 通学者 通行 迷惑 い列 並 方 指

い  

 

中学 高等学校  

中学 高等学校 生 関 前 近隣 般 方 い い い 情

2 約 学校全体 組 行い 現 指 中 あ  

 街中 校  

生 保護者 段 掛  

朝礼 通 生 注意 校時 教員 立 番  

中学  情 赤 褒 言葉 青 掲示 保護者会 家庭  

力依 教員 現場 直行 動 組 心掛  

高校  担任 指 入 い環境 整え 2012 朝 朝礼 開始  

情 い 機会 確 増え 生 実情 大

い いう 校時 多 人間 中 匿 含

情 言い 世 中 環境変 因 あ い 考え

 

 服装 乱  

生 保護者 段 掛  

校長 文 配 者 担任 学 生 部 段 的 身 個 指  

服業者 改善申 入  

中学  学校指定 入 女子 着用 徹底 指
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現 効現 効現 効現 効     

学校  

学校 い 周 人 注意 聞 い 等々 情

減 い状況 あ  

 

中学 高等学校  

中学 高等学校 現 指 過程 あ 期 いう時期 生 相手

え 目 見え 出 状況 言え い 赤 青

人物 特定 乗 出 増え 中学生 指 定 効

あ 識 い 特 学校全体 身 指 奏 高校 時見

茶髪 装身 女子 粧 男子 腰 現 見 い 中学 学校

指定 入 男子 い服装 減少 着用 徹底 女子

落 着い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

学校  

学校 課 解決策 案 あ 考え い  

 場 応 適 行動 子 育 い  

 家庭 通学 徹底 更 求 い  

 2 入 朝 時間 校時 わ 輸 行え う  

  

中学 高等学校  

中学 高等学校 街中 校 い 中高 学園全体

的 組 必要 あ 考え 校 行わ い 通学 入 中高 通学路

案 あ 考え い 服装 乱 い 特 高校生女子

い 学校 粘 強い更 指 方 女子 夏服 い 素

薄 問 生地 見直 必要性 検討 い  
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言 容言 容言 容言 容     学校 中高 教員 異動 人的交流学校 中高 教員 異動 人的交流学校 中高 教員 異動 人的交流学校 中高 教員 異動 人的交流    

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 教員免許 教育 相 いう困 あ いえ 学校 中学 高等学校

教員 異動 交流 あ 少 教育現場 活性 両者 間 う少 活

人的交流 あ い 思わ 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

学校 中学校 高等学校 免許 持 教員 数 少 異動 いう形 人的交流

い 形 教員 士 交流 行わ い  

 中 高校 校長 教頭 各部主任 部長 務長 堂 会 中高連絡会 1 回

実 4  

 中学校 教員全員参 中教育懇談会 1 回 実 11 最近 学校 当番

校 授業 開 い 中学 場 授業 開 1 回  

 学校 6 担任 中学校 1 担任 連絡会 10  

 学校 6 担任 新中学校 1 担任 連絡会 1  

 1～2 回 学校教員 中 高教員 間 親睦会

行 い  

 中 高教員 学校 6 理科 石 地 観察 明授業 10～11  

 教務部 主任 交流 密 行わ い  

 特 中 高 大学 理科教員 現状報告 決 懇談会 12  

 生 保護者 関 情報交 時  

 

中学 1 2 授業見学 中学 1 授業 明会 4 学 6 保護者 明会 6

学 4 保護者 明会 12 い 保護者 象 あ 学校教員 部参 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

学校  

学校 効 実感 い  

 最近 学校 中学校 1 回 いえ授業 開 う 各校 授業 容 展開

方 体的 容 知 い  

 生 学 姿 授業 目指 い 容 生 応 知  

 学校 中学校 行 程 確 間行 定表 作 行

回避 い  

 

中学 高等学校  

中学 高等学校 交流 い う 効 実感 い  

 中 高校 役 連絡会 

掌 抱え 問 共 互い 学校 行う 互い 学校 理解
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風通 い関 性 構築  

 学校 6 中学校 1 担任会 

学校 生 い 中学側 報告 情報交 推薦時 情報

入学 半 経 10 現 気 始 生 情報 生 聞 生 指

活  

 中教育懇談会 

授業 開 学習指 行 含 生活指 中心 科会 実

教育 中 指 性 中 1 軽減 大 寄  

 学校 6 新中学校 1 担任 連絡会 

学校 供 様々 情報 中学側 新中学 1 1 行う

生 寧 学習指 要 生 情報 供 良

入学 学 経営 活  

 中学校 学校 保護者 象行 学校教員参  

中学 学習 生活指 学校教員 理解 関心 深 役立 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

学校  

学校 互い 授業 開 い 児童 生 力 伸 授業力 更 目

指 懇談会 通 児童 生 生活力 学習力 特 伸 指 方

追求 い 考え い  

    

中学 高等学校  

中学 高等学校 学校 人 面 異動 い い 教科 掌

情報交 交流 大 あ 考え 特 互い 学校 状況 見据え 指

性 結 的 新生活 生 戸惑い 軽減

考え い  
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    学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価    

 

 

 

 

 

 

 

大大大大    学学学学    
 

 

 

2000 答申 い 大学 入 学園 入 大 部 占 い 言 大学

魅力的 変革 う 学園全体 死活的 要 意味 持

大学 強 学園 衆知 結 必要性 高 い 識 示 い  

大学 展 目指 方向性 1 学生 質的向 2 人 確保 3

新 教育 展開 4 情報 国 5 設 充実 6 組 視 言 い  

 蹊大学 学則第 1 条 規定 大学 教育 法 則 学校教育法 定 大学

学術 理論 応用 研究教授 蹊学園建学 精神 良識あ 人 高 社

会 指 的人物 養 いう大学 設置目的 大学設置 準 大学 設置 準

改 わ 学 教育目標等 各学部 研究科 理念 人 養 方針等 体的 定

2008 4 表  

う 大学 教育目標 い 伝統的 少人数教育 人 教育 特質 深 多

課 え 21 世紀 社会 献 専門性 え 教養人 育 学 課

使 あ う 的 教育目標 掲  

● 多様性 入 豊 感性 人間性 う 

● 生涯学 自力学習 礎  

● 国 舞 揮 能力 涵養  

教育目標 1 視 2 教養 礎教育 3 専門教育 4 国

教育 5 教育 6 留学 7 学生 七 組 置

蹊教養 入 教育 充実 教育改革 組 流

現 学長 大学教育改革 会議 設置 1 前期

入教育 方 教育 強 学部 型 国 社会 設置等 関 改革試案

2014 入 向 検討 い  
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    教育 策教育 策教育 策教育 策    

    

言 容言 容言 容言 容     推薦推薦推薦推薦 AOAOAOAO 入試等 質 高い学生 確保 向 入試 策入試等 質 高い学生 確保 向 入試 策入試等 質 高い学生 確保 向 入試 策入試等 質 高い学生 確保 向 入試 策    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 少子 行等 相 的 学力 い入学者 増 傾向 多 願

者 中 偏差値 高い学生 選抜 い い 策 推薦

入学枠 大 AO 型入試 入 質 高い学生 確保 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 2007 全学的 視 立 学 入学試 全般 業務 的確 営 目

的 企 営部入試課 立組 改組 入試 設置  

 併設 蹊高校 推薦入学 関 2007 12 前 定 容 見直 推薦 準

明示 蹊大学 推薦入学 出願 大学 出願 併願 推併願 新

設 蹊高校 推薦入学 関 定 新 締結 部 学環境 整備  

 指定校推薦 関 前 首都圏 あ 学校 中心 あ 2002 入試 広範

能 学生 入 地方高校 知 学部 限定 い指

定校 全学枠 推薦 設  

 AO 入試 経 学部 2000 入試 学部 現 理 学部 文学部 法学部

2003 入試 入 創立 来 伝統 あ 少人数教育 通 学生 人

個性 自 尊 人間味あ 知性 大 育 い 理念 追求 入

あ 来 学力試 測 困 能力 定 文章能力 表現力 審査

多元的 試 行わ い  

 2007 入試 S 方式 試 利用 5 科目型奨学金入試 入 主

国 立大学 目指 大学入試 試 5 教科 7 科目 生 併願

い入学試 者全員 奨学金 初 授業料 半 相当 給 幅

広い学力 学生 確保 目的 あ ※2012 入試 理 学部 実  

 2008 入試 E 方式 全学部統 入試 入 大学入学 学習

必須 2 教科 経 学部 法学部 文学部 い 国語 国語 英語

理 学部 い 数学 国語 英語 試 教科 限定 礎学力 視型 入学試

あ  

 2013 入試 法学部 い P 方式 国 立併願 入試 入

大学入試 試 5 科目 績 学 E 方式 英語 否 定 行う

試 配 大 入学手 締 遅 設定 国 立大学 入

学 生 確保 目的 あ  

 

現 効現 効現 効現 効     

 入試 改組 い     

入試 組 全学的 視 立 学 入学試 全般 業務 的確 営
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明確 置 長 中心 組 的 入試業務 組 能

 

 推薦入試 い  

蹊高校 推薦 

2007 推薦入学 関 定 締結 推薦 準 明示 部 学環境 整備

高校 い 部 学 勧 指 あ 比率 徐々 い  

入 当 大学 高校 間 議 場 3 回設 学力 学習態 両面

要件 確 い 部 学率 注意深 見 質 高い学生 確保 策 考

え い  

表 高大内部進学率 

  

指定校推薦 

指定校推薦 優 学生 定的 入 い  

 AO 入試 い  

  AO 入試 2003 入当初 趣 入学者 確保 実現 い 考え

AO 入試 般 備校等 入試 策 指 充実 生 解答

容 面接態 良い い 方 入学 学業 績 期待 行動 結

い 指摘 多 い 優 学生 確保 選抜方法 改 検討 必要 あ  

 入試 策 い  

  学 2000 前 大学入試 試 利用入試 学 C 方式 入

24.8 

28.4 

33.2 

39.6 

43.3 

35.7 

33.4 

40.3 41.4 

26.5 

20

25

30

35

40

45

内
部
進
学
率

内
部
進
学
率

内
部
進
学
率

内
部
進
学
率

％
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あ 堅調 維持 願者数 あ 人 減少 力 立大学 学部新

設 改組 増 試 利用入試 入大学 増 要因 大規模大学 中規模大

学 極 顕 学 い 願者 減少  

 

 表 総志願者数 A C E S 方式 合算  

  

E 方式 入 2008 入試 願者数 復調 増 要因 A 方式 C 方

式 E 方式 併願 生 適性 情 応 入試 選択肢 あ 大学

知 考え 的要因 経 況 生 自 見

望校 選 傾向 念 い 校 減 確実 い 学 追い風

考え  

 

表 入試方式別志願者数 

                                         人  

方式  2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

A 方式 13,578 11,478 11,250 9,784 11,332 11,644 11,603 10,579 

C 方式 10,062 9,374 8,884 8,113 7,792 8,684 8,144 8,517 

E 方式    5,364 4,932 4,414 4,920 4,147 

S 方式   504 358 417 463 584 258 

 計 23,640 20,852 20,638 23,619 24,473 25,205 25,251 23,501 

                      ※ S 方式 2012 理 学部 実  

27,149 

26,545 

26,830 
26,892 

23,640 

20,852 
20,638 

23,619 

24,473 

25,205 

25,251 

23,501 

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

人

E入試 入

S入試 入
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入試広報活動 2009 高校訪問 地域 設定 入試 職員

職員 あ 者 中心 精力的 高校 訪問 広報活動 い 挙 方

2008 入試 降 伸 い 願者数 2012 入試 減少 大 理

全国的 法学 法 系統 人気 あ 学 響 析 い  

S 方式 試 利用 5 科目型奨学金入試 い 入当初 入学者 非常

少 入学者 増 選抜趣 方 奨学金 給

言 募 入学者 い い状態 大学 意 的行 誤解 恐

あ 入学実績 あ 理 学部 文科系学部 2011 入試 最期 廃  

方 地方 高校 国 立 向 強い現状 踏 え 新 い試 2013 入試

国 立型 生 込 法学部国 立併願 入試 P 方式 入 地方入試

会場 2 会場 浜 浦和 実 い E 方式 長 会場 増設 地方 優

人 確保 臨 い  

近 Web 応 主 入試情報 供 S+net 学生生活 学 生 伝

え S+net Plus い 立 更 充実 行う 定 あ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 指定校推薦 見直  

指定高校 信 関 保 推薦状況 入学 績 推薦枠 適 人数 検証  

 AO 入試 見直  

評価尺 多元 尊 礎学力 把握 選抜方法 検討 推薦入学者  

学習意欲 維持 向 入学準備 実行  

 入試 充実 

国 立型 生 獲得 向 入試 充実 検討  

 E 方式入試 地方会場 増設 

地方 生 地方国 立型 生 併願者 込 目的  

 高校訪問 充実 

願者 獲得 目的 高校情報 整備 情報 共 戦略 立案 地域 注目地域

高校 絞 込 効 的 高校訪問 実現  
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言 容言 容言 容言 容     学生 質的向 教育 開学生 質的向 教育 開学生 質的向 教育 開学生 質的向 教育 開     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 入試 改革 質 高い学生 確保 入学 学生 質的向

教育 開 急 い 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

各学部 学生 質的向 見直 定期的 行 過程

い 意欲 あ 学生 選抜 経 学部 国 社会 情報 析

文学部 国 社会 法学部 LE Legal Expert 科目 PSE Political Science Expert

科目 設置 特色 持 教育 入 部見 学士課程 教

育 体系 構造 実質 厳 績評価 通 学士力 向 組 必

大学 組 的 行わ い 言え わ 業時 質保証 い 学生

身 期待 学習 観 学 授 方針 見直

更 改善 余地 あ  

高等教育 学生 多様 展 い 大学 い 国

世界 大学 競 力 備え 質 高い高等教育機関 整備 求 環

文部省 大学審議会 1998 省 審議会 当時 大学 社会的 任

学生 業時 質 確保 教員 学生 あ 各授業 学習

目標 目標 授業 方法 計 績評価 準 明示 厳 績評価

実 あ 指摘 い 学 載 容 充実

教員 総 的 績評価 学生 任あ 積極

的 授業参 必要 あ 識 績評価 準 見直 欧米 広 用 い

績評価 あ GPA Grade Point Average 19 新 い 績評価 2004

全学部 斉 入 大学 い 法科大学 2004 研究科 2005

入  

理 学部  

多様 背 持 学生 入学 現状 中 教育 質 確保 学科 各

要件 定 厳 適用 い 様々 組 行  

蹊教養 実 立 理 学部設立当初 1 前期

専任教員 担当 必 科目 置 高学 専門学習 動機 教育 始

共通 礎科目 あ 数学 物理 い 入学時 全員 象

実 行い 意欲 高い学生 容 授業

う 配慮 い 4 業研究 必 科目 あ 業論文 出

1 間 通 実質的 研究活動 定 要件 明 業時

質 確保 い  

                                                   
19 績評価 GP Grade Point 定 績評価 得 数 掛 値 総

録 数 数値 学 5 段 評価 GP S=4.0 A=3.0 B=2.0 C=1.0 F=0.0 い

F 科目 計算 象  
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現 効現 効現 効現 効     

経 学部  

経 学部 国 社会 情報 析 特 常 定員 40 超え 応募者 あ

願 1 績 選抜 行わ い 希望 学生 1 真

剣 勉学 組 学生 勉学 寄 い  

文学部  

文学部 2000 2004 2010 節目 改訂 行い 学科専門科

目 含 授業科目 整備 例え 2010 改訂 文学部共通科目 中

語 世界 い 科目群 配置 新入生 勉学関心 喚起 知的好

心 応え う 2010 各学科 示 科目 選択 当

指針 学生 供  

法学部  

法学部 入 LE 科目 PSE 科目 関 現状 績優 学生 強い学習意欲 持

学生 積極的 参 引 出 い 業 路 就職 関

科目 い学生 比 好結  

 

文科系学部 選抜 科目 者 路状況 学生 比 路決定率 高

学生 意識 高 路決定 結 い い 考え  

表 進路決定率一覧 2011 年 卒業生  

学 部 経 学部 法学部 文学部 
3 学部 

均 等 
情報 析 

 

国 社会 

 

LE 科目 

法  

PSE 科目 

治  

国 社会 

 

者 100.0％ 93.3％ 83.0％ 90.0％ 80.0％ 92.2％ 

者数 33  30  47  20  20  150  

学部全体 83.6％ 79.4％ 79.5％ 80.9％ 

 

理 学部  

専任教員 1 人 新入生 10 程 配 大学 学 い

講義 学科 学 専門 初歩的 入 い 互い 面識 い者 士 知

う 大学生活 応 献 入学当初 教員 距 近 実

感 学 学 大 期待 意欲 持 効 あ  

数学 物理 共通科目 い 授業 実 授業

能 教員 学生 方 評価 声 高い 意欲 高い学生

容 授業 入学時 理解 い学生 補習 授業 学

習 意欲 持 例 多 業時 績優 者 連 稀

い  

業研究 定 要件 4 1 間 実質的 研究活動 課 学生
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研究活動 理解 自覚 研究 面 実感 役立 い 業研究

更 深 い いう意欲 持 大学 学者数 増 寄 い  

GPA  

GPA 入 学生 学中 学 学 到 観的 数値 把

握 大学 科目 教育目標 到 目標 学生 到 科目間

績評価 数値 把握 う 欧米 大学 用 い

績評価 準 い 留学 大学 学 資系企業 就職

学力 証明 指標 用い う  

GPA 推薦指定校 選定 大学 部推薦資料 就職指 入学式 業式 表選定 奨

学金 決定 活用 い 学部 期 業 績 準 学勧告 準 録 限

数 超え 準 限 績優 者 特 表 準 活用

い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

経 学部  

選抜 関 学生 引 更 授業 容 授業方法

必要 あ 考え  

文学部  

蹊教養 1 前期 配当 い 礎 習 引 期配当科目

各学科 整備 4 間 必 科目 習科目 充実 目指 4 間

業論文 習科目 講義科目 関 深 引 注目 い 必要 あ  

法学部  

法 学科 治学科い 学生 学中 専門性 高い 容 関 理解 高

社会 多様 問 関 思考力 深 う 課 再

組 い 特 現 設置 い LE 科目 PSE 科目 体系的 整備

LE PSE 選抜 設置 検討中 あ  

理 学部  

教員 配属 学籍番 い 機 的 行わ い

教員 学生 応 差 出 い う 教員間 連携 密 講義 容 検 間

行う必要 あ 入試方式 多様 伴い 学生 学力 差 広 方 あ 授業

実 更 挙 実 理解 十 学生 象 補習 増

応 必要 う  

就職活動期間 長期 伴 研究活動 時間的 約 無視 い状況 い

問 効 策 い 実情 あ 少 い時間 学生 研究活動 専念

う研究 環境 整備充実 大学 配慮 あ  

GPA  

 学 法科大学 学部 大学 GPA 値 業 了要件 え い い
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業生 了生 質 保証 方策 GPA 値 業 了要件 え 検討 必

要 あ う  

 

 

言 容言 容言 容言 容     1111 生 勉学 教育 初 教育生 勉学 教育 初 教育生 勉学 教育 初 教育生 勉学 教育 初 教育     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 入試 改革 質 高い学生 確保 入学 学生 質的向

教育 開 言 い 望動機 曖 学生 増 応

特 1 生 勉学 教育 専門教育 入門的講

的 組 必要性 い 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

全学的 包 的枠組 2010 入 蹊教養 学 建

学 精神 則 初 教育 あ 1 個性 尊 人 陶冶 豊 人間性 形 2 自力

教育 礎 築 理念 い 前者 個性 尊 人 陶冶 豊 人間性

育 新 い文 創造 担い手 社会 献 い 人 育 わ 意欲あ 学

生 個性 大 伸 目指 い 者 自 問 意識 自 力 考え抜い

い 自 的研学 精神 涵養 社会 員 自立 い 必要 礎力 身

業 自己学習 能 人 育 目指 い  

理念 実現 人 育 方針 礎 四 的

構 い わ  

� 英語 手 学生 社会 出 い  

現 社会 い う 活躍 場 英語 必要 あ 自

英語 い 英語 手 思い込 い 学生 英語 学習 い 業 い

極力阻 学部 わ 全学生 英語 8 必 体系的 学習

TOEIC TOEFL 自己 目標 意欲 醸 い  

 文科系理系 枠 わ い多元的 視 養  

学部 学生 あ 定 水準 得 い 望 い 考え 共通 科目

配置 文科系 学生 理系 容 知 良い 理系 学生 文科系 容 知

良い いう偏 考え方 完全 払 文理融 型 構 い  

 社会人 必要 能力 涵養 

教員 学生 距 近い いう 蹊教育 大 特色 あ

大学 1 生 段 教員 学生 明確 意識 要 あ 1 礎

習 全学部全学生 必 い 路選択 必要 知識 情報 方法

得 社会人 必要 語 能

力 磨 科目 あ 実践 語表現 属学部 専門 わ 興味 関心 応 多

彩 科目 選択 能 総 文 科目群 勉学 向 い
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 学生 真剣 科目選択 誘 科目配置 

要性 考慮 極力数 絞 込 科目 科目 学生 示 明確

い  

 

 表 成蹊教養カ キュ 構造 

    
 

現 効現 効現 効現 効     

蹊教養 2012 3 目 迎え 全科目 開講 初 蹊

教養教育 定着 い  

 4 学部 学生 能 授業科目 増 授業 通 学部 超え 学生

交流 場 想 異 学生 士 教 議論 教育効 揮 い

 

 学部 礎 習 1 前期 必 科目 配置 属 学部 入門的 容

大学生 必要 的資質 醸 形式 教育 専門科目

入 要 役割 蹊教育 特色 地域 人 思

い 心 育 主眼 桃李 蹊科目 開設 個性尊 自 勉強 人間

育 い 蹊教育 神髄 触 学生 大学生活 高

い  

 英語科目 Asset+Program 定義 入学時 1 2 3 回 わ 部
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TOEIC+IP TOEFL+ITP 検 英語教育 効 測定 行 い 当 績

優 者 行 い 授業 2012

教育 行 い 各学 50 表

部 式 無料 特 意欲 あ 者 支援 Asset+Program 手帳 英語

学習 積極的 行わ  

 自立的 社会人 必要 的 能 考え方 身 英語科目

語力科目 教育科目 情報 科目 健 科目 四 科目群 設置

い 多数 学生 科目群 科目 当初 目的

営 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

蹊教養 い 2011 初 2 間 用 行

わ 2012 全 3 生 象 関 実

結 過去 3 間 用実績 動向等 析 2014 定 い

改 向 準備 行 い あ 全科目 開講 2012

時間割 総 数 1,500 各学部専門科目 適 人数 見 う

教 配当 困 態 是 現 2013 授業計 策定 向

全学的 授業計 程 見直 改善 い あ  

初 蹊教育 方 い 学長 設置 大学教育改革 会議

検討 い 新入生 入教育 置 1

前期 効 活用 初 教育 充実 学生 礎学力 強 専門課程

移行 目指 い  

大学 実社会 献 人 多 出 いう い 求

い 学 建学 理念 蹊 軸 初 社会

通用 社会人 能力 能力 精神 身 う

充実 教育 構築 必要 あ 国 視 学生 留学体 初

供 機会 確立 世界 通用 人 育 必要 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容     優 人 確保 研究環境 待遇面 競 力強優 人 確保 研究環境 待遇面 競 力強優 人 確保 研究環境 待遇面 競 力強優 人 確保 研究環境 待遇面 競 力強     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 大学間 競 激 想 中 社会的 注目 優 人

確保 大学 生 い 優 人 確保

研究環境 待遇面 蹊 競 力 高 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

優 人 確保 研究環境 待遇面 競 力 強 い 現 体的 策

実行 い い 規則整備 研究環境 整備 行う 学部 大学 等
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教育 研究 充実 い  

 教 入 

学部 教育 研究 献 高い能力 備え 将来的 学部 教授会構 員 能 資

質 持 人 確保 蹊大学 教 関 規則 2007 3 23 定 2007

5 1 行 教 任期 3 教育 研究 期待 2 間契約

更新 現 理 学部 27 文科系学部 各学部 2 教 用 い  

 入 

学 学術研究 推 将来 担う創造性 研究者 育 支援

蹊大学 関 規 2004 3 12 定 2004 4 1

行 学 学術研究 育 共 研究 等 い 定 職務 担

う 洋研究 規 定 前 2000 4 14

洋研究 特 研究員 関 規 定 行 行う研究

等 い 定 職務 う  

 学 研究  

専任教員 研究 い 文科系学部 1 人 35 個人研究 支給 理 学部

研究 属学生数 1 研究 当 200～250 支給 い 研究

大学研究 共 研究 総 300 個人研究 総 70 学術研究 出版

出版 直接経 60％ 国 学術会議参 航空 20 学会

出張旅 支給 学部 研究科 7～10 理 学部 学部 算 25％

研究 充当 教員個々 研究計 研究業績等 審査 1 件 500 限

傾斜配 択 特 研究 設 い  

 研究環境 整備 研究 授業担当 数  

文科系 3 学部 専任教員 教員研究 棟 あ 大学 10 館 1 約 30 ㎡ 個人研究 理

学部 専任教員 教 専任教員個々 研究 1 約 22 ㎡ 個人教員

法科大学 専任教員 法務研究科 使用 西 1 館 1 約 32 ㎡ 個人研究

い 教員 共 使用 研究 大学 10 館 経 学部 文学部 法学部

専門 閲覧 機 等 整備 1 約 130 ㎡ 共 研究

2 共 研究 手 専任 契約 配置 研究 支援 行 い

大会議 1 中会議 2 各 会議 1 設 研究会 打 等

活用 い  

専任教員 教授 准教授 専任講師 任授業担当 数 文科系学部 理 学部

教養科目担当 専任教員 い 大学 授業 含 5 授業 担当 理 学部

専門科目担当 専任教員 い 実 実習関 科目 業研究 講 担当

授業科目 大学 含 3 担当 い 法科大学 4

授業 担当 教 い 入 趣 則 文科系学部 教 3 理

学部 教 1 又 2 授業 実 実習 担当 過 授業担当 研

究時間 減少 歯 い  
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 教員研  

専任教員 研究 教育能力 向 教育 容 方法等 改善 教員 又 国

い 専 研究 調査等 教員研 入 い い

述 教員研 創設 参照  

 課程博士 大学 生 支援 

蹊大学大学 博士論文出版等 規則 2009 11 11 定 2010 4 1

行 博士 授 者 学 論文出版 支援 査 学術雑 等 掲載 決 い 論文

掲載料 行う 手研究者 大学 生 研究 支援 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

 教 い 蹊教養 学部 授業 1～3 担当

充実 献 い 法学部 2009 4 用 教 教育研究業績

翌 准教授 改 用 教 入 優 人 確保 献

い  

 い 2004 降 理 学部 洋研究 研究

19 用 研究推 献 い  

 学 研究 い 充実 競 的資金 応募 響 あ 学 研究

方 い 検討 始 い  

 大学 博士論文出版 利用 2010 降 3 間 3 冊 刊行 実現 い

4 論文掲載料 行  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 優 人 い 確保 大学 投資 要 あ 少人数教育

標榜 い 学 い 教員 人当 学生数 約 34 人 2012 決 少 い

少人数教育体 強 必要 あ  

 方 人件 的 担 増大 抑え 要 課 あ 文科系 教 増員

期 用教員 充 様々 人 確保 方 検討 い 必要 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容     員教授 新設員教授 新設員教授 新設員教授 新設    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 的 担 い 抑え 最新 研究領域 実務知識 教育 入

1 人 定員枠 複数 教員 用 員教授 う 新設 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

大学 学部 大学 法務研究科 専門 教育 研究 充実

高 専門業務 長 わ 経 専門家 高い評価 者 員教授 用

蹊大学 員教授規則 2000 9 29 定 2001 用契約 用 開始  



責 大 学�

 

64  

 法科大学 大学 い 必要 専門 関 高 教育 指 能力

あ 者 員教授 用 蹊大学法科大学 員教授規則 2003 5 30

定 用 開始  

 蹊大学 員教授 任期 1 契約更新 最長 3 齢 限 70

法科大学 員教授 任期 1 契約更新 70 特 必要 場 75 用

い  

 

現 効現 効現 効現 効     

 学部 い 入 降 法学部法 学科 弁護士 員教授 用 専門科目 講義

習 国家試 指 行 経 学部 教育 開 専門家

2006 4 間 用 初 教育 充実 献  

2012 経 学部 経 企 庁 経 消 者庁 官 計 経 学 専門

家 法学部 治学科 1 限 あ 元駐 韓国大使 員教授 用 理論面

実務経 活 授業 展開 い  

 法科大学 い 高い専門性 い 教育 行う 必要 あ 員教授 入

大学 研究 教育業績 あ 人 確保 う 現役弁護士 検察官

出身者 実務家 員教授 用 学生指 充実 献 い

 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 専門家 高い評価 人 用 教育 研究 充実 あ 現状

待遇 学部 3 担当 場 600 法科大学 3 担当 場 720 個

人 研究 研究 専任教員 待遇 う 人 用 い 用枠

専任 1 枠 員教授 2 いう 約 あ 教員定員 空 い学部 用

い 員教授 活用 特色あ 教育 研究 献 人 確保

見直 必要 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容     高 研究 学生 教授 術開高 研究 学生 教授 術開高 研究 学生 教授 術開高 研究 学生 教授 術開 FDFDFDFD 活動活動活動活動     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 学生 学力 現 高 研究 学生 教授 術 開

大学 挙 真剣 組 時 来 い 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

授業評価 い 前 学部 行わ い 2001 全学部 い

前期 期 学期 1 回 実 い 学生 自 意見

述 箇 含 結 学部全体 計 担当科目 い

計 各教員 時 専任教員 い 科目 計結 学 Web
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学生 教職員 開 い  

 FD Faculty Development 活動 い 蹊大学 FD 実 関 規則 2007 3

7 定 全学的 FD 委員会 設置 学部 研究科 FD 委員会 設置等 FD 関

環境整備  

 

現 効現 効現 効現 効     

授業評価 関 専任教員 非常勤教員 自学部科目 学部科目 蹊教養

科目 中 必 1 科目 実 い 実 科目 増え い い 実

情 あ 結 積極的 活用 う 個々 教員 任 組

組 いう 改善 余地 あ 文科系学部 い 教授会 均値 い 情報

共 行わ 推移 見 い 定 あ 法科大学 い 2012

前期 結 学生 教員 回答 形 開 定 い  

FD 活動 関 教育 活性 向 学 実 講 会 参 学 FD 関

講 会 開催 行 い 活 活動 行わ い 言え い状況 あ

2009 申請 大学 準 会 大学評価 証評価 結 言 い  

経 学部 文学部 法学部 学生 授業評価 実 科目 限 い

全学部 結 活用 各教員 委 教育改善 う 組 的 組

望  

全研究科 い 大学 教育 研究 目的 FD 組 的 組 活 改善

望  

理 学部 い 新任教員 教育指 方法 い 教育 実 向

い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 蹊大学 FD 実 関 規則 2007 3 7 定 大学委員会 全学的 FD 委員会

個 委員会 各学部 各研究科 FD 委員会 設置 大学委員会 個 委員会 連携

組 的 組 行わ い い 現状 あ 大学 部質保証 担保 い 組 的

FD 活動 あ 識 FD 活動 行 い 必要 あ  
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言 容言 容言 容言 容 社会人 再教育又 資 得社会人 再教育又 資 得社会人 再教育又 資 得社会人 再教育又 資 得    

東京都心東京都心東京都心東京都心 MBAMBAMBAMBA 法実務 得 実務学校開設法実務 得 実務学校開設法実務 得 実務学校開設法実務 得 実務学校開設    

社会人 地方 務員 再教育 大学 新設社会人 地方 務員 再教育 大学 新設社会人 地方 務員 再教育 大学 新設社会人 地方 務員 再教育 大学 新設    

社会人教育 展開 当 蹊 業生 積極的 働社会人教育 展開 当 蹊 業生 積極的 働社会人教育 展開 当 蹊 業生 積極的 働社会人教育 展開 当 蹊 業生 積極的 働     

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 大学 新 教育 展開 社会人 再教育 人 開 必要性 い

う 言 い  

 専門職 持 社会人 再教育又 資 得 東京都心 MBA 法実務習得 実

務学校開設 社会人 地方 務員 再教育 大学 新設  

 社会人教育 展開 当 蹊 業生 積極的 働 業生 入 業生講師 用  

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 専門職 持 社会人 再教育又 資 得 社会人 地方 務員 再教育 大学 新設  

体的 視 東京都心 MBA 得 法実務 習得 希望 社会人

実務学校 開設 地域密着型 生涯学習 展開 いう 社会人 地方 務員 再教育

大学 新設 挙 い  

実務学校 開設 いう視 2004 検討委員会 設置 主 学 業生 丸

周辺 働 社会人 象 丸 業 い 議論 蹊学園 実

得 業展開 いう側面 慎 検討 必要 あ 時期 改

業 検討 望 い 結論 い 方 高 実践能力 法

養 法理論 法実務 結 教育 法的専門能力 法 倫理 得 関

連 礎的素養 涵養 目的 わ 教育目標 人 育 目標 関 い

企業法務 視 専門職大学 法科大学 法務研究科 社会人学生

利便性 考慮 業 検討 引 形 2006 丸

開設 祥寺 授業 視聴 方向 能 遠

隔授業 入 法科大学 い 述  

方 社会人 再教育 いう観 学 社会人入試 入 態勢 学部 AO

入試 社会人特 選抜 大学 経 経営研究科経営学専攻 社会人 理 学研究科

社会人特 選抜 規生 入 い 法科大学 科目等 生 社会人

務員 入 い  

 社会人教育 展開 当 蹊 業生 積極的 働 業生 入 業生講師 用  

2000 答申 社会人教育 展開 当 蹊学園 業生 積極的 働 試

簡素 入学金 授業料 大幅 減 い 方法 蹊学園 業生 優遇

業生 生涯 わ 蹊学園 知的 活用 開 言 い 業

生 優遇措置 業生 行わ い い 現状 あ  

答申 社会人教育 当 業生 中 講師 積極的 用 経 い

知見 教授 う 蹊人 人 活用 面 大 あ 言 い 社会人向

開講 講 会 い 業生 講師 依 程 い  
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学生向 あ 経 学部 経 学部 窓会 力 得 2011 14 OB

OG 講師 迎え 各業種 実態 将来 展望 求 人 社会人 生 抜い

経 談 聞 実社会 実情 学 自 自身 10 20 社会人像 目的

形式 授業 特 講義 D OB OG 語 最前線 開講

500 近 者 理 学部 学部 業生 4 講師 迎え 企業 大学

最 端科学 術 研究 開 科学 術 動向 い 学 実 社

会 応用 い 最 端科学 術 関 知識 深 社会 遭遇 様々 問 解決能

力 涵養 目的 科学 術 最前線 開講 法学部法 学科 学法科大学

了 弁護士等 講師 迎え 法 学 必要 法 法 資料 使い

術 得 論理的 考え 明確 能力 養う 表 討論 行い 法 必

要性 質的 問 考え 4 間 学 土 築 目的 礎 習

い 2011 4 担当 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

社会人 再教育 関 組概要 載 入試 社会人枠 教育

社会人 入 部整備 い 社会人学生 学部 入 数 多 い 方

文学部等文科系学部 多数 高齢者 聴講生 入 大

学 学 教員免許 得 文学部 博士 学 得 経 学部 法学部 う 例

あ  

 

 表 科目等履修生入学者数 

人  

 

 

 

 

 

 

 

種
別 

年  
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

科
目
等
履
修
生 

学  部 15 10 25 19 13 32 11 16 27 19 8 27 14 14 28 19 18 37 17 9 26 17 10 27 14 9 23 15 15 30 

大 学 院 13 2 15 7 5 12 6 8 14 8 3 11 6 1 7 1 0 1 1 1 2 1 0 1 2 0 2 0 2 2 

法科大学院 － － － 10 0 10 4 2 6 5 2 7 1 0 1 1 0 1 2 0 2 2 0 2 1 0 1 2 0 2 

合 計 28 12 40 36 18 54 21 26 47 32 13 45 21 15 36 21 18 39 20 10 30 20 10 30 17 9 26 17 17 34 

上
記
内
訳 

教職課程 12 8 20 10 8 18 8 8 16 10 5 15 11 9 20 9 5 14 12 6 18 14 7 21 10 7 17 11 9 20 

法科大学院 － － － 10 0 10 4 2 6 5 2 7 1 0 1 1 0 1 2 0 2 2 0 2 1 0 1 2 0 2 

そ 他 16 4 20 16 10 26 9 16 25 17 6 23 9 6 15 11 13 24 6 4 10 4 3 7 6 2 8 4 8 12 
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 表 社会人入学者数 社会人特別 験 社会人入試等     

    

    

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

都心 MBA 法実務 得 実務学校 開設 い 社会 情勢

大学 動向 見据え 現 活用 いう観 慎 検

討 必要 あ 考え  

社会人 再教育 いう観 い学生 熟 高い社会人 共 学 環境 大

大 学】                                    人  

          年  

学部 学科 
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

経
済
学
部 

経 済 学 科 
 

        
 

経 営 学 科 1 

経 済 経 営 学 科 
     

1 
 

1 
 

 

合  計 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 

工
学
部

・
理
工
学
部 

機 械 工 学 科 
  

       
 

電 気 電 子 工 学 科 1 1 

応 用 科 学 科 
  

経営 情報工学科 
  

物 理 情 報 工 学 科 
  

物質生命理工学科 

  

       
 

情 報 科 学 科 
     

1 
 

 

エ ト カ 学科 
 

1 
     

 

合  計 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 

文 

学 

部 

英 米 文 学 科 
   

1 
     

 

日 文 学 科 
         

 

国 際 文 化 学 科 
         

 

現 代 社 会 学 科 
    

1 
 

1 
  

 

合  計 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 

法
学
部 

法 学 科 
 

4 3 
    

1 
 

 

政 治 学 科 1 
  

1 
     

 

合  計 1 4 3 1 0 0 0 1 0 0 

総 合 計 3 5 3 3 1 1 1 3 0 0 

 

大学院                                     人  

          年  

研究科 
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

理工学研究科  

工学研究科 

前期課程 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

期課程 0 2 4 0 0 3 1 0 0 0 

経済経営研究科 注  1 5 5 4 1 0 0 0 0 0 

合  計 2 7 9 4 1 3 1 0 0 0 

注 社会人特 入試 博士前期課程  
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学 教育 活性 いう 意義 あ 18 才人 大 減少 あ 現状 優

学生確保 経営的 観 社会人 視 入 教育 入 検討 価値 あ

う 蹊 立地 現役 社会人 象 約 あ 考え

武蔵 地域 特性 教育水準 高い 世 多い 活 生涯教育

社会人教育 模索 適当 あ う 考え  

 

 

言 容言 容言 容言 容 地域密着型 生涯学習地域密着型 生涯学習地域密着型 生涯学習地域密着型 生涯学習    

生涯学習 う 組 設置 蹊会等 連携生涯学習 う 組 設置 蹊会等 連携生涯学習 う 組 設置 蹊会等 連携生涯学習 う 組 設置 蹊会等 連携     

 

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 前述 大学 新 教育 展開 蹊 地域密着型 生涯学習 展

開 生涯教育 展開 当 学園 生涯学習 う 組 設

置 業生 入 人 活用 蹊会等 密接 連携 業務 遂行 必要性

い 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

学 い 武蔵 地域 生涯学習 推 業 聴講生 あ

入 聴講生種 来 般聴講生 武蔵 民聴講生 武蔵 役 職員聴講生

3 種類 あ う 武蔵 民聴講生 生涯学習 推 民 聴講意欲 高

1981 学 武蔵 定 足 あ 入定員 50～60 少 い

60 民 1995 59 大 象 聴講料 武蔵 担

当時 地方自治体 大学 連携 業 期的 あ  

武蔵 民 生涯学習 寄 目的 武蔵 役 武蔵 周

辺 4 大学 亜 亜大学 東京女子大学 獣 生 科学大学 武蔵 大学 連 力 1993

足 5 大学 学長 長 構 武蔵 地域学長懇談会 主催 1994 5 大

学 共 講 会 調講 各大学 1 講 連 6 講 1997 共 教養講 各大学 4

講 計 20 連 講 開催 い 学 案 武蔵 武蔵 地

域 5 大学 連携 保 教育課程 人 組 設等 資源 活用

高 的 体系的 学習 機会 供 目的 2003 武蔵 地域自 大

学 組 地域 民 更 学習意欲 応え 的 体系的 生涯学習 推 役割 担う

 

定期的 開催 い 般 民向 開講 洋研究

講 会等 通 地域社会 中心 教育研究 還元 い 学 創立 50 周

念 1999 入 自治体 全国初 武蔵 寄附講 講 営 200

降 学部 規科目 開講 学学生 多 民 聴講

い  

生涯学習 設置 い 2003 大学将来構想検討委員会 い 検討

結 武蔵 地域自 大学 足 地域全体 生涯学習 5 大学共 生涯学
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習 大学 生涯学習 赤 営 現状 当 自 大学 生涯学

習 役割 十 考え 当面必要 い  

 

現現現現 効効効効     

2003 開始 武蔵 地域自 大学 特 地域 5 大学 規 授業科目

東京女子大学 開講 共 講 会 共 教養講 講 講

え 講 数 民準学士 10 講 得者 399 民学士 20 講 164

民 士 30 講 81 民博士 50 講 17 称 授 挙  

主要 講 象 大学 規科目 講者数 い 表 推移 い

特 学 講者 極 多い 特 的 あ 地域 教育熱 高

大 い 特 自 大学 前身 あ 武蔵 民聴講生 学 立 長

聴講 定着 大学 比 極 高い あ 大学 開設時 比

者 減少 い わ 学 い 逆 増 傾向 あ 学 地域

民 生涯学習 期待 高い 伺え  

 

 表 武蔵野地域自由大学各年 全履修者数 学履修者数 学履修比率 

       

目 
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

全 者数 人  446 381 399 382 372 367 342 332 346 340 

蹊大学 

者数 人  
207 202 221 205 246 252 252 235 258 257 

全 者  

学 者 ％  
46.41 53.02 55.39 53.66 66.13 68.66 73.68 70.78 74.57 75.59 

 

開講 前期 期 4 回 統 般 民向 開講

い 100 150 程 出席者 通例 あ 人気 あ 設定 場 200

超え 講 あ 最近 交通広告 効 あ 500 超え あ 地域 民

JR 中央線 西武線沿線 民 広 見 設定 講 容 地域

超え 般 民 期待 応え い 評価 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

武蔵 地域自 大学 規 授業科目 い 前述 者 増 い

あ 地域 生涯学習 期待 高い 伺え 期待 わ

う 講 象科目 選定 新規科目 開設 行 い 必要 あ 方 開講

い 大学 比 2 回 各 4 回 講 開講 充実 急務 思わ  

地域社会 開 地域 知 大学 生涯学習 更 充実

21 世紀構想 挙 実現 生涯学習 的組 構築 視

入 検討 あ う  
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    学部学部学部学部 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     経 学部 直近約経 学部 直近約経 学部 直近約経 学部 直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

 2004 学科統 伴い 委員会 設置 学部 営体 改  

学部 営委員会 

教育研究環境整備委員会 

AAB 委員会20 

FD 委員会 

人 委員会 

 学部教育 目指 組 実  

聴覚 い 持 学生 教育支援 実  

 AAB 委員会 学 相談指 体 創設 

 GPA 学習 学生表 学生 学 意欲 牽引 表 懲罰 入 

 教務委員会決議 申 文 作  

期 業 21 入 

各種検定試 定  

 改 等 実  

2004 2010 改  

2011 2012 設置 問委員会 現行 実  

 入試 改 実  

推薦入学者数 適  

蹊高校 部推薦者 併願推薦枠 新設 全学部  

AO 入試 入 2001 入試  

 大学 準 会 証評価 応 

2008 大学 自己 検 評価 行い 証評価 指摘 言 応 

 

現 効現 効現 効現 効     

 2004 学科統 伴う学部 営体 改  

学部 営委員会 要案件 関 学部執行部 議 場 効 的 機能 い  

教育研究環境整備委員会 前 行わ い 研究 管理 管理 情報教育機器

管理 元的 効 機能 い  

                                                   
20 授業全般 学生生活 留学 大学 学 資 試 就職 学生生活 様々

解決 複数教員 AAB Academic Advisory Board 設 い  
21 3 終了時 業 必要 数 優 績 場 3 3 業

利用 通常 1 業 能  
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AAB 委員会 般学生 学 路相談 績 振学生 指 要 役割 い  

FD 委員会

文 経 学部 教育方針 方向 定 役割

長 生 全専任教員向 配 等 通 経 学部教員 教育 能向

定 働 礎 習 入門科目群 含 諸科目 授業 営 方 い

経常的 検討 行  

人 委員会 教員 用 昇任 関 人 案件 い 学部構 員 全員 関 何

形 参 組 設 効 的 あ 候補者 審議 選考作業 迅

効 機能 い  

 学部教育 目指 組 実  

聴覚 い 持 学生 2009 経 学部 入学 契機 学 支援

始 組 立 当 教務部 学生部 部署

超え 力 学生参 組 経 学部教員 力 あ 現

組 原型 学長 中心

い  

前学期 GPA=4.0 学生 象 学部長 優 学生表 実 優 業研究 出学

生 業生 学部長表 前 GPA3.2 学生 録 限 数 限 40

48 和 1 GPA1.0 満 績 振学生 2 配当科

目 限 行わ 績優 学生 表 学期実 優 業研究表

実 い 経 学部生 学 意欲 高 定 効 あ

言え 1 い 得数 関 定 準 学生 い GPA

数い 2 配当科目 方 望 い 教育的 1

GPA1.0 満 績 振学生 2 配当科目 限 2009 廃

限 1 得 数 過少 あ 学生 象 形 変更   

教務委員会 申 文 作 教務業務 性 性 確保 役割

い  

期 業 定着 い 数 期 業 定者 出 意欲 能力 共

備え 経 学部生 勉学意欲 引 出 考え   

検定 資 試 定 い 2004 2010

扱い 異 前者 幅広い科目 奨励 意味 検定 資 試 定 積極的

い 者 い 検定 資 試 定 経 学部

設置科目 替え 組 い 経 学部生 活 利用

い  

 改  

経 学部長 問 学部 設置 経 学部 評価検討委員会 い

2004 2010 両 い 評価 問 整理等 行い

作業 通 出 課 析 改 等 方向性 示  
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 入試 改  

推薦入学者定員数 指定校推薦入学者数 蹊高校 部推薦入学者数 計 最大時 256

2007 179 2012 適  

AO 入試 多元的 能力 定 入学者選抜 目的 入 当初

講義理解力 英文 解力 自己表現 能力 討論力等 見 選抜 等

積極的牽引者 役割 者 期 あ 形式 入試方式 世間

般 伴い 入目的 募 人員 40 25 削

減 時 審査 方法 講義理解力審査 資料理解力審査 え 簡素 い

入試 期待 目的 確 実現 い 定員数 現状 留

定 あ  

 大学 準 会 証評価 応 

2008 行 自己 検 評価 2009 証評価 蹊大学

大学評価 証評価 結 い 大学 言 述 経 学部 関 言

指摘 部検討中 あ 改善  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 社会 現実問 主体的 柔軟 応 社会人 養 経 学 経営学

枠 超え 幅広 学 必要 あ 方 業生 経 学 経営

学 専門知識 い 定 体系的理解 担保 体系性 厳 性 備え 作

求 相 面 持 経 学部 両方 兼 備え

作 目標 い 考え い  

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     理 学部 学部 直近理 学部 学部 直近理 学部 学部 直近理 学部 学部 直近約約約約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

 2005 理 学部 改 2012 学科

学科 称変更 伴 大幅 改革 行い 現 的 理 学教育 実

現  

 限 人員 中 効 的 人員配置 教育体 充実  

 広い 者 獲得 目指 大学全体 入試広報 行 様々 自主的広報活動 行  

 整備 業 立大学戦略的研究 形 支援 業 択

科学研究 積極的 応募 各種 金 研究 部 資金 入 研究活

動 活性  

 

現 効現 効現 効現 効                                     注 丸数 組概要 丸数     

数学 物理 学 科目 い 全学科統 必 入学

時 実 習熟 授業 実 い 習熟

い入学生 象 補習 設 時間 理 学部 教育理念
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あ 礎的 学力 確実 現  

専門科目 う 部 学科 限定必 科目 い 全学科 準必 科目

推奨科目 設定 学生自 個性 尊

系統的 能  

専門科目 う 必 学 準必 科目 い 原則的 複数 設 い

授業 実 教育 質 維持 い  

3 期 全員 研究 配属 各研究 講 実 授業 実

1 回 授業 あ 研究 意欲あ 学生 3 期

実質的 研究活動 参 入 い う 学生

高 4 業研究 必 滑 接 う  

学生 主体 参 型科目 入 学生自 企 立案

部 共 作業 通 主体的 問 解決 組 姿勢 育

教育効 い 学生 学

参 表 い 行 地域 連携 地域

問 献 祥寺 高 術開 挑戦

実 い  

教員配置 見直 講師 専任教員数 い 3 学科 均 数学

英語担当教員 増員 礎科目教育 強  

教 入 教員 1 人当 学生数 減少 実 実習時 全確保

献 い 教 配置 い 研究 い い研究指

業研究教育 大学 教育 充実  

女子学生 獲得 目指 広報活動 行 結 物質生 理 学科 情報科学科 中心

女子学生 入学者比率 増 2002 学部入学者 う 女子学生比率 14%

2012 理 学部入学者 う 女子学生比率 23％ あ  

各種入試方式 実 定水準 業高校 指定校推薦入学 様々 特色

持 者  

学部 挙 高校生 象 1 科学体 教 実 多 高校生 参 得 い

各地 高校 依 応 出張授業 行う 入 多 高校

要望 応え い 中学生 学生 象 武蔵 地域 科学教

積極的 参 い 活動 通 入試広報 者

理科 傾向 少 歯 掛 理 系 願者 広 い 広 科

学教育 理科教育 献 い  

整備 業 2004～2008  

研究  人 い 世 無機 料 開 評価 人 い 世

機 料 開 評価 人 い 世 生活 開 評価 

立大学戦略的研究 形 支援 業 2008～2012  

研究 業  人 環境 優 い統 社会 研究 整備 
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理 学部全体 科学研究 択件数 着実 い NEDO JST22

的 金 研究 奨学寄附金 多少 変動 あ 調

1,000～2,000 程 入 い  

※ 最近 3 間 推移 理 学部           注 2012 6 現  

科学研究  応募数 択数 択率  

2010             2011              2012  

25 (2) 8.0%           26(6) 23.1%             29(8) 27.6% 

NEDO JST  択数 実績  

2010            2011             2012  

8 件(7,755,905 )       8 件(36,256,891 )      4 件(9,250,000 ) 

研究  件数 実績  

2010             2011              2012  

17 件(18,897,500 )      29 件(22,901,000 )      12 件(15,192,300 ) 

奨学寄附金 件数 実績  

2010              2011               2012  

12 件(19,206,977 )      9 件(10,805,881 )       5 件(8,000,000 ) 

2010 足 理 学研究 2012 学 研究者 共 研究 主眼

立 部資金 入 研究 推 目指 い 部補

金 募情報 研究者視 い形 供 組 い  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

注 丸数 番 現 効 丸数 番     

入試方式 多様 伴い 入学時 数学 物理 英語 習熟 学生間 差 広

い 多様 価値観 持 入学者 質 保証 伴 教育 維持 立大学

生 必須要件 あ 方策 恒常的 整備 学部全

体 効 的 FD 活動 目 い少人数教育 実現 必要 あ  

教 用 当 募 い 幅広 能 人 求 待遇改善

い 実 用 決 候補者 待遇 い 示 就任

相 い い 給 用期間 教育 duty い い 待遇改善 考え

あ  

入学者 向 急務 あ 入試改革 組 効 限定的

あ 教育 質 向 広報活動 強 求 い 理 学部教員 人

力 更 学園 大学 密 連携 課 組 い  

補 業 学園 大学 理解 得 積極的 参 学部全体 活性

必要 あ  

研究活動 活性 あ 2011 比 2012 科学研究

                                                   
22 NEDO 立行 法人 新 産業 術総 開 機構 JST 立行 法人 科学 術振興機構 
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部資金 入 大 減少 い 学部教員 経理 響 考え

研究 使用 い 強 時 生 い 組 整備 研究

体 作 必要 あ  

部 研究交流 深 資金 入 蹊大学理 学部

広 社会 知 要 あ 学部 主体性 保

機会 え 研究交流 い あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     文学部 直近約文学部 直近約文学部 直近約文学部 直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

全学 全学期 習科目 必 業論文 全員必 い 習科目 担

当者 指 教授 学生 勉学 指 寧 行 指 教授 原則 専任

教員 担当 少数 非常勤講師 担当 依 場 必 専任教員

役 配置 既 述 う 改訂 節目 行 教育方

法 維持  

  2000 文 学科 体 国 文 学科 現 社会学科 設置 学科改 21 世

紀構想 前 あ 文学部 組 要 あ 概要 臨時定

員増 前 入学定員 英米文学科 160 文学科 80 文 学科 150 計 390 あ 臨

時定員増 英米 166 文 100 文 180 計 446 方 文部行

臨定終了 減員方針並 大学設置 準 大 あ 方 文学部 部 入学定員 学科

学部 求力 高 いう課 意識 い 学科再 課 大 業 あ

前 1995 者 課 関連 学芸員課程 語教員養 課程 入

1998 3 臨時教授会 再 業 決議 約 1 半 学生定員 教員

定員 等 申請案 確定 1999 7 文部省 現 入学定員

英米 130 30% 文 90 20% 国 文 110 25% 現 社会 110 25% 計 440 100%

臨定 前 構 比率 あ 英米 41% 文 21% 文 38% 大 変更 い  

1965 文学部設置 時 開設 文 学科 文 いう 称 冠 最初 学科

あ 学科 営 特 問 積極的 展的解消 文学部全体

改善 目指 学科改 行わ 教員組 改訂 あ 1994 文

学科 当初 教養籍 教員 流 2000 改 割 最 限

設置 準 時 実質的 学科 営 行わ い

体的 学科間 教員定員 変更 1 表 2 表教員23 わ 属変更 あ

う 1989 設置 文学部再 委員会 来 構想 体  

 

 

                                                   
23 大学設置 準第 13 条 規定 専任教員 数 1 表 表第 1 学部 種類 規模 応 定

教授等 数 いわ 専門 属教員 2 表 表第 2 大学全体 容定員 応 定 教授等 数

いわ 教養 属教員 指  
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現 効現 効現 効現 効     

近 経 状況 就職活動 割 学生 時間 増大 い 4 間 学習

業論文 定 水準 確保 勉学 わ 学生指 教員 担

第 大 う 思わ  

  2000 学科改 500 計 算措置 専任教員 増員

2004 改訂 わ 2005 現 社会学科 社会調査士

課程 実習 設置  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 述 2000 降 学部 各学科 展開 調 推移 い 恒常的 課

専任教員数 言 い  

  文学部 入学定員 440 専任教員 47 あ 教職課程教員 4 教 2 含

実質的 習 業論文指 担当 教員数 41 業論文指 授業

担当 数 習科目 教育指 い 教員 担感

い 習 定員 少人数 応 学科 あ 限界 あ

思わ  

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     法学部 直近約法学部 直近約法学部 直近約法学部 直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

 法学部 学生 勉学意欲 力 報い 教育 講義科目

習科目 方 い 学生 積極的 授業参 長 教員 学生間

い う 2004 法科大学 足 法 学科 属教員

大幅 人員減 余儀 う 中 法学部教育 要性 鑑 勉学意欲 あ 法

学部生 持 教員 複数 授業 掛 持 方法 最

大限 力 い  

 2004 法科大学 設立 いう学園 力 法 学科 12 教員

法科大学 転 教授 7 特 任用教授 1 員教授 4 あ 研究 長 学

部 学科 営 大 役割 担 多数含 い 補充 え

用枠 5 法学部 大幅 容 来 数 学生 指

常業務 当 憲法 い 専任教員 英米法

教員 5 間 わ 講義 持 4 い 8 い 学 法科大学

社会人向 夜間 設置 い あ 願者数 あ

う 設立時 経緯 響 現 法学部 法 学科 規模 大学 比較

場 専任教員数 極端 少 い状況 2004 来 い い 例え 学習 大学法学部法

学科 定員 250 22 城大学法学部法 学科 定員 240 20 学法学部

法 学科 定員 275 専任教員数 15 教 1 学 特色 少人数教育

引 実あ 方策 2014 必 実現 前 条件
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専任教員 定員増 緊急 必要 あ  

 教員 学生間 授業 ICT 組 複数 授

業 い 授業支援 IT’s class. 通 教 配 行う 法学教

育面 い  

 遠隔会議用 学部 算 自 購入 部 会議 遠隔会議 試行 学部

行 理 組 学生教育 時間 最大限 確保 う い  

 2004 新 い 入 蹊大学大学 法務研究科

法科大学 設立 伴う法学部教育全般 見直 教員配置 大幅 転 念頭 行わ

あ  

 2010 新 い 入 全学的 行わ 蹊教養 入

わ 2004 抜 改訂 伴う新 入  

 

現 効現 効現 効現 効     

 2004 学部 法学部教育 全国的 法科大学 設置 大

変 伴い 法 学科 学部 講義 科目 中

法 学科 治学科 垣 法科大学 学 希望 学生 い 学科

実現 念頭 置い 科目 中 学生

響 え 学科 垣 相互 学科 科目 傾向 定着

実数 把握 困 あ 学法科大学 大学 法科大学 学

者 少 出 い 方 学生 い科目 流 学部 学習 目

標 十 立 い いう傾向 見 う  

 2010 問 処 示 治学科

必 い 高 群 入 現 最高学

3 生 あ 改革 知 得 い い科目 学生 流

いう傾向 い う 思わ  

 学文科系 3 学部 2012 6 現 専任教員 1 人当 学生数 1 学 学生定員数

教員数 教 含 い い あ  

法 学 部  

法 学科 学生定員 275 専任教員 14 員 1 約 20  

2012 入学者数 310 研究中 教員 専任教員 12  約 26  

     治学科 学生定員 155 専任教員 12  約 13  

2012 入学者数 170 研究中 教員 専任教員 11  約 15  

経 学部  学生定員 480 専任教員 36 文学 体育系 9 約 13  

文 学 部  学生定員 440 専任教員 41 教職課程専任 4 約 11  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 緊急性 高い課 法 学科 教員 足 解消 強 望 学生数 見 数 専

任教員 確保 指 体 確立 前 条件 え 習 容人数

いう物理的条件 面 学 諸業務 応 いう面 学科 学部 程 教
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員 学生数比率 実現 急 要 課 あ  

 学 諸業務 増 学生教育 割 時間 減少 結局 学生 利益 被

構 い 学生 共 過 時間 最大限 確保 的 遠隔会議

入 入試諸業務 理 学 行 理 課 あ  

 授業 ICT い 設 設備面 限界 克服 課 あ 講義 習

無線 LAN 設備 完備 情報端 新入生 配 方法 伝効 期待

全学 大い 望  

 気 あ 学生 感 抱 失 い う 過 便 供

避 学生各自 自 性 視 競 意欲 持 教育面 望  

 学長 中心 い 大学教育改革 わ 法学部 2014

入 定 新 い 検討 行 い 回 改訂 法 学

治学 専門的 知性 備え 変 社会状況 応 柔軟 幅広 深い思考力

備え 人 出 目的 い 学生 何 学 い いう

自覚的 学習 う 課 法 学科 治学科 必 科

目 増 義務 方向 検討 い  

 

 

 

    研究科研究科研究科研究科    

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     経 経営研究科 経 学研究科 経営学研究科経 経営研究科 経 学研究科 経営学研究科経 経営研究科 経 学研究科 経営学研究科経 経営研究科 経 学研究科 経営学研究科     

直近約直近約直近約直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

 研究科統 組 

経 学研究科 経営学研究科 共通 充 新 証 株式会社寄附講 設置

科目 実習科目 実務家 学 科目 国 理解科目 研究指 体

組 整備 2005 ～  

建学 理念 あ 個性 尊 人 陶冶 勤労 実践 職業人育 念

頭 置い 教育 大学 い 効 的 実現 経 学研究科 経営学研究科 統

経 学専攻 経営学専攻 2 専攻 経 経営研究科 設置 2007  

博士前期課程 経 学専攻 経営学専攻 設置 経 中 般

期 了 24 入 2007 ～  

 学生 入 充 

経 経営研究科博士前期課程 経 学専攻 経営学専攻 研究者養 経

設置 経 学専攻 経 中 標準 業

                                                   
24 博士前期課程 業 限 2 あ 定 得 績 特定課 研究 特 優

い 者 1 又 1 半 学期間 期 了  
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限 2 般 標準 業 限 4 長期 経営学専攻 経

中 標準 業 限 2 般 高 税務 標準 業 限

4 長期 3 実務経 相当 者 象 標準 業 限 1

社会人 設置 2007  

博士前期課程 い 型 AO 入学試 学学部生 学経 学部 業

3 者 入 2003 ～  

博士前期課程 い 型 AO 入学試 経 学部 期 業生 入 2005

～ 長期 入  

学学部生 願者 長期 願者 中心 大学 科目等 生 博士前期

課程 入学準備 利用 2004 ～ 大学 入学 科目等 生

得 研究科 定  

博士前期課程 い 型 AO 入学試 複数回実 2007 追 募 2008

2 期 2009 更 追 募 第 3 期募 実  

博士前期課程 い 経 学専攻 経営学専攻 研究者養 経

中 般 募 般入試 試 科目 論文 専門科目

義務 経 学検定試 ERE 定 検定結 専門科目 経 学 免

入 2009 ～  

博士前期課程 い 経 学専攻 経営学専攻 研究者養 経

中 般 募 般入試 複数回実 2012 追 募 2013

2 期  

経営学研究科博士前期課程 経営学専攻 1 利用 交通大学 大学

復 大学 3 計 9 留学生 入 2004 ～2006  

 

現 効現 効現 効現 効     

組概要 示 う 様々 組 行 い わ 入学者数 籍者数 十 定

員 充足 い 言え い状況 あ     

2000 降 籍者数 学 授 者数 推移 表 あ  
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表 大学院在籍者数 推移 

                                                人  

 

経 学研究科 経営学研究科 経 経営研究科 

経 学専攻 経営学専攻 経 学専攻 経営学専攻 

前期課程 期課程 前期課程 期課程 前期課程 期課程 前期課程 期課程 

2000 6 1 19 5 

    

2001 3 1 22 4 

2002 7 2 19 4 

2003 7 2 22 4 

2004 6 2 32 3 

2005 8 2 27 5 

2006 7 2 33 3 

2007 5 1 15 1 0 0 7 0 

2008 

廃  

0 1 2 0 12 1 

2009 

廃  

4 0 13 1 

2010 4 0 15 0 

2011 3 0 14 1 

2012 0 1 7 0 

 

表 大学院学位授与者数 推移 

                                      人  

 

経 学研究科 経営学研究科 経 経営研究科 

経 学専攻 経営学専攻 経 学専攻 経営学専攻 

前期課程 期課程 前期課程 期課程 前期課程 期課程 前期課程 期課程 

2000 3 0 5 0 

    

2001 0 0 14 0 

2002 3 0 8 1 

2003 2 1 9 0 

2004 4 1※ 17 0 

2005 3 0 13 0 

2006 2 0 16 1 

2007 4 1 13 0 0 0 1 0 

2008 

廃  

0 0 0 0 5 0 

2009 

廃  

1 0 7 0 

2010 1 0 4 0 

2011 1 0 10 0 

※ 2004 経 学研究科博士 期課程 1 学 授 者 論文博士 あ  

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 博士前期課程 中心 学生 入 充 組 講 い 大学 入学者獲得競

激 い 環境 い 博士前期課程 博士 期課程 入学者数 籍者数 定

員充足率 高 課 あ  
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 定員充足率 高 向 力 研究科委員会 懇談 更 組 検討 開

始  

 大学 生 学会 表等 学 利用 博士 期課程 了 手厚

い指 行う     

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     理 学研究科 学研究科 直近約理 学研究科 学研究科 直近約理 学研究科 学研究科 直近約理 学研究科 学研究科 直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

 理 学部 完 時 学研究科 理 学研究科 改組 行  

 学部 学率 増 籍者数 増 途 い  

 大学 生 学会 表等 学 多 大学 生 国 学会

国 会議 い 表 行 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

 1 専攻 3 理 学専攻 物質生 情報科学

学生 科目 自 複数 教員 指

学 的 研究 能 い 理 学 礎 置

共通科目群 設 う 定 得 了要件 専門

深 時 広い視 獲得 研究者 養 い  

 2011 理 学部 業生 う 4 1 大学 学 結 2012 5 1 現

籍者数 219 2002 比 68% 増 い 学部 大学

方 般的 就職 利 いう理 系特 要因 あ 専攻 定 規 条件 満

学生 い 般入学試 い推薦 意欲 あ 学生

大学 学 無理 い形 薦 挙 意欲 あ 績優

学生 飛 学部 3 終了時 入学 い  

 大学 生 部 表 行う 教育 あ 教員 経 的 担

少 い形 大学 生 学会 表 薦 う 利用

籍者 う 半 学生 学会又 会議 表 い  

  理 学研究科 最近 3 学会 表補 件数 あ 数

国 補 件数 国 会議補 件数  

2009 76 23 99 件  2010 51 37 88 件  2011 83 41 124 件 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 学部 学科 学科 称変更 伴い 完

大学 現行 称変更 必

要 あ  

 優 大学 生 確保 研究活動 活性 あ 績 学生

学 大学 選 学 い国 立大学 少 い 大学 学
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伴う経 的 担 少 軽 奨学金 充実 納 金 引 検討 あ

大学 生 増 11 12 13 館 手 わ 建物 老朽

研究 環境 改善 節約 防災 全 観 研究

棟 建替え い 学園 大学 理解 得 検討 時期 来 い  

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     文学研究科 直近約文学研究科 直近約文学研究科 直近約文学研究科 直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

2004 各専攻 博士前期課程 来型 研究 え 広い専門的知識 備え

専門職業人 高 知的素養 備え 人 養 目的 総 置 英米文

学専攻 2 英語教員 養 英語教育 設 長期

入 教育機会 大 入学者 確保 時 来型 入試方法 改

英米文学専攻 文学専攻 前 課 示 方式 入 博士 学 得

わ 要領 3 専攻 整備 大学 生 明確 指針 示  

 

現 効現 効現 効現 効     

博士前期課程 い 文学専攻 定員 充足 入学者 確保 近 英米

文学専攻 入学者 増 学 得 関 2011 文学専攻 論文博士 1

課程博士 2 社会文 論専攻 課程博士 1 出 い 当 課程博士 3 中 2

学 論文 出版 定 高 大学 教育 い 思わ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

定員管理 面 近 社会文 論専攻 入学者数 減少傾向 あ 2013 入試

来型 入試方式 2 専攻 様 方式 変更 入学者数 増 期待

い 大学 教育 永 課 就職問 あ 産業界 動向 響 大 い 抜 的

打開策 あ 見込 い 近 多様 見 う 応

効 的 広報活動 要 思わ  

    

    

言 容言 容言 容言 容 組組組組     法学 治学研究科 直近約法学 治学研究科 直近約法学 治学研究科 直近約法学 治学研究科 直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

来 法学 治学研究科 研究者養 機関 機能 全国的 法科大学

設置 共 策系 専門職大学 設置 あ い 大手大学 大学 入学定員 大幅 大

願者 減少 いう問 直面  

研究者養 いう高い目標 維持 現実的 博士前期課程 士課程 研

究 終了 社会人 活躍 希望 学生 積極的 研究 機会

え う  
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 方 大学大学 博士前期課程 士課程 了 学生 中 特 優 思わ 学生

研究 機会 え 博士 得 向 指 行う いう 組 積極的 展開  

 

現 効現 効現 効現 効     

願者 入学者 多 い 全般的 効 統計的 計 困 あ 博士

前期課程 了 学生 裏 就職活動 展開 大

学 入 博士 期課程 学生 多 調 博士論文 執筆 向 研究 展開 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

法学 治学研究科 法科大学 共 策大学 大学 大学 動向 大 響

自 策 展開 余地 大 い 思わ  

 10 間 学部 大学 関 い 的 再検討 え 博士前期

課程 入学者増 策 確立 必要 あ 博士前期課程 博士 期課程 連

え 自 役割 え 方向 来 方 論理的

え う 変更 必要 い  

 近 経 情勢 大学 学 望 家庭 経 的状況 学 念

学生 見 学生 奨学 充実 課 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     法務研究科法務研究科法務研究科法務研究科 法科大学法科大学法科大学法科大学 直近約直近約直近約直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

 2004 4 法科大学 開設 開設 わ 授業 録 信機器 備え 教 模擬

法 専用 通 24 時間使用 共 研究 自習 設備 法科大学 棟

新設  

 入学試 い 者試 既 者試 社会人枠 設  

 社会人 学習環境 充実 昼間 夜間 土曜 時間 授

業 開講 方向授業 遠隔授業 能 専用設備 教 丸 設置

教 社会人 願者向 入試 明会 前期授業期間中 夜間 2～3 回実

い  

 開設時 裁 官 弁護士 連 講 会 昼 時間 研

究会 大学 了生 法試 者 講 会 学習会 実  

 2011 学習支援体 充実 入 新 当初 新入生 宿

蹊学園箱 寮 実  

 

現 効現 効現 効現 効     

 2011 80 了生 法試 既 法研 経 者 主

弁護士 社会 活躍 い  

 了生弁護士 中 学 法学部 法科大学 非常勤講師 授業 担当 者
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法学部 礎 習 法科大学 民 模擬裁 刑 模擬裁 信 法 担当 い  

 2011 学生 研究生 学習 支援 支援 実 弁

護士 了生 新 当初 新入生 宿 蹊学園箱 寮 実

通 わ 講 会 補習講 相談会 実 担任 設

学生 個 的 学習相談 応 体 整備  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 FD 活動 通 法 養 資 う 授業 容 充実 授業 必要 教

員 確保 尽力  

 法試 率 迷 法科大学 願者 入学者 減少 傾向 あ 支

援 い 教員 了生弁護士 連携 学生 研究生 学習支援 充実 必

要 あ  

 

 

 

    洋研究洋研究洋研究洋研究     

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     洋研究 直近約洋研究 直近約洋研究 直近約洋研究 直近約 10101010 間 組間 組間 組間 組    

    

組概要組概要組概要組概要     

10 間 洋研究 いう 学唯 学部

的 研究機関 研究機関 わ い体 整備 強 組 例え 来申

用 研究 規則 共 研究 い 行

明確 員 体 い 時期 文科系 教員 あ 理 学部

教員 員 復活 理系 諸問 い 応 う

用 特 研究員 学大学 生 用 学術研究員 設 手研究員 育

学術的 業活動 作業 滑

嘱 研究員 新設 方 情報 広 社会 信 大

学 研究機関 学術交流 定 積極的 学生 般 民 情報 周知

う 学園広報課 通 広報 力 入 い  

 行中 研究並 研究員 紹 研究 情報 信 自

立 資料 い 蔵 目録 あ OPAC Online 

Public Access Catalog 検索 能  

 

現 効現 効現 効現 効     

 研究 規則     

終了 研究 表 意識 う 依然 例

あ 比較的 い段 表 行わ う  
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 研究員体 整備     

常勤研究員 嘱 研究員 特 研究員 用 彼 活動 業活動並 研

究活動 活  

彼 う 既 半数 国 大学 専任教員 用

研究活動実績 高 評価 い 2006 降 8 中 5 う 1 国立 業高等専門学

校  

 掲載論文 質 向     

嘱 研究員 綿密 作業 容 質 向 特 査 論文

い 審査 準 規則 厳 結 質 高い論文 掲載 う

 

 質 向     

嘱 研究員 入 嘱 研究員 元的 作業 能 容 充実 質

向  

 大学評価 証評価  

2009 大学 申請 大学 準 会 大学評価 証評価 結 教員 研究支援

大 役割 評価 特筆 活動 的 評価 い

 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

1981 設立 来 学唯 学部 的 研究機関 洋地域 関 研究活動

地 支援 姿勢 変わ い 社会情勢 大 変貌 遂

巻 環境 自 変わ 来 う 第 1 研究 部資金 差

う いう あ 教員 利用 い研究 方 い 考え 時 現

行 研究 問 あ 見直 勇気 必要 あ う 第 2 研究 い 表 い

いう あ 各 研究 知的 産 社会 還元 う

い 第 3 自 含 常勤研究員 能

動的 研究活動 携わ 組 研究 観 考え い  

10 見据え 維持 能 組 維持 能 構築 肝要 あ  
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    組 体組 体組 体組 体     

 

言 容言 容言 容言 容     4444 学部学部学部学部 13131313 学科 当時 学部学科体 現 的妥当性 検討学科 当時 学部学科体 現 的妥当性 検討学科 当時 学部学科体 現 的妥当性 検討学科 当時 学部学科体 現 的妥当性 検討    

大学再 方向性 検討大学再 方向性 検討大学再 方向性 検討大学再 方向性 検討    

学部学科再 推学部学科再 推学部学科再 推学部学科再 推     

文科系学部 再 検討文科系学部 再 検討文科系学部 再 検討文科系学部 再 検討    

    

2000200020002000 答申答申答申答申 2002200220022002 答申答申答申答申 容容容容     

2000 答申 4 学部 13 学科 現 大学 組 学部 構造的 問

え 学問状況 教育 社会的 激 変容 現 状況 中 妥当性 持

検討 入 言 学園将来構想検討委員会 い 検討

学園 各学校 推 業 策等 い 委員会 2002 答申 学部学科再

推 文科系学部 再 検討 盛 込 い  

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

学園将来構想検討委員会 置 学校組 検討 委員会 答申 2001 11 い 大

学全体 学部再 い 来 大学自身 い 専門的立場 必要 現実的 検討

問 あ い 既 検討 い 学部 学科再 い 立場

表明 文科系 3 学部 再 い 大学 学部再 必要性 識 急 体

的 策 検討 委員会等 足 言 い  

大学 大学将来構想検討委員会 立 検討 結 答申 2004 1

い 当時 文科系 3 学部 学科再 等新 業 既 立 当 間

文科系 3 学部 再 検討 見 望 い いう結論 述 い  

 各学部 再 等 組 あ  

文学部  

文学部 21 世紀構想検討委員会答申 2000 7 出 直前 2000 4 来

文 学科 設 い 国 文 現 社会 学習 深

弱 広領域 専門 段 強 文 学

科 保持 視 広域性 長 堅持 教育

性 系統性 明確 教育 充実 目的 文 学科 国 文

学科 現 社会学科 2 学科 改組 3 学科体 4 学科体  

理 学部 学部  

礎教育 視 伝統的 わ い学 的 専門教育 充実 急

術革新 自然 共生 持 展型社会 実現等 現 社会 抱え 多 複 的 諸問

組 幅広い素養 持 人 養 人 養 方針 大学 社会的要請

応え 社会的使 いう新 い概念 2005

学部 5 学科 理 学部 3 学科 改組 2009 理 学研究科 開設

2012 学科 学科 称変更

称変更 替え 実質的 教育 容 新 来 学問 特
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教育 新 い 学 教育 目指 あ 学生 四

専 選択 入 学習 方向性 明確

時 複数 専門 持 複 術 必要 問 処 う 専門

い  

経 学部  

経 学 経営学 総 的 学 現 社会 起 多様 課 応 解決 必要

高 専門性 裏 企 営能力 持 時 相応 い知性 良識 兼 備え 人

養 人 養 方針 実現 自己形 人 陶冶 職業能力向

体 教育 目指 目的 2004 経 学科 経営学科 2 学科 統 経 経営

学科 2 5 設定 改組 1 学科体 応 2007 経

経営研究科 開設  

法学部  

法学部 学部 う 学科 改組 統 行わ い 学科 学生 あ

関心 応 両学科 専門科目 幅広 体 整備 い  

2010 新 い 両学科 連携 段 強 学科

習科目 い う  

 

現 効現 効現 効現 効     

文学部  

文学部 2000 学科改 学生定員 構 比率 変更 4 学科体

文学部 望 学生 多様 学習 示 能 入試方法 改善 あ

い 者数 偏差値 指標 大 破綻  

体的 英米文学科 英語教育 注力 明確 教育目標 示 能

学生 自 容易 大学 学者 増 い

う効 あ 文学科 語教育関連科目 整備 体系 深

学科 教育 機的 展開 大学 い 学者 博士 得者 増

礎的 学部教育 考え 国 文 学科 英米文学科 様 多数 留学

生 出 時 優 業論文 刊行 通 学生 知的 激 論研究 指針 え い

最 現 社会学科 社会調査士課程 わ 調査実習 作 わ

実習 実体 知識 獲得 いう優 教育機会 供 う

 

う 学科専門教育 並行 新入生 文学部共通科目 2 生 選抜 国

社会 配置 学 的 教育 学習 場 供 学科 異 学生間 知的交

流 深  

理 学部  

3 学科 教員配置 5 学科 柔軟 応 う 3 学科 教員数

均 数学 英語担当教員 増員 礎科目教育 強 物質生 理 学科

中心 女子学生 入学者比率 増  
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経 学部  

学科統 2004 大幅 願者数 伸 大学 4 学部 中 2008

い 最多 願者数 維持 い 表参照 選択 意思決定 1 段 行わ

1 録必須 営 授業 あい 学生 職業意識 芽

生え 自 将来 真剣 見 学生 各自 関心 あ 選

択 経 学 経営学 法 社会学 多様 側面 学

能 多元的 視 涵養 効 あ  

法学部  

学科間 垣 い 相当数 学生 学科 専門科目 い  

 

 表 学部別入学志願者数 

   

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

文学部  

学生 個性 尊 いう観 学科 多様性 維持 あ

学科 自体 個性 持 い 視 あ う 例え

現 社会学科 習 社会調査士課程 社会調査 習 実習

備え 教育 学科 特 現 完

い 改 整備 各学科 個性

特 的 明示 必要 あ  

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

入
学
志
願
者
数

入
学
志
願
者
数

入
学
志
願
者
数

入
学
志
願
者
数

経 学部

理 学部

文学部

法学部

人
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理 学部  

理 学研究科 い 1 専攻 3 体 い う

学部 学科 完 迎え 称 変更

学部 研究科体 統 必要 あ  

経 学部  

経 学部 い 願者数 時 勢い 学生 多様 応 設

学生 偏 原因 企業 戦略 異常 偏 生 い

現状 あ 多様 経 学 経営学 理論 体系的 学 う 意識

希薄 結 的 業生 質 保証 求 い 中央教育審議会 文部科学省 等 方向

性 適 い 多様性 保持 体系的 厳

構築 経 経営学科 確立 い 必要 あ 識 い  

法学部  

法科大学 務員試 各種資 試 路 い 様々 希望 持 学生

い 学科 い 踏 え 法 学科 治学科 教育 容 相互乗 入 維

持 学生 多様 応 い 必要 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容     学生 就職活動 支援 組 強学生 就職活動 支援 組 強学生 就職活動 支援 組 強学生 就職活動 支援 組 強     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 大学 評価 就職実績 現実 中 学生 就職 場 確保 開拓

大学 生 決定的 要 あ いう 識 学生 就職活動 支援

組 強 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 2006 来 就職部 改組 教育 策定 推 路 就職等 学生支援

滑 行う 目的 大学 附属機関 支援 設置  

 2009 文部科学省 大学教育 学生支援推 業 学 社会人 礎力強

択 各種就職支援講 開始  

 2010 蹊教養 教育科目 開設 わ 支援

属 常勤講師 用 学 自 支援体

2 目 開始  

 2011 目 過去 2 間 実績 就職支援講 整

備 充 体 充 行  

 

現 効現 効現 効現 効     

 支援 組 強 2009 文部科学省 補 金

補 金 各種就職支援講 整備 充 能 企業 招聘 開催 学
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企業 充実  

配置 う 学生支援 容充実  

2010 補 金 2 中心 配置 209 相談 あ

 

2011 契約職員 用 718 件 相談者 あ

中心 模擬面接 策講 形式 1 3 54

開催 1 完 2 間開催  

 2011 学生支援 方 策定 資料 学 業生 企業側

評価 い 籍者数 多い企業約 1,000 社 調査 結 析 報告 作

 

 学 直近 評価 あ  

刊 2011 12 10 就職 強い大学 17 獲得 

経 特 親 子 い大学選 2012 版 経 HR 2011 6

行 あ 大学 何 当 “就業力” 育 大学 6 獲得 

 

表 各種講 開設状況 ○印 開設 示す  

講 容  2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 

路就職  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

就職活動報告会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

学 企業  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

就職講 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

就職模擬試  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

就職試 策講         ○ ○ ○ 

業界研究講          ○ ○ 

就職活動 講          ○ ○ 

業生 業界 研究          ○ ○ 

策講          ○ ○ 

完           ○ 

模擬面接 策講           ○ 

 

表 学内企業セ 招聘企業数 

 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 

企業数 72 73 82 82 87 91 103 146 176 233 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 支援 組 い 教育科目 連携 含 現状 い 当初

目標 近 い 考え 学生支援 方 伴 強 い 必要性 あ う  
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 10 課 い あ  

 特 支援 必要 学生 い支援体 整備 強  

 学生個々 路選択 動機 行う 教育科目 支援

連携体 強  

 就職活動 学生 就職 学 路選択 向

体 充実  

 定企業 学 企業 招聘企業 支援 企業 関

強 大  

 

 

 

    設 設備設 設備設 設備設 設備    

 

言 容言 容言 容言 容     1111 2222 館 現情報 館館 現情報 館館 現情報 館館 現情報 館 5555 6666 館 再開館 再開館 再開館 再開     

    

2002200220022002 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2002 答申 1 館 2 館 5 館 6 館 再開 組 挙 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

2000 当時 大学 1 館 理 館 2 館 2006 9 開館 情報 館 再開

2000 答申 あ 電子 館 新設 併 実  

大学 6 館 い 老朽 え 東 大震災 耐震補強 観 当初計

前倒 着手 新大学6 館建設 委員会 設置 Commons 

for Communication 交流 生 出 共 設 新 い 設 機能 計

い 2012 8 着 壊 開始 2014 5 竣 定 い  

大学 5 館 い 体的 再開 時期 計 十 検討 い い  

 

現 効現 効現 効現 効     

大学 6 館 地 6 地 2 建築計 体的 設計 入 大学 5 館 改築

備え 特大教 大教 中教 設置 教務部 会議

展示 等 体的用途 踏 込 検討 行わ い 大学 6 館 置的 大

学教学 当 情報 機能 充実 全教

出席管理 無線 LAN 的 教育環境 実現 学生 福利厚生

設 地 1 設置 学生 様々 活動 表 場 供 多目的

設 い 環境 配慮 建築 実現 快適空間 実現 念頭

置い い  

情報 館 い 述 電子 館 建設 参照 い  
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10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

大学 5 館 改 い 大学 6 館竣 能 2014 定 い 大幅

改革 更 教 確保 程 必要 武蔵 建築物 高

限条例 入 動 あ 入 場 建築計 限 わ 見極

計 い 必要 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容     大学学生会館 充大学学生会館 充大学学生会館 充大学学生会館 充    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 福利厚生 面 多様 活動 場 供 いう形 学生 利益還元

大学学生会館 充 避 あ 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

大学学生会館 い 情報 館建設 当 大学 1 館 設置 い 学生 部棟

壊 2004 体育会 部 文 会 部 欅祭 部 新聞会 機能 学生会館 3 会議

移 会議 自体 共 含 5 部 減少 足

部 学生 部団体 約 観 会議 充 学生 自 使用

大幅 減少 い 前 倉庫 使用 い 地 わ

学生 要望 声 高 音楽練習 改  

学生 食 足 い 学校食堂棟 3 あ 教職員食堂

10 館 12 移 第 学生食堂 確保

誘 誘 等 学生食堂 混雑 和 組  

 

現 効現 効現 効現 効     

大学学生会館自体 充 行 い い 学生 課 活動 自 使用 足

い 食 い 足 い 新 6 館 設置 定

展示 等 あ 程 解消 い 期待  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

大学学生会館 充 い 周辺 再開 視 入 課 い 学生食堂

席数 足 解消 授業時間 使用 学生会館 会議 充 近隣 民 音 策 併

数多い音楽団体 使用 防音設備 あ 音楽練習 充 い 検討 い 必

要 あ  

定 い 大学学生会館 耐震補強 計 場 昼食時 席数 学

生 自 利用 音楽練習 効率的 設 用 う 計 必要

あ  
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言 容言 容言 容言 容     地方出身者 寄宿 設 建設地方出身者 寄宿 設 建設地方出身者 寄宿 設 建設地方出身者 寄宿 設 建設    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 首都圏出身学生 7 割 占 学 地方出身学生 増 地

方出身 学生 寄宿 設 建築 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

地方出身者 寄宿 設 建設 い 2000 答申 言 い 体的 検

討 経緯 着手 い 前 学生部 人暮 始 学生 宿紹

行 2002 2 ㈱学生情報 業務委 開始 現 ㈱共立

㈱学生 3 社 業務委 契約 結 学生会館 物件情報

供 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

委 業者 物件情報 供 大学 自 行 い 宿紹 学

生会館 物件数 多 期 契約 家 支払い 転居 開始 紹 手数料 割引 物件

紹 手数料 要 物件 あ 学生側 大 い  

益 業 行会社 間 入 2010 契約 立 家 30% 広告料 学

園 益 い  

例 2 中旬 3 中旬 委 業者 3 社 宿紹 学生会館 2 行 い

国 立 表 応 2011 期間 1 間繰 2 旬 3 旬 実

 

指定校推薦 AO 入試 者 応 2011 12 中旬 土

2 間 わ 学 実 想 来場者 あ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 地方出身者 寄宿 設 優 地方出身 女子学生 確保 いう 特 入試戦略

大 意味 持 方 適当 校 求 土地

得 建設 膨大 用 必要 現実的 い 寄宿 設 確保 場

委 業者 1 棟借 応 検討 必要 あ  

自前 建設 場 寄宿舎 人学生 国人留学生 混 設 整備

1 勉学 適 良好 環境 2 学生相互 交流 通 社会性 養う共 生活環

境 3 多 国 留学生 生活 共 国 感覚 養う環境 供 設整備

特色 あ う 近 学生 生活様式 団生活 意識変 考慮

居 環境 整備 必要 あ  
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言 容言 容言 容言 容     電子 館 建設電子 館 建設電子 館 建設電子 館 建設    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 21 世紀 館 電子 避 い 電子 館 建設

言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

2006 9 開館 情報 館 席数 1,150 席 蔵 能冊数 130 冊 蔵 数 100 冊

開架 約 55 冊 設置 数 180 充実 設備 蔵 え 266 あ

個 閲覧 5 閲覧 視聴覚資料 充実

地 自動 庫 英語 多 専用 新 い機能 備え 新

空間設計 知 学生 教職員 蹊中高生 父 窓生 地域 民

開 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

学生 入館者数 設 再開 え 館 奥 場 門 線 あ 開

場 立地 移動 あ 開館前 2005 325,022 人 比 2008 596,224

人 2010 616,754 人 倍増 い 学生 資料貸出等利用冊数 開館前 2005

120,262 冊 比 2010 140,767 冊 い  

授業 使用 多 館 あ 活 議論 打

教育 人 交流 機能 い  

建物 2008 賞 社会領域 共 設 建築 類 賞 朝 新聞出

版 行 大学 館総 10 2013 版 全国

総 7 あ 学生 1 人当 入 冊数 寄贈 含 全国 1 新聞

雑 建築雑 等 写真 紹 共 広 社会的評価

い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

現 電子 8 千 購入 統計 電子

い DVD 等 録 電子 籍 1 4 千冊 あ iPad

直接 いわ 電子 1 冊 購入 い い 試

的 入 充実 必要 あ  

情報 館 蔵 能冊数 130 冊 開架 既 55 冊近 自動 庫 45

冊近 い 3 冊 蔵 増え 情報 館 保管 仮定

10 間 蔵 能冊数 130 冊 到 う計算 電子 省

更 方 情報 館 庫 大学 2 館 庫 効利用 新 庫 建設 充実

必要 あ う  
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    策 部資金 入策 部資金 入策 部資金 入策 部資金 入     

 

言 容言 容言 容言 容     部資金 入部資金 入部資金 入部資金 入    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

答申 健全 的 立 学園 社会的 任 経 節減

部資金 入 い 来 策 言 い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

学 部資金 獲得 主 科学研究 補 金 学術研究振興資金 立学校振興 共

業団 各種研究 団体 民間企業 研究 奨学寄附金等 申請

入 教員個人 任 組 的 組 い い 現状 あ 大学 申請

択 大型 3 件 あ  

 整備 業 文部科学省 2004 ～2008  

研究 3 大学 学研究科  

 人 い 世 無機 料 開 評価  

人 い 世 機 料 開 評価  

人 い 世 生活 開 評価 

   補 金  159,328 千 自己資金 含 業総 457,060 千  

 現 的教育 組支援 文部科学省 2006 ～2008  

 組  教養教育 国 新人 育  ― 礎力活用 中国語

能力育 展開 “游 yóu ” ― 

“游 yóu ”  

中国語 世界 学習者 自 学 意味 

中国語  表 “you” 英語 あ 学 主体 あ 学生

象  

教育構想 称 開 統 的 称 

   補 金  70,850 千 自己資金 含 業総  81,950 千  

 立大学戦略的研究 形 支援 業 文部科学省 2008 ～2012  

    業  人 環境 優 い統 社会 研究 整備 理 学部  

   補 金  142,000 千 見込  

※ 自己資金 含 2010 支出実績  275,326 千  

 

 大学 部資金 獲得 学 研究 推 資 諸 策 策定 研究

社会 還元等 検討 大学共通 委員会 蹊大学研究推 委員会 2009 設

置 理 学部 1 学部 研究活動 統 的 総 的 実 効 的

効率的 研究 得 2 学 理 学的研究 積極的 部

広報 3 府関 機関等 補 象大型研究 企 案 等
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部組 部資金 入 計 4 学 形 知的 産 効率的

効 的 活用 部 窓 目的 理 学研究 2010 設置  

研究支援体 強 2004 4 補 金 学術研究 等 関 産学

連携 関 扱う専門部署 研究 課 設置  

    

現 効現 効現 効現 効     

直近 5 主 部研究 科学研究 研究 奨学寄附金 獲得状況 あ

 

 文部科学省科学研究 補 金 

 
申請 

 

新規 研究 表者  研究 表者  択

件数

計 

補 金  

 計 
申請 

件数 

択件数 

択率％  
補 金  

択 

件数 
補 金  

2008 
職者 39 5 12.8％  7,400,000  

15 15,900,000  25 31,369,564  
新任者  5      8,069,564  

2009 
職者 60 20 33.3％  34,000,000  

9 9,200,000  31 45,820,000  
新任者   2      2,620,000  

2010 
職者 37  6 16.2％  14,400,000  

24 34,440,000  32 50,340,000  
新任者   2      1,500,000  

2011 
職者 36 12 33.3%  28,400,000  

22 39,700,000  42 81,900,000  
新任者   8      13,800,000  

2012 
職者 39 12 30.8％  18,900,000  

23 42,700,000  41 69,600,000  
新任者   6      8,000,000  

計 
職者 211 55 26.1％  103,100,000  

93 141,940,000  171 279,029,564  
新任者  23      33,989,564  

注 新任者 初 教員 者 前任大学等 科学研究 補 金 獲得 学

就任 伴い 学 管理 研究 含  

 

 研究 奨学寄附金 

 
研究  奨学寄附金 

入件数 入金  入件数 入金  

2007 35 30,918,250  24 19,630,000  

2008 26 40,750,947  19 12,782,055  

2009 24 31,898,230  15 10,676,500  

2010 17 18,897,500  12 19,206,977  

2011 29 22,901,000  9 10,805,881  

計 131 145,365,927  79 73,101,413  
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 科学研究 補 金 い 研究 表者 新規申請件数 7 割程 理

学部教員 あ 文科系学部教員 申請 理 学部 教員数 78 2012 教

含 あ 文科系学部 教員数 131 2012 教 含 あ 比率

文科系教員 科学研究 申請割 い 文科系学部 理 学部 教員数

申請件数 い 申請件数 増 全学的 組 求  

 

 学部 申請件数 択件数 補 金  

2010 
理 学部 25 2 2,700,000  

文科系学部 12 4 11,700,000  

2011 
理 学部 26 6 23,200,000  

文科系学部 10 6 5,200,000  

2012 
理 学部 29 8 5,500,000  

文科系学部 10 4 13,400,000  

 

方 整備 業 立大学戦略的研究 形 支援 業 理 学

部 理 学研究科 含 あ 研究 獲得 理 学部 研究環

境 整備 教員個々 研究活動 活 言う い 産学連携 い 教員

個人 企業等 関 理 学部 あ い 大学 推

い い  

 研究 研究 論文 紀要等 掲載 研究会 等 表

授業 開講 等 教育 還元 い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 科学研究 競 的資金 研究 応募件数 択件数 増 う

検討  

学 研究 連動 入 又 応募 義務 全員又 齢 定

齢 全員 指 等  

研究 部門 立 強 務処理 研究 獲得補  

 奨学寄附金 研究 件数 金 増 う 検討  

機関 学部 研究 う 検討 

研究 部門 立 強 務処理 研究 獲得補  

 機関 大学 主体 産学連携 推 組 組 検討 
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    管理 営体管理 営体管理 営体管理 営体     

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組 学長 入学長 入学長 入学長 入    

学長補 入学長補 入学長補 入学長補 入    

    

組概要組概要組概要組概要     

学則 学長 大学 統 規定 学部長 学長 補 規

定 い 方 学部長 学部 学務 統 学部 利害 超え 全学

的見地 学長 支援 時 困 場 あ  

学長 支援体 強 目的 掲 学長 業務 補

2004 7 14 蹊大学学長補 選任等 関 規則 定 行 10 2

学長補 置い  

学長 企 立案業務 

学長 業務 

学長 特  

 

学長補 蹊教養 統 任者 研究 関 統 管理 任者等

想定 学長 入 検討 い 掲 職務 い 学長 委任 学長 職

務 部 行 2008 10 1 蹊大学 学長 選任等 関 規則 定 2009

1 学長 置い  

全学教育委員長 蹊教養 全学 共通 教務 統  

研究統 管理 任者 大学 研究 研究 使用等 防 諸

組 管理 営 統  

大学 各種研究 管理 営 統  

学長 業務 部 行  

学長 委任 業務 行う  

 

現 効現 効現 効現 効     

 学長補  

  学長補 業務 う 特 要 役割 学長 企 立案業務 補 あ 2005 2 学

長 指示 足 大学 営組 検討委員会 学長補 2 委員長 委員長

携わ 大学 営組 改革 い 2005 5 菱総 研究 学園 出 組

評価 検討 最終報告 容 含 議論 体的

実行 作 中 実行 入試 設立 学園情報

大学附属機関 学長 入 大学最高意思決定機関 大学評議会 再定義 大学

議会 廃 大学評議会 統 研究専念期間 定 あ 方

実行 い い 学生支援 学生部 教務部 統 設立 全学研究機構

設立 研究支援体 強 企 営部 改組 企 営課 見直 企 立案機能 強 研

究 課 全学研究機構 務 改組 あ  
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2005 足 全学教育検討委員会 委員長 委員長 現 蹊教

養 開設 向 検討 行  

   入試 改革 入学定員増 ワ 構築

組 様々 企 大学改革 前 増 強力 推 う  

 

 学長 

設置構想当初 学 諸 関 情報 迅 学長方針 確実 透

2 学長 教育 学生支援担当 研究 大学 担当 置い 学長業務 補完

学長 揮 い体 構築 あ 学園理 就任 関

1 教育 研究 両方 統 教育 関 全学

教育委員会委員長 2009 蹊教養 開設準備 用等 行い 研究 関

研究推 委員会委員長 2009 全学的 研究環境 研究推 資 諸 策

防 等 諸 策等 い 整備 策定 行う い 中心的 役割

大学 広報戦略 企 あ い 2014 開始 定 学長教育改革

始動学期 検討 中心 学長 策 立案 推 献 い

 

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

現 学長 学長 学園理 いう観 学園 議 結 1 い

動向 応 教育 研究 役割 増大 い

応 い 学長 増員 必要 あ 体

変更 学長 理 職 結 柔軟 学長 増員 能

1 増員 方向 検討  
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    研究活動 研究推研究活動 研究推研究活動 研究推研究活動 研究推     

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     研究推 体 整備 防 策 含研究推 体 整備 防 策 含研究推 体 整備 防 策 含研究推 体 整備 防 策 含     

    

組概要組概要組概要組概要     

学 研究推 体 整備 研究環境 改善 研究支援 充実 2009

研究推 委員会 設置 最高管理 任者 学長 的研究 営 管理 い 全体 統

実質的 任 限 持 研究統 管理 任者 学長 充 的研究 営 管理

い 任体系 明確 文部科学省 2007 2 15 研究機関

的研究 管理 査 実 準 い 18 文科科第 829 通知

機関 任体 明確 策 あ 研究 わ 的研究 文

部科学省 文部科学省 管 立行 法人 配 競 的資金 中心 募型 資

金 管理 営 適 行う 意 あ  

研究活動 推 奨励 2009 来 専任教員 象 学術出版 え

大学 博士論文出版 創設 博士 授 者 学 論文出版 支援 2010

来 大学研究 え 職教員 部資金 原資 理 学研究 大学研究 B 種

設置 研究 奨励 い  

既 Web 開 行わ い 理 学研究報告 え 2011 学 行

学術 博士学 論文 Web 開 蹊大学学術情報 入

大学 研究 目 設 蹊大学 研究活動 広報 情報 供 場

活用 う  

研究 遂行 当 倫理 個人情報保護 遵 厳 求 う

い 人間 象 研究 関 研究倫理 策定 2012 研究

象 研究倫理委員会 設置 研究計 倫理的妥当性 い 審査 行う

 

述 文部科学省 2007 的研究 わ 防 策 整

備 2008 防 計 策定 研究活動 わ 倫理規範 2009

理 学部行動規範 理 学部行動指針 2010 定 2012 物

品調 部門 立 検 設置 研究 管理 厳 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

学 専任教員 学術 刊行 出版 学術研究 出版 金 利

用 2001～2012 間 30 冊 学術 刊行 学術 刊行 環境 厳 い中

学教員 表 要 役割 い 大学 博士論文出版

利用 2010 降 3 間 3 冊 刊行 実現 い 手研究者 育 観

評価 う 研究 推 大学研究 2001～2012 86

件 象 い 2010 新設 理 学研究 大

学研究 B 種 6 件 1 件 象 学 研究活動 活性

献 い  
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10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

2007 研究 管理強 2011 7 理 学部教員 1 経理

実 覚 誠 遺憾 あ 部 査 強 含 防 策 強 研究 課

業務 整備 講習会 開催 教育 徹底 求 い

組 立 検 設置 研究者 注 整備 組 体 抜 的見

直 求 う  

う 防 策 強 求 方 学 的研究 獲得 消極的 傾向 見

時 的研究 申請 支援体 弱体 あ 改善 学 研究

競 的資金 申請 連動 等 学部資金獲得 入

あ 複雑 申請手 専門知識 務職員 育 配置 必要

考え  

 

 

言言言言 容容容容 組組組組     教員研 創設教員研 創設教員研 創設教員研 創設    

    

組概要組概要組概要組概要     

学 専任教員 研究 教育能力 向 教育 容 方法等 改善 教員 又

国 い 専 研究 調査等 教員研 入 い 2009

国 研究 教員 国 研 実 い 2010 前

比較 研 機会 充 目指 蹊大学教員研 入 い

講師 専任教員 3 勤務 者 象 研 期間 1 ～2 長期研

研 期間 6 中期研 研 期間 50 短期研 い  

研 実効性 担保 長期 研 い 研 期間 応 100～250 限

旅 研 支給 国 長期研 い 100 限 研 委

交通 等 実 支給 い 中期研 場 研 原則 支給

い 研 開始時 50 満 研 部又 全部 入機関 行う場

30 限 航空 滞 支給 短期研 学術会議 表者等 出席

場 原則 旅 30 限 支給 研 候補者 選定 当 長期

中期研 行う者 教授会 議 経 研 者 載 い 者 各学部長等 推

薦 者 い 学長 決定 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

派遣実績 2001～2009 9 間 研 73 国 研 26 計

99 あ う 理 学部 関 短期研 中心 用 あ 長期 派

遣 2 あ 新 派遣 2010 降 あ 実績 3 い

間 21 国 18 計 39 派遣 実現 い 派遣 い 米

国 諸国 主要大学 研究機関 多い 中 米 あ 国 研 研

組 わ 例 あ 教員 専門 応 柔軟 実 研究 教

育能力 向 教育 容 方法等 改善 いう研 目的 営 い 考え
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 表 教員研修派遣人数 

人  

学部等 

 

経 学部 理 学部 文 学 部 法 学 部 法科大学  

 国   国   国   国   国  

2001   1  1      

2002 2    2 1 1    

2003 3    3 2 3    

2004 3  1  4 3 3    

2005 2    2 1 2    

2006 2    3 3 3 1   

2007 4    2 3 3 2   

2008 5    5  3 3   

2009 2    4 6 4 1   

2010  3   5 4 2 1  1 

2011 1 2 1  2 1 3 1   

2012  3   4 2 3 1   

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

少子 行 入学者 礎学力 等 学 巻 経営 教育環境 厳 増 中

学 い 専任教員 学校 営 教育 担 増大 い う 状況 教員研

利用 専任教員 国 専 研究 調査等 機会 得 研究 教育

能力 向 行え 要 あ 充実 望 う 方 就任 3 目 派遣

複数回派遣 教員 い 方 派遣 い者 定 職直前 派遣

者 教員間 派遣 実現 い 必 言え い 指 大学

生 抱え い 教育 約 役職 就い い 学 業務 約 教員 個人的 情

様々 約要件 考え う 状況 改善 教員 7 目

計 的 研 機会 的 用 目指 2010 新

入 あ 新 派遣 3 目的 い

う い 段 い 実績 注視 行 必要 あ う  

現行 研究能力 向 力 置 い 大学 Faculty 

Exchange Program う 教育力向 力 置い 入 考え う  

  



責 大 学�

 

104  

10101010    学生支援 学生生活学生支援 学生生活学生支援 学生生活学生支援 学生生活     

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組 奨学金 充実奨学金 充実奨学金 充実奨学金 充実    活動支援活動支援活動支援活動支援    学生生活支援学生生活支援学生生活支援学生生活支援    

東 大震災 被災学生 応東 大震災 被災学生 応東 大震災 被災学生 応東 大震災 被災学生 応    等等等等    

    

組概要組概要組概要組概要     

 学 奨学金 大 返還 必要 い 給 奨学金 業 返還 義務 あ 貸

奨学金 2 種類 あ う 学 支援 目的 学 給 奨学金 蹊大学学

支援奨学金 蹊大学社会人入学生奨学金 蹊大学清水建設奨学金 蹊大学法科大学 給 奨学

金 大学 2 象 蹊大学大学 給 奨学金 設 用  

奨学金 奨学金 種類 異 給 方式 90,000 300,000

授業料等納 金 4 1 相当 2 1 相当 あ 学 学生 留学

奨学金 蹊学園留学奨学金 給 蹊学園 菱留学生奨学金 給 あ  

  蹊学園創立 100 周 念 業 奨学 金 充実 あ 念 業 実 当

奨学金 部 見直 蹊大学給 奨学金 改定 蹊大学学 支援奨学金 新規

蹊大学社会活動支援奨学金 新規 蹊学園留学奨学金 新規 4 奨学金 蹊 100 周

念奨学金 置 2007 用 開始  

  2009 部推薦入学者奨学金 新設 奨学金 更 充実  

 学生部 学生相談 い 2008 学生部長 ワ 2009

学生生活課厚生 何 相談 開設 人暮 い 新入生

懇談会 実  

経 学部 授業全般 学生生活 留学 大学 学 資 試 就職 学生生活

様々 解決 複数教員 AAB 委員会 設置 理 学部

学科 複数 学科相談員 指 特 4 生 大学 生 研究 活動

抱え 相談 学科 学生相談 連携 問 解決

体 い  

学生相談 活動 い 述  

 2011 3 起 東 大震災 被災学生 学生 2011 納 金減免 全

又 半 新入生 納 金 入学金 減免 行う 給 型 緊急支援奨学金

貸 型 災害特 奨学金 新設 応  

 

現 効現 効現 効現 効     

 奨学金 い 学 支援奨学金 例 定数 満 効 奨学金 利用 い

社会活動支援奨学金 象者 固定 あ 部推薦入学者奨学金 給 要

件 高 象者 少 い 問 挙  

 学生相談 い 学生部長 ワ 相談 い 利用者

1 実  

 東 大震災 納 金減免 給 貸 奨学金 い 実 向 大学 素 い
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証明 類等 出 100 超 申請者 わ 実

 

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 震災 応 時間 勝 場 あ 期 学園 交 2011 応

い う い 地方 震災 首都直 地震等 学 非常 態 場

響範 広 場 応 必要 あ  

 学園創立100周 念募金 募 終了 奨学金 源 定 必要 あ

清水建設奨学金 部奨学金 学生生活 定 献 高い 更

充 求 東 大震災 復興 長期 わ 社会的関心 如何

わ 長期的 支援体 必要 あ  

 貸 奨学金 返還 当 振込依 票 持参 銀行 窓 2 回 7 12 各

15 振 込 形式 い 1 回 振 込 金 大 い 銀行 窓 手

あ 返還 滞 理 い 返還者 人 督 保証人

督 労力 大 い  

振込 関 ATM 振込 能 返還 い環境 整え

更 返還 返還 引落 視 入 検討 い 必要

あ  

 学生相談 い 特 場 相談 務職員 応力 務

相談 い学生生活課 目指 容 学生相談

関 各部署 連絡 え 特 使用 相談 い 考え  

 社会的 趨勢 現 学生生活環境 学生 心 大

体 更 充実 必要 あ 教職員 特 学生 接 大学教員

学生 抱え い 病気 う い 学習 い い

啓蒙活動 必要 あ  

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     学生相談体学生相談体学生相談体学生相談体     

    

組概要組概要組概要組概要     

学学生相談 学学生 充実 大学生活 支援 目的 1994 4 開 来

学生 心理的問 解決 全学生 心 健 支援 個性 尊 人間的 長 良好

人間関 支援 行 学生 利用 い時間 考慮 2004 開 時間 1

時間 長 現 曜 金曜 10 時 18 時 開 時間 組 行 い  

 相談 業 

学学生 相談 応 学生 い 家族 教職員 相談 応

性 適性等各種心理検査 入学前相談 健 診 時

連携相談 談 行 い  
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 教育活動 業 

心身 健 増 自己理解 自己表現 学習 目的 心 豊

2 回 当相談 向 学生 相互交流 能向

目的 活動 2 回 学生 心理教育 目的 蹊教養

桃李 蹊科目 青 心 身体 前期開講 行 い  

 活動 業 

教職員研 供 目的 学 学 講師 学生相談懇 会 2 回 学

機関 連携 働 目的 学生支援連絡会 2 回 行 い  

 研究活動 業 

学生相談 間活動 報告 相談実践 関 論考 実践研究 掲載

専門 能 向 情報 信 目的 学生相談 報 行 1 回

学生相談 共 研究 学会研究 表 実 部講師 招 相談 応 い 示唆 得

研究会 1 回 間 情報共 援 的 相談 応 検討 目的

1 回 行 い  

 広報活動 業 

  相談 活動 広 紹 学生相談 for う 行 2 回 新入生

活動紹 学 広報 ZELKOVA 蹊大学新聞等 蹊大学案 入

学手 要 等 掲載 学生相談 更新 行 い  

 

現現現現 効効効効     

 学生 中心 利用者 適 相談 業 展開    

過去 10 学生相談 相談利用者数 増 途 い 2011 個

人面談利用者数 10 前 2001 比較 実件数 約 3 倍 315 人 720 人

面接回数 約 9 倍 505 回 4574 回 あ 家族 教職員

心理検査 談 入学前相談 相談 創設 来 健 診 時 相談業務 2011

経 学部 AAB 連携 2011 学生 益 考え 相

談体 構築 充 う 展開 現 学生 家族 教職員 わ

相談 業 展開 い 示唆 考え い  

 専門 相談 整備 充実    

2003 専任 1 非常勤 2 1 あ 2004

専任 文学部教員 伴い 非常勤 勤務 数 4

2005 相談件数 飛躍的増 4 契約職員 2 増員

2006 務補 応 高 専門性 必要 識 臨床心理士養 大学

了 現 臨床心理士資 持 5 契約職員

増員 2010 精神科 増員 健 支援 属 1

相談 応 依 2011 人目 専任 経 学部教員兼務

増員  
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相談支援体 充実 学生 学園 幅広い活動 展開

能 考え い  

 教育活動 充実    

2004 多 学生 参 う 心 豊 活動 2

回 前期 期 1 回 行う形 変更 現 い 2010

相談 連携科目 青 心 身体 開講 心理的問 心理教育 問 防

自己理解 目的 教育活動 力 入 い う 教育活動 通 学生 教

育 充実  

 活動 充実    

学生相談懇 会 供 参 者 精神科 等

部講師 招聘 講 実 い 学生支援連絡会 学生部学生生活課 大

学保健 支援 教務部各課長等 学 連携 い 例 意見

交 行 い う 活動 学 各部署全体 学生支援能力 向

学生支援 必要 学 連携 働体 構築 い 考え い  

 研究活動 充実 

2005 学生相談 報告 あ 相談 行 機関 2006 学生相談

報 改 相談実践 関 論考 実践研究 掲載 関連学会 表

研究会 現 い う 活動 専門 能

向 専門的 術 い 情報 信 考え い  

 広報活動 充実 

組概要 各広報活動 相談 適 周知

い 考え い う 広報 相談利用者数 飛躍的増 考え

問 抱え 学生 相談 利用 相談 学生

機能 い 考え い  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 得者 学 復学学生 支援 連携 更 充実 

長期 席 得学生 学 復学学生 心理的問 能性 少 い 考え

現時 学生支援連絡会 各学部 各 務部署 連携 健 支援 支

援 連携 経 学部 AAB 連携等 連携体 徐々 推 い 学生相談 委

員 活用 各学部 得学生 学学生 把握 引 課 考え  

 特 支援 必要 学生 応 充実    

入学時 業 過程 い学生 支援 相談 専門 人

状態像 把握 各学部 各 務部署 連携体

学生相談 役割 明確 学 啓 主 的 わ い 望  
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 機 応 更 充実    

い わ 問 件性 あ 問 等 機管理 い 作

構築 充実 望  

 個人情報 扱い 整理 検討    

個人情報 扱い 管理 い 課 面接 録 保 管理 機 応 秘義務 例

関 意 入 整理 応 望  

 資質向 教育 支援活動向 方策 検討 

象 多様 伴う幅広い活動 行う 資質

向 研究 研 充実 余裕 あ 活動 行う 方策 必要 あ  

 学生相談 設 充実 

現 学生相談 館 1 学生 利便性 高い場 置 い 利用者 増

多様 伴い手 適 場 設 充 い 検討 必要 あ  

 

 

    

11111111    社会 献社会 献社会 献社会 献     

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組 設置 検討設置 検討設置 検討設置 検討    学生 部 設置学生 部 設置学生 部 設置学生 部 設置    

社会活動支援奨学金 創設社会活動支援奨学金 創設社会活動支援奨学金 創設社会活動支援奨学金 創設        活動活動活動活動    等等等等    

    

組概要組概要組概要組概要     

大学 組 2005 6 学 活

動推 体 あ 方検討委員会 立 始 あ い 個

人的 行わ 活動 大学 積極的 支援 体 整え い いう狙い あ 翌

体 学生 社会 献活動 推 支援 策検討委員会 組

2007 3 報告 学生部長 通 学長 出 2007 11

蹊大学 設置準備委員会 足 2008 2

設置 い 答申 出 2008 入 学生 中心 組 作

決 あ 学生部長 意見 2009 4 学生 部 Uni.25 学生 手

設立 活動状況 2012 4 設立準備委員会

組 当 中 開設 向 体的 検討 行 い  

連 活動 2007 社会活動支援奨学金 創設 社会活動 行 い

学生 積極的 支援 い 体 作  

聴覚 い 持 学生 支援活動 2009 活動 始

                                                   
25 Uni. 学生 部 理念 表 言葉 頭文 部

愛称 Uni.医 通 生 人 築い い いう気持

込 い 言葉 Universal Volunteer 総 的 活動 実践 Uniform 
Friends 生 仲間 Unique Place 場 得 い経  
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2011 降 学長 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

学生 部 2009 3 設立 準備 始 5 的 活動 入

活動 興味 あ 学生 組 自立的 団体 あ 体育会 部 文 会 部 う

活動団体 部組 組 学生個人 構 い 特 あ 設立当初

属学生 約 50 あ 2012 200 超え 大学 最大 現 環

境保全 中心 環境 子供 活動 中心 教育

国 支援 中心 国 祥寺 中心 周辺地域 活動

行う 地域 老人 護 活動 行う 福祉 担

連携 多彩 活動 行 い 活動 容 武蔵 武蔵 関連 組

体 地域 NPO NGO 学 組 中 高校 連携

学生 自主的 見い 学園 教育理念 あ 個性 尊 品性 陶冶 勤労 実践

活動 い 教育 効 顕著 あ 2011 3 11 東

大震災 的 被災地支援 活動 い  

社会活動支援奨学金 い 2007 3 件 2008 2 件 2009 5 件 2010 4 件

2011 3 件 申請 あ  

活動 い 講習会 定期的 開催 学生

養 い 関 啓蒙活動 推 い 2011

学長表  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

2012 前期 段 準備 い 蹊大学 仮称 立

学生 支援活動 行う必要 あ 役割 学生 教職員 象 地

域 社会 献活動 推 関 1 企 立案 営 支援 2 意識 醸 啓蒙 広報活動 3

教育研究 企 支援活動 あ 当面 大学 組 あ 将来 学校 中学 高

等学校 含 学園 組 展 期待  
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12121212    広報 情報広報 情報広報 情報広報 情報 表表表表    

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     大学 広報大学 広報大学 広報大学 広報    

    

組概要組概要組概要組概要     

大学 広報 学 知 透 強 目的 2009

算措置 5 千 講 初 刊 AERA 特 掲載 行わ

2010 実質的 広報効 狙 首都圏鉄 路線 車 広告 実

い 体的 替わ 中央線快 西武線全線 2011 2 降 各車両 窓

B3 掲出 い 掲出数 中央線快 800 枚 西武線全線 1,260 枚  

交通広告 作 当 広告 理店 丸投 企 営課 広報課 部

組 広告 容 応 担当部署 企 段

わ 体 い 必要 応 通

起用 い 規模 柔軟 形 企 作 行 い

大学 い 容 企 実現 い 時 用面 大幅

縮 能 い  

当初 開講 講 会 告知 行 2011 2 全 7 回

広告 自 息子 自 娘 開講 講 入試広報 広告

交互 掲載 広告 課 活動 社会的活動 積極的 組 い 学学生 焦

当 親 父親 いう形 構 実

い 実 あ 広告 見 者 感動 え 容 考え  

2012 引 広告 7 回 定 広告 掲載 い

広告 い 時 ― 約束 教育 質 統

個性 尊 少人数教育 ワ ワ 回使用 第 1 回目

英語教育 的 組 あ 多 教育 第 2 回目 国 交流会館 留学生 学学生 交

流 第 3 回目 伝統行 あ 学 競 大会 第 4 回目 教育 好 例 言

え 学学生 蹊 学校 英語授業 TA 活動 学 教育 性 特

伝統 わ 雰 気 求 い  

2010 紀伊國 店 力 得 首都圏 店舗 い 蹊

配 行 校生 業生 響 あ 高評

価 得  

 

現 効現 効現 効現 効     

開講 等 出席者 実 い 参 者 特性 知

交通広告 効 把握  

参 者数 広告 密 応 確実 増  

参 者 居 範 大 新 関心 開拓 あ  

関 参 者 専門家 参 見 質的変 観察  

広告 知 透 あ  
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いう 効 指摘 裏 開講 講 会 動員数

変 等 直接的 把握 効 概要 あ  

 開講  

2010 秋 開講 い 春樹 武蔵 10/30 開催 地 武蔵

12/4 開催 各回 出 広告 掲載 結 前者 参 者 風

候 わ 約 500 あ 者 580 前

開講 参 者 60～100 程 近 減少傾向 あ 比較 顕著 増 言え

参 者 居 域 王子 昭島 千葉 広 交通広告 掲出 路

線沿線 知 い 講 車 広告 知 回答率 前者 77％

者 65％ 極 高い 各回 出 広告 伝効 効 過 会場 参 者

溢 う 状況 各回 出 広告 行わ い  

2011 春 開講 4 回 広告 第 1 回 少子高齢 国

比較 金 福祉 5/28 開催 参 者数 178 第 2 回 植林 温 6/4 開催

128 第 3 回 等身大 国 力 6/18 開催 117 第 4 回 世界

生 地域 6/25 開催 106 参 あ 広告掲載 前 比 明 増 い

参 者 居 域 広 述 王子 千葉 青梅 い 中央線沿線

沢 う 西武線沿線 参 増 い 講 出 質問

関連 業界 者 専門家 参 い 来 武蔵 地 高齢

中心 常連 え 応 新 掘 起 い 観察  

 洋 主催研究会 

2011 1 洋研究 主催 氏 講 会 再

考 東 来 1/22 開催 広告 掲出 堅い わ

関 研究者 含 185 参 あ 講師 教え子 東京

人 参 交通広告 広 知 い 来 講 会

著 人 講 40 程 参 通常 30 程 あ 考え

動員数 3～4 倍 増 交通広告 効 非常 大 い 言え  

 大学 劇団  

2010 9 英国 大学 劇団 大学 国 教育 共催

9 交通広告 掲出 9 25 470

参 者 あ 交通広告実 前 動員数 約 200 2009 370 2008 330

2007 あ 比較 顕著 増 示 言え う 2010 特

大学 英文科 学生 千葉方面 国人教員 含 参 者 地域的 大 質

的変 観察 注目 あ う 2011 10 前 引

9 交通広告 掲出 蹊 5 回目 迎え 交通

広告 共通性 持 2 目 知 い 来訪者数 700

人 超え 4 館 会場 全員 容 い 態 生 あ  
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10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

交通広告 2010 9 2 わ 実 結 知 高 広範 わ

求効 極 高い 考え 透

広 確立 的 込 必要 あ う 地 力

行 求 う  

 

 

言 容言 容言 容言 容 組組組組     教育情報教育情報教育情報教育情報 表表表表    

    

組概要組概要組概要組概要     

教育情報 表 巡 来 学校教育法 第 113 条 大学設置 準 第 2 条 い

教育研究活動 表 規定 い 包 的 規定 い 2008

中央教育審議会答申 い 入学希望者 社会 般 自 主体的

等 通 情報 周知 組 整備 打 出 2010 学校教育法 行規則 改

大学 的 教育機関 社会 明 任 教育 質 向

観 表 情報 法 明確 義務 教育情報 表 求

 

う 動 踏 え 学 2011 4 大学 教育情報 表 専用

設 情報 表 行  

 

現 効現 効現 効現 効     

学園 業報告 各学部 部署 必要 情報 等 表

教育情報 表 教育情報 設

大学 教育情報 体系的 理解 幅広い情報 触 う  

URL http://www.seikei.ac.jp/university/educate_info.html  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

現 法 情報 表 十 行 い 考え い 社会 般 広

要請 応え 学 情報 広報 い 当 い 用語 表 注釈

え い 構 積極的 多様 情報 信 情報 開

的 組 大学 置 目指 い  
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    学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価学園 各学校等 自己 検 評価    

    

    

    

    

    

    

    

学園学園学園学園    
    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 学園 2000 答申 示 教育理念 個性 持 自立的 人間 創造

答申 言 容 現 案 示 2002 答申 業 策 程表

学園創立 100 周 念 業 国 情報 応 旗

両面 わ 改革 業 過程 い 2000 答申 明 職員

人 関 試 環境活動 組等 実 学園 組 体 意思決定 改

善 検討 行 学園創立 100 周 2012 学園長 常務理

入 新体 始動  

 学園 約 10 間 築 教育 策 設設備 組 体 策等

100 向 新 伝統 第 歩 踏 出 蹊学園 強 強 い

将来構想 中 長期計 策定 い い う 識

約 10 間 学園 法人部門 業 策 振 返 い い  
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    組 体組 体組 体組 体     

    

言 容言 容言 容言 容 理 会理 会理 会理 会 方 理 会 評議員会 関 い 検討方 理 会 評議員会 関 い 検討方 理 会 評議員会 関 い 検討方 理 会 評議員会 関 い 検討    

学園 将来 い 検討 恒常的 組 引 必要学園 将来 い 検討 恒常的 組 引 必要学園 将来 い 検討 恒常的 組 引 必要学園 将来 い 検討 恒常的 組 引 必要    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 学園 組 組 体 関 策等 い う 言

い  

 学園 改革 少子 国 情報 い 社会 時 力 行わ

い 蹊学園 教育理念 実現 何 必要 い 学園 主体的 委

い 学園 組 問 い 例え 理 会 方 理 会 評

議員会 関 い 問 い 検討 時期 来 何 組 検討 急

務 あ 学園 将来 い 検討 恒常的 組 引 必要 あ  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 蹊学園将来構想検討委員会設置 2000 9     

2000 答申 学園 営 並 教育等 将来構想 現

理 長 問機関 設置 学園創立 100 周 迎え 2012 学園 各学校 推

業 策等 い 答申 2002 4 表 5 理 会

2012 3 委員会 中心 各 業 策等 検討 現 推

当 委員 業生 部 識者 含 い  

    蹊学園将来構想検討委員会答申 理 会 方等 い 検討 あ  

学園規則検討 委員会中間報告 2001 3  

寄附行 学園規則 検討 行 体的 言 中間報告 出  

寄附行 等検討 答申 2003 12  

寄附行 学園規則 検討 行う 総務部長 設置 立学校法 改

寄附行 等 部改 優 行う必要 あ 法改 伴う答申 容 部再検討

必要 あ 理 長 議 専務理 預  

 菱総研 組 評価 検討 最終報告 2005 4  

学園 各学校 意思決定 組 実行 効率的 目的的 あ い 菱

総 研究 検証 行  

 改革 実  

法人経営 教学 わ 課 企 検討 当 迅 的確 決定 意見 約

揮 能 体 築 意思決定 適 迅 透明 実

現 10 見据え 蹊学園 魅力 向 競 力 強

目的 学園 管理 営体 意思決定 関 改革 実 検

討 経緯 あ  
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理 長 問委員会答申 2010 1  

2009 10 学 識者 委員 問委員会 設 現状 課 方向性

い 検討 2010 1 答申 出 2010 3 理 会  

学園 検討委員会答申 2011.1  

答申 2010 4 学 委員会 設置 改革 実現 向 検討 2011 1

答申 出 開催 理 会  

学園機構改革準備 設置 2011 2  

2 答申 学園機構改革 規則 組 務職員体 整備 行う 時

限的 立 務組 設置 2012 3 任務 終え 組 廃  

寄附行 変更 寄附行 行規則 定 学園長候補者選考規則 定 2011 9  

学園機構改革準備 中心 検討 行い 2011 5 6 理 会 経 2011

9 寄附行 変更 行  

企 設置 2012 4  

学園 将来構想 中 長期計 学園改革 立案 推 理 長 学園長 補

部署 新 設置  

 

現 効現 効現 効現 効     

蹊学園将来構想検討委員会 い 委員 あ 業生 部 識者 意見 入

2000 答申 体的 業 策 程表 答申 答申

2004 両面 わ 改革 業 展開 2011

委員会 い 業等 行う 定 あ 実

任務 終了     

蹊学園将来構想検討委員会答申 理 会 方等 検討 い 述

立学校法 改 響 実質的 学園規則検討 委員会 寄附行 等検討

効 あ 言え い 検討 踏 え 寄附行 変更 2005 8

行 寄附行 変更 趣 則 新 常勤 入 部統 観

部 査 設置 2006 4 益通報者 保護等 関 規則 定 2009 10

行  

菱総研 組 評価 検討 い 菱総 研究

検証 結 問 指摘 組 限 決定 改善

い 体的 効  

改革 実 い 2011 中 学園長 選考 2012 4

学園長職務 行 常務理 4 新体 寄附行 変更

理 会 評議員会 常務理 会等 い 定数削減 定 等 入 4 新 体

用 開始 い 回 管理 営体 意思決定 改革 改革 全体

当初目的 い 体的 効 い 検証  
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10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

直近 課 連 改革 新 入 又 軌 各体

定的定着 要 あ 整備 教育 研究 質 向

PDCA 中 長期計 策定 実 着手 10 向 課 展望

明 必要 あ  

 

 

 

    設設設設 設備設備設備設備    

    

言 容言 容言 容言 容     動 設 整備 学園環境 充実 学園共通 講堂 多目的 新設動 設 整備 学園環境 充実 学園共通 講堂 多目的 新設動 設 整備 学園環境 充実 学園共通 講堂 多目的 新設動 設 整備 学園環境 充実 学園共通 講堂 多目的 新設    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

 2000 答申 い 学園 組 郊 設 設設備 関 策等 い

う 言 い  

手 現 大講堂 わ 学園共通 講堂 あ い 多目的 新設 課 あ

入学式 業式 い 使用 いう

参 者 多い文 活動 多様 展開 新設 方向 検討 避 い 思わ

講堂 部 解 広 共 利用 供 望 い 言う

い  

 2002 答申 い 学園 推 業 策等 動 設 整備

学園環境 充実 挙 い     

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

    学園 近 組 動 設 整備等 関 業 あ  

 

※  数 用    

    沿沿沿沿     体育 設整備体育 設整備体育 設整備体育 設整備    館前整備館前整備館前整備館前整備    

2006 

(H18) 

中学校 側山桜通

大学西部 側 東側 

 3,118,500  

球場 高架 改  

32,550,000  

情報 館周辺舗装整備 

48,300,000  

2007 

(H19) 

高校部 棟 側 

8,505,000  

大学 1～3 面人 芝改  

 37,800,000   

2008 

(H20) 

球場 側 

10,059,000  

大学 4～6 面人 芝改  

 40,425,000   

2009 

(H21) 

弓 場 体育館東側 

9,660,000  

400m 全 候型整備 

480,716,000   

球場 防護 改  

 19,000,000   

補  

9,345,000  
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学校 山 整備 

 49,560,000   

2010 

(H22)  

大学 場  

人 芝張替え    94,164,000   

馬場飛 防 用砂入替え 

8,683,500   

中高第 体育館耐震補強 照明設備改  

55,587,940  
 

2011 

(H23) 

学園球 東側 

5,797,000  
球場 芝   12,453,000  

 

23 24 校宅跡地 

3,529,000  

学校 水栓設備 

改         37,418,000   

中高 西側 

10,911,000    

※ 欅 強剪定 2010 実 10,626,000     

    

 学園共通 講堂 多目的 新設 い 行わ い い 耐震補強 中心 学

園 館改 大講堂 併 改 壁面 塗装 含 照明

環境 い LED 電球 使用 多目的 利用 考え 動式 椅子 配置

い  

    

現 効現 効現 効現 効     

 設再開 い 陽 電 型自動照明 環境 配慮 様 設計 視

ISO14001 環境 組 え 面 推 い

う 連 組 結 蹊大学 大学 全国

い 沿 全性 観 向 近隣 民 感謝 声 寄

い  

動 設 関 400m 競 場 人 芝 全 候型 全面的 改

学園 新 親 多 関 者 非常 喜 い

含 稼働率 利用件数 利用者数 増え

学校案 等 各種広報媒体 掲載 結 引 入学 高校生 い いう  

樹木等 管理 い 険 剪定 欅 適 管理 落 故件数

減少  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

    学園 桜 樹齢 90 近 均的 あ 60 超え い

欅 樹齢 100 観 維持 保全 険回避 剪定 植え替え

応 求 い 樹木 武蔵 行 十 議

応策 検討 策定 い い  

    動 設 い 球場 裏観 席 周辺 老朽

著 い 大規模 改 行う 望 い 中高 場 近隣 策 稼働率向
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人 芝 望 い 様 理 5 面 人 芝

望 い 馬場 い 近隣 策 砂 飛 防 策 怠 い  

老朽 著 改 望 い  

    体育 設 中高第 第 体育館 大学体育館 い 築 数 老朽

激 い 大規模 改 い 建替え 望 い  

    講堂 多目的 新設 い 適地 選定 稼働率 測 使用規則 定 検討

え 耐震強 足 校舎 改 計 兼 い 慎 検討 案件 あ 考え  

    

    

言 容言 容言 容言 容     郊 設 方策 赤 設閉鎖 部 設利用等郊 設 方策 赤 設閉鎖 部 設利用等郊 設 方策 赤 設閉鎖 部 設利用等郊 設 方策 赤 設閉鎖 部 設利用等     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 学園 組 郊 設 関 策等 い う 言

い  

蹊学園 郊 設 う 方針 維持 い 課 あ

う 設 否 的 観 許 い 略 現

う 設 積赤 無視 い い 実 あ 意味 現 部

設 開設 利用者 多い時期 限定 赤 多い 設 閉鎖 郊 教育 部 設

利用 い 方針 学園 決 時期 来 い 言 い 思わ  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

    2002 千葉 館山 波 間寮 1927 開設 閉鎖 管理人 用計 解消 寮舎

解体 敷地 地 者 返還     

    2002 長 高 郡山之 賀高原寮 1967 開設 閉鎖 管理人 用計 解

消 寮舎 解体 敷地 地 者 返還  

    神 川 足柄郡箱 箱 寮 い 1992 寮舎 建替え 実

引 維持管理 設整備 敷地 環境整備 い  

    群馬 利 郡 虹芝寮 1932 建設 い 引 維持管理 2011

1978 来 33 振 改 実     

    

現 効現 効現 効現 効     

い 学園 担 あ 波 間寮 間維持経 入 差 2000 実績

16,656,000  

い 学園 担 あ 賀高原寮 間維持経 入 差 2000 実績

16,950,000  

い 箱 寮 間維持経 入 差 大 い 間利用者数 設 充

実 敷地 整備 着実 増え 教育的効 校

属意識 高 評価 学園 PR 効 非常 高い 思わ  

虹芝寮 い 建設 80 周 迎え 改 関 者
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多 寄附金 寄 環境省担当官 国立 園 山 改 模範的 例

いう評価 あ 地元 業 力 依 あ 評価 高 PR 価

値 高い  

 

表 箱根寮利用者数 

                            人  

   

※ 2010 東 大震災 響 3/11 3/31 館 

※ 2011 東 大震災 響 4/1 4/13 空調改 6/1 7/14 館 

 

表 虹芝寮利用者数 

                                 人  

   

※ 2011 改 6/5 10/20 閉鎖 

5,285 

5,249 

5,273 

5,701 

5,319 

5,302 

5,861 

6,016 

5,233 

4,838 
4,800

4,900

5,000

5,100

5,200

5,300

5,400

5,500

5,600

5,700

5,800

5,900

6,000

6,100

利利利利
用用用用
者者者者
人人人人
数数数数

273 

217 

272 

270 

276 

372 
364 

392 

307 

166 
160

180

200

220

240

260

280

300

320

340

360

380

400

利利利利
用用用用
者者者者
人人人人
数数数数
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10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 箱 寮 い 2012 築 20 壁 補 空調機 改

実 高効率型照明設備 改 経 劣 設備 更新

策 必要  

 箱 寮敷地 植 い 2012 学園創立 100 周 念行 箱 開

催 植物生態学者 宮脇昭博士 指 箱 土地 来 自然植生 転 計 的

植樹 実 い い     

 箱 寮舎 敷地 設 い 老朽 い 支

あ 応 夏 学校 営 学生 課 活動 寄 利用者 増 方法

い 雨 時 利用 体育 設 建設 検討 い  

 虹芝寮 い 常駐管理人 い い 車 行 い 駐車場 歩 1 時間

立地条件 利用者 範 限定的 あ 教育的価値 特

中高生 教育 場 活用 模索 い  

 

 

 

    策策策策    

    

言 容言 容言 容言 容     経 節減経 節減経 節減経 節減    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 経 節減 関 う 言 い  

少子 行 者数 減少 国庫 補 金 い 要因

大学 極 厳 い状況 置 避 い 略 健全

立 学園 社会的 任 経 節減 部資金 入

い 来 策 必要 あ  

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 教育研究経 管理経 設備関 支出 特定案件 含 い 設関 支出 

増 経 節減 2007 算申請限 法科大学 開設 現行 各

学校 体 整 時 あ 2004 当時 算査定 算申請限 経 削減

い 2011 実 大学 10 館 個人研究 空調 照明改 大学 9 館地 熱源

改 設営 算 2015 2,000 削減 計 1 億 捻出 い

通常営 学園創立 100 周 念 業 各学校 設 整備 申請枠

2,000 削減 い     

 設関 支出 新築 含 特定案件  

来 学園 設 新築 場 大手建設会社 5 社 見積 競 実 結 清

水建設株式会社 落 多 2004 建築 開始 情報 館 降 設

建築 落 業者 回 見積 競 参 い いう方式 実 建設会社間
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競  

    

現 効現 効現 効現 効     

 2000 答申 2000 12 7 出 あ 現 当初 算

査定 査定 実績 推移 表 あ 査定 実績 伸 抑

い 参考 当初査定 備 補 算 含 特定案件 含 実績

掲載 建物新築 土地 得 学園創立 100 周 念行 業計 含

金 定 い  

※ 2004 2007 決算 選択 組概要 載 あ  

 

 表 当初予算査定額 そ 査定額 対する実績額 推移 

 

 2000  2004  2007  2011   

経 設備 算査定  2,858 3,346 3,347 3,264  

査定 実績  2,677 3,019 3,001 2,993  

設 営 算査定  730 611 635 640 新築 算等 含  

査定 実績  522 546 436 542  

参考  

経 設備支出実績 2,913 3,451 3,494 3,504 減価償 含  

設 営 支出実績 1,595 1,747 3,508 1,449 土地 得 建物新築 含  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 少子 更 行 い 現 経 削減 引 大 課 い 面 学生 研究

者 魅力的 教育研究 学習環境 供 必要 あ 背

強 望  

 学園 作 中 長期 経営方針 沿 形 各学校 い 展開 業計

算 捻出 来 業 捨選択 中 実 い     

    

    

言 容言 容言 容言 容     覚悟 積極的 資産 用 踏 検討覚悟 積極的 資産 用 踏 検討覚悟 積極的 資産 用 踏 検討覚悟 積極的 資産 用 踏 検討    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 資産 用 検討 関 う 言 い  

積 金 い あ 程 覚悟 積極的 用 踏

う 検討 必要 あ 専門家 交え 慎 吟味 理 会 高

必要 あ 言う い  

 

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

資金 積極的 用 組 経過 あ  
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 2004 11 前  保 金融資産 預金 債 保 い  

 2004 11 降  学園 容 検討 困 金融商品 資産 用

契約 菱信 銀行 当時 締結 組 容 複雑 組 債

整備 価 変動 衆人環視 中 行わ 国 株式 置 購入 開

始  

 2007 6 降  資産 契約 終了 新 菱 UFJ 信 銀行 指定包 信

契約 締結 保 国 株式 菱 UFJ 信 銀行 預 TOPIX 連動 用 開始  

 2004 11 約半 1 理 長 中心 理 評議員 業生 構 務懇

談会 開催 学園 支見通 保 金融資産 用 い 検討 2009 1

最 会 い  

 

現 効現 効現 効現 効     

資産 用 目的 1 資産総 増大 2 用 入 増 3 株式 限

回避 あ 2007 表面 米国 問 2008

現 株式 況 迷 2007 2008 指定

包 信 評価損 計 い 1 資産総 増大 寄

2 用 入 増 あ 株式 購入 株式配当金 約 2.5 倍程 増

い 最 3 回避 あ 直近 10

効 実証 状況 い 定 範 資金 用 行う 決

間 い い 回 100 1 言わ 金融 機 時期 いう 見舞わ

1 歩 踏 出 いう 良 長い 評価 あ  

 

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望  

 駒澤大学 金融 引 失敗 巨 損失 表 憶 新 い あ

大学 損失処理 行 い 計算 類 見 処理 い 大学 あ う

あ 預金保険機構 解禁 い 現 い金融商品

考え 全資産 言わ い 国債 債 価 い 暴落 始 いう 巷

間言わ 相 的 価 変動 少 い金融商品 全 全 金融商品 い

あ いえ 預金 債 金融資産 大部 保 い 変わ い 場

金融資産 価 変動 非相関 保持 い 望 い 投入 金 経 環

境 改善 学園 金融資産 高 決 必要 あ 資産 用 関

設置 体 整備 望 い  
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言 容言 容言 容言 容 周 期 募 回的 多 寄附周 期 募 回的 多 寄附周 期 募 回的 多 寄附周 期 募 回的 多 寄附    

                        恒常的 業 振 向 恒常的 寄附恒常的 業 振 向 恒常的 寄附恒常的 業 振 向 恒常的 寄附恒常的 業 振 向 恒常的 寄附    

募金 専門部局 設置募金 専門部局 設置募金 専門部局 設置募金 専門部局 設置    

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 募金活動 関 策等 い う 言 い     

 者数 動向 補 金 推移 い 偶然的 定 要因 い恒常的 入源

う 確保 う 入 最 力 学園 業生 関 者 方々

寄附 仰 あ 蹊学園 100 周 う 念 周 期 募 回的

多 寄附 う 恒常的 業 振 向 恒常的 寄附 考え  

 学園 業生 関 者 う 寄附 仰 当 要 募金 専門

部局 設 あ  

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 学園創立 100 周 念 業募金 実  

学園創立 100 周 念 業 実 資金的 支援 得 2002 9 理 会

蹊学園創立 100 周 念 業募金 100 周 募金 いう 開始 決

期間 2002 10 2012 9 10 間 目標 50 億 募金 象 業

業 定 総 業 158 億 う 50 億 募金 う 募金 象 業計

各 業総 寄附金 あ  

 

表 募金対象事業総額 寄附金 額 

国 教育 営資金 10 億  う 自己資金  5 億  寄附金  5 億  

奨学 金 23 億  う 自己資金  3 億  寄附金 20 億  

大学 設整備資金 60 億  う 自己資金  50 億  寄附金  10 億  

中学 高等学校設整備資金 35 億  う 自己資金  30 億  寄附金  5 億  

学校 設整備資金 20 億  う 自己資金  15 億  寄附金   5 億  

学園環境整備資金 10 億  う 自己資金   5 億  寄附金   5 億  

計 158 億  108 億  50 億  

 

100 周 募金 目標 定 期間 限 回的 多 目標 募金

置 い 既 恒常的 寄附金 あ 教育充実資金 い 100 周 募金 期間中

い 100 周 募金 扱う  

 募金推 組  

募金 業 開始 立 2001 4 100 周 募金業務 専門的 行う 務部 募金

課 設置 2007 4 総務部募金課 移管 2009 11 募金課 廃 新設

務組 創立 100 周 念行 推 募金局 設置 業務 引 い 既 恒常的

寄附金 あ 入学者 教育充実資金 併 担当 専門部署体 整え 募金課 構
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員 務職員 充 特 企業 募金活動 行 う 業生 専門家 募金課

職員 新 用 業生 父 教職員 丸 募金推 体 立

著 業生 募金 起人 い 募金推 審議 組 募金委員会 募金

推 委員会 設置 学 役職者 窓会長 力 業生 PTA 役員 父 委員 委嘱

力体 整備  

 募金 力依  

 募金 依 行 体的 方策 あ  

趣意 配  

募金 業 理解 深 力 仰 作 全 業生 校生 父

入学初 教職員等 2 回配  

業生 就職 い 会社 人 願い 声掛 力依  

紹  

募金委員 募金推 委員 中心 知人 寄附 い 個 寄附 願い

文 添 生 人 展開  

引企業 引 2～5％ 目 寄附 力 依  

依 担当者  務部長 総務部長 募金依 専門担当者 

OB 会 表者 趣意 各 OB 会 力依  

周 窓会 地域 窓会 力依 能 範 出向 実行  

 募金 誘 募金 い環境 顕  

割払い 入 個人 関 振替 決 入 伴い廃  

振替 入 

給 引 教職員 入 

決 入 

携 電 QR 利用 決 入 

顕  

芳 録 掲載 銘 銘 寄附金 念品 授 大 寄附者

理 長招待会 招待 感謝状 特 念品 贈呈 顕 行う  

寄附 動機 高 税 優遇 変更 都 広報 信  

募金課 創立 100 周 念行 推 業務 降 周 招待 優遇

等 身近 感 広報 展開  

 教育充実資金 

既 恒常的 寄附金 あ 教育充実資金 般 源 向 募金 入学者 保護者

象 行 い 100 周 募金開始 行う 100

周 募金 期間中 教育充実資金 100 周 募金 扱い 特 源 充

中高 入学手 時 大学 入学手 募 7 11 再 依 入金 方式

来 変わ 念品授 顕 行 い い 芳 録 閲覧用 作 い  
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現 効現 効現 効現 効     

 2012 6 現 募金 約 38 億 4,325 う 教育充実資金 約 20 億 7,430

あ  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望  

募金活動 関 課 展望 い 業生 課 展望 複

方 参照 い い  

100 周 募金活動終了 2012 中 100 周 募金 業報告 作 定 あ

募金活動 評価 中 行う い     

    

    

言 容言 容言 容言 容 学園 各種業務 業生 積極的 力 仰学園 各種業務 業生 積極的 力 仰学園 各種業務 業生 積極的 力 仰学園 各種業務 業生 積極的 力 仰     

                        業生 学園 経営 教育方針 明示 血 通 広報活動業生 学園 経営 教育方針 明示 血 通 広報活動業生 学園 経営 教育方針 明示 血 通 広報活動業生 学園 経営 教育方針 明示 血 通 広報活動     

    

2000200020002000 答申 容答申 容答申 容答申 容     

2000 答申 い 業生 関 者 寄附 仰 当 業生 関 強

関 う 言 い     

 学園 業生 関 者 寄附 仰 当 決定的 要 学園 業生

関 緊密 あ 学園 各種業務 業生 積極的

力 仰 業生 学園 目指 経営 教育方針 明確 必要 あ  

 寄附 募 学園 業生 関 者 血 通

広報活動 要求 言わ い     

    

言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含言 容 組概要 関連 組 含     

 業生 力 

100 周 募金推 力 得 募金委員 募金推 委員 就任 紹

各種 策 積極的 力  

100 周 行 推 100 周 行 委員会 100 周 念 作委員会等 委員

就任 

業生 100 周 念行 企 募  

100 周 機 行 雑 東京人 出 力 

念 販売 わ 業生 企業等 力 

創立 100 周 冠 業生 講師 経 学部 授業開講等 

 広報関  

2006 大学 学生保証人 象 東京 実 い 父 懇談会 象

者 業生 え 蹊会 力 得 東京 地域 地域懇談会 実

 

    2006 大阪        2007     2008 新潟 長  

    2009 浜 博多  2010     2011 広島 高崎 
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2007 業生 保護者 来校 う 想定

学 会場 蹊音楽祭 実 出 団体 学生 生 児童 業生団体 限定

業生 力 得 い  

2005 募金 力者 100 周 業報告 学園 現

況 作 募金納 者 教職員 配 い  

2005 16 5,000 部 2006 降 24 増 8,000 部  

校生保証人 象 各学校 現況 学園 方針等 情報 信 作 い 学

園広報 2001 11 校生保証人 え 蹊会会員 業生

い 行 2001 2 回 4 回 増 全 24 4 色 2003 7

開 い 配 校生保証人 え 明 い 全 蹊会会員約

50,000 象 掲載 各学校 近況 え 100 周 業 状況 業生

象 桃李 人々 募金報告 蹊教育 近況 盛 込 経営 教育 業生

活躍 幅広 学園 状況 伝え い  

利用 充実 媒体 情報

供 通 学園 業生 直接 作  

100 周 行 通 業生 目 学園 向 え う 企 実 蹊高校 教鞭

俳 界 偉人 中 草 男 生 詠 碑 建立 連 行 中 草

男 講 会 講 者 業生 依 多 業生 学園 足

 

媒体 建学 3 23 朝 新聞 経 新聞 3

連 新聞 15 段広告 掲載 100 周 行 ワ 建学 精神 現 社

会 え 容 広告 掲出  

100 周 特 企 2012 4 1 蹊桜祭 実  

蹊関 者 い手法 建学 精神 再 識 う 目的 創

立者 生涯 い 念 作 100 周 念式 映  

    

現 効現 効現 効現 効     

 地域懇談会 最近 参 者数 

   2008 新 潟 24 長  28     2009 浜  39 博多 29  

2010  57  54    2011 高崎 31 広島 24  

大学生保証人 就職状況 い 関心 高 大学 状況 明 え 支援

職員 相談 地元企業 勤 業生 作 参 者

満足 い 参 者 見込 地域 限 い 全国

参 者 数 多 い 兼 い 考慮 必要 あ  

 蹊音楽祭 参 者数 

     2007 約 710 館      2008 約 650 館  

     2009 約 670 大講堂            2010 約 470 大講堂  

  2011 約 500 大講堂  

業生 出 学生父 中心 地元 方 参 恒例 行 あ 出
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団体 固定 懸念  

 学園 現況 募金者 業報告 あ 業生 企業等 募金勧誘

幅広 利用 い 学園 各種 学園

概要 簡 知 う 効 機能 い  

 学園広報 行 2 回 4 回 増 明 全 業生 配 業生

広報媒体 最 要 置 い 見 掲載 容

既 各学校紹 え 100 周 業関連 募金活動 含 中心 業生 活躍 教員紹

通 蹊教育 現状 蹊 振返 100 周 向 多 業生 目 向

う 意識 い 学園 関心 深 学園 諸活動 共感 募金

期待 募金趣意 い 相応 効 あ 評価 い  

 新聞広告 社会 活躍 い 業生 響 大 創立 100 周 知 幅広 高

 

 蹊桜祭 蹊桜祭 来場 い 業生 来場

過去最高 9,200 来場者  

 映 “ 蹊 ” 再 識 多 業生 寄

当初 目的 響 あ DVD 配 地域 蹊会 映 多 方 見

う状況 作 考え い  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望  

言 趣 学園 観 恒常的 入源 寄附金 募金 確保 必要

あ 特 業生 関 者 寄附 要 置 寄附 専門部署

設置 周 期 回的 多 募金 実 恒常的 募金 実 業生 関 者

理解 求 手段 学園 業生 緊密 関 築 学園各種業務 業

生 力 仰 広報活動 展開 必要 あ いう あ  

言 沿 形 100 周 募金 実 専門部局 組 業生 業務 力 定

範 行 広報 い 広報 来 目的 あ 学園 価値 確 伝え

当然 業生 意識 募金 期待 活動 展開 ういう

意味 言 忠実 入 わ 寄附金 目標 念

あ 結 活動 十 あ 評価 適当 い 募金目標

設定 納得性 あ 見い い 経 的 況 部要因 結 大 響

え 否定 い 思わ 募金活動終了 中 100 周 募金 業報告 作

定 あ 募金活動 評価 中 行う い  

課 2012 9 終了 100 周 募金 寄附金 恒常的 入源

考え う あ 新学園長 決 第 策 決 あ

現時 方向性 示 適当 い 考え 10 間 募金活動 通 言え

う 頭 願い う 募金活動 力 得 業生 関 者 数

限界 あ 特 企業 い 寄附 あ 超え 力依 学園

信 損 懸念 あ 大 寄附 期待 あ 考え あ 多

業生 参 100 周 念式 見 う 業生 体感 醸 始 100
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周 関連行 う 学園 戦略 過性 的 行う

蹊学園 愛 支え 気持 業生 持 う 大 あ 募金 いう形

望 い 少 あ 多 人 自 力 広 あ 恒常的 募金

理想的 あ 8 人 業生 5,000 募金 あ 4 億 理想 言え うい

あ  

    

    

    

    組組組組    

    

言 容 組言 容 組言 容 組言 容 組     SDSDSDSD 活動 人 育活動 人 育活動 人 育活動 人 育     

    

組概要組概要組概要組概要     

開 型人 2002 職員 策 目的 開始 改善

複雑 招い 共通 理解 得 務職員 巻 環境

変 新 生 出 余力 傾向 あ 2008 試行

中  

方 世 研 新任 務職員研 2 実 手職員

研 学 研 立大学 務課長会主催研 派遣 中堅 務職員研 学 研

立大学連盟主催研 派遣 管理職研 学 研 新任課長実践研 派遣 適

実 特定課 研 研 研

研 研 自主研 適 実  

2010 2011 学園 改革 環 務機能強 関 委員会

最終報告 務機能強 職員力向 い 学園機構改革準備 2011 2 7

設置 い 述 組 学 関 者 意見 参考 的 多角的 視

新 い人 育 体的検討 実 能 用 開始 い  

    

現 効現 効現 効現 効     

開 型人 2008 試行 中 中 人 用 通

目標 業務 組 姿勢 意識 業務 方 要性 職員 能力向

意識改革 定 役割 部 効 活用

方 世 研 い 人 育 体 必 十 否

い 研 参 者 気 研 得 業務 実践 い 相応 研 効

あ 考え 2010 2011 学園機構改革準備 検討 い

職員 学 関 者 人 育 視 入 新人 入

向 組 全職員 象 明会 全 12 回 わ 実 属長 通

人 育 要性 働 課長間 人 育 策 関 意見交 機会 供 目指

方向性 課 識 共 考え  
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10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

2012 降 新 い人 育 検討 用 総務部人 課 担当 当面

2014 式稼動 定 用 課 中 新給 体系 評価結

処遇 映方法 整備 い 職員 十 明 機会 設 必要 あ  

新 い人 育 透 属長 力 人 育 力

い い 過言 い 人 部門 各 務部署 緊密 連携 人 育 環境 整

備 肝要 あ 務組 改 中 人 育 担当 部署等 設置

新 い人 部門 方 検討 い い     

    

    

言 容 組言 容 組言 容 組言 容 組     環境活動 環境教育環境活動 環境教育環境活動 環境教育環境活動 環境教育    

    

組概要組概要組概要組概要     

2006 4 環境保全活動 的 組 蹊学園環境委員会 足 2006 7

学園構 員 80％ 占 蹊大学生 主体的参 必要 あ 理 蹊大学学生環境委員

会 足 現 環境問 意識 高い 環境 経 積 学生 社

会 出 い 2007 学園 域 活動 行う

環境保全活動 効性 効 検証 2008 4 環境

EMS いう 入 2008 11 EMS 国 規 あ ISO14001 証 得

EMS 活動 側面 い 各学校 積極的 組 例え 学校

中学 高等学校 自然 触 教育 い 地球環境保全 関 容 込 い 大学

社会 環境 経 学部 設置 環境 関 講 会 講義 配置 蹊大学賞 環境学

術部門 置 推 挙  

    

現 効現 効現 効現 効     

 EMS 活動 側面 い 様々 組 数値 評価 体

各々 確 う 学園 環境保全 関 組 高い

あ ISO14001 証 得 更 大 学生環境委員会 活動

学園 EMS 活動 新聞 社会的評価 い 特 全

国青 環境連盟 主催 大学 い 入賞 2011

3 立部門 輝い http://ccc.eco+2000.net/eco+campus 学生環境委員会 組 中

特筆 ISO14001 証 要求 入学式 学生生活

新入生全員 EMS 活動 い 教育 訓練 行 い 部 査 担当

部環境 査員 養 実 活動 い あ  

    

10101010 向 課 展望向 課 展望向 課 展望向 課 展望     

 蹊学園 EMS 活動 組 既 最高 あ 言え 状況 あ 構 員 環境保全

意識 高い 既 ISO14001 証 要求 示 い PDCA 問 動い

い 考え い 方 ISO14001 証 準備 部環境 査 効
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見 う え EMS 活動 妨 あ 回 ISO14001 証更新

組 い 行う 組 い う必要 あ

考え
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    学 識者 部評価学 識者 部評価学 識者 部評価学 識者 部評価    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 第 前章 自己 検 評価 結 観的視 見 直

部 追う い世 中 動 入 念頭 4 学 識者 自己 検

評価 結 部評価 い い  

学 識者 芳 い 章 掲載 い い 回 部評価 委員会形式

常務理 企 担当 企 者 直接 学 識者 訪問

形式 自己 検 評価 結 2000 降 学園 各学校 組等 意見 指摘

拝聴  

章 回い い 主 意見 指摘 あ  
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自己点検 評価 対する総評 基 認識 環境認識 

 

● 回 自己 検 評価 組 報告 い 策 い

大変 納得 い あ 敬意 表  

●国 深 人 減少傾向 中 蹊学園 浮 握 鍵 人 育 あ  

  教育 関 評価 準 国 共通 企業等 組

人 準 国 共通 国境 越え 学生獲得競 東京都立千 高校等 見

う 大学 直接 学 国境 越え 就職活動 等々 形 国 教育界 響

※ 永保 国立教育 策研究 前 長 6 千葉大学 講  

高等学校 国 大学 開 人 育 推 会議 中間

2011 い 国 資 IB 授業 英語 績 定 国

機構 行う 高等学校 5 200 校程 増 い  

● 教育 い 深 学力 足 あ 最 大 学力 いう あ  

国 的 見 蹊大学 含 高等教育 学生 学力 高い 言え 学 時間

倒的 少 い  

● 蹊学園 い 研究 前 教育 いう優 組 明確 優

資源配 必要 あ  

最 激 環境 変 い 高等教育 い 社会 う 大学教育 実践

い 注目 い 蹊 伝統 理念 考え 大学 教育 人 教育 人間性

視 教養教育 少人数教育 徹底等 立 返 必要 あ  

●学園創立者 あ 中 春 生 精神 活 いう あ 精神 理念 現 時

状況 う 応 大 あ  

中 春 生 理念 勉強 原 中高 教員

用 入教育 行わ い う あ 大学教員 入教育

い 自己 検 評価 載 大学教員 入教育 う 考え 欲

い  

● 蹊学園 評価 源 的 菱 あ 学園 菱

恩恵 謙虚 営 必要 あ  

振 返 中 春 生 自 営 団法人 組 的 営 転

経緯 あ 当時 理 う 突 考え 必要 あ

うい 沿革 深 理解 現 学園 営 大 参考  

● 蹊学園 営 い 時 大 流 逆 う いわ 着眼大局 着手 局

身近 着手 い い  

現 い 大局 着眼 3 あ  

高齢長 社会  社会  供給者主体 生活者主体 場 変  

  大局 念頭 置 時 求 人 う 人 見極 う 教育 展
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開 い い 考え抜 必要 あ 着手 3 案  

NPO   実務 役立 社会人教育  地域密着型 特性 活 生涯学習 

●部 最適 全体 学園 最適 想 考え 的 想 必要 あ 学園

企 部門 学園 的 視 企 立案 求  

全体最適 考え 人 組 必須 あ 理 長直轄 育 い 必要 あ

う 学部最適 研究 最適 個人最適 い い 学園全体 展 最優 考え

時 あ  

● 大学 法人 魅力あ 営 学 いう姿勢 必要 あ  

真似 必要 い 例 想 学 視 広 あ 浜 中

校 う 新 い 組 行わ 体的 何 行い う 出 い

うい 学 あ  

● 蹊学園 改革 学園 企 部門 業 絞 込 いう い 構 員

う 誤解 い う い  

学問 研究領域等 自 担保 学園 各学校 学部 超え

い う いう 学園全体 柱 立 中長期的 組 いう あ  

● 業 構想 設設備 い 建物 い 考え う 教

育 必要 い 教育 容 考え抜い 教育 実現 必要 等

検討 あ  

● 蹊学園 各学校 将来構想 い 定 目標 数値目標 持 大 あ  

● 近 教育 要 あ 過去 学 展 献

考え あ 学園全体 姿勢 式 章旗掲 行わ あ 各校 自

主性 委 い  

 

国際化 推進 バ 人材 育成 

 

＜ バ 人材 して 素養＞ 

● 社会 信力 身 英語能力 え 文 等

知 誇 持 人 身 必要 あ  

国 社会 生 当 自身 育 国 文 等 誇 持 教育 必要 あ

長い 伝統 持 蹊学園 人的 ワ 用い 学校 大学 実現

能 あ 組 学園長 全体 瞰 方針 示 実 あ

 

● 蹊学園 国子女 入 い 通学 入 いう 方 益

高 評価  

国子女 異国 異文 交わ 通 感性 文 的 語
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関心 語学能力 優 い 人 いわ 無国籍者 い

国家意識 い人 国 舞 い 敬意 得 い 現実 あ  

 

＜選抜型 バ 人材育成プ ＞ 

●1 間 留学 必 等 徹底 人 育 教育  

秋 国 教養大学 徹底 人 育 教育 社会的評価 高い 蹊大学 い

全員 50 100 欲 い  

●徹底 人 育 教育 大学 就職力 い 蹊大学 力

偏差値 昇 寄  

給 型 奨学金 え 教育 広報 活用 う 人 育 定

期的 寄附 案 う 国 真剣 考え 動い い 大学 多

展開 企業 関 利用 優 学生確保等 力 い あ 歩

実 寄附金  

●教員 自 人 育 教育 目指 実現

い 国籍教員率 増 英語 授業等 実 覚悟 欲 い  

例え 研究者 任期 用 う 着手 教職員 実質的 変わ

応 いう言葉 終わ う  

 

＜留学 巡る施策 ついて＞ 

●新規開拓 定校 1 間 交 留学 学生 定的 派遣 い 評価

方 入留学生 減 い 理 析 あ  

国 経 状況 中国 学生 米国大学 流 傾向等 理 析 い

い  

●派遣 学生 う 変わ 何 良 い 学生 視 等

通 広報 い 必要 あ 容 充実 学生募  

● 入留学生 増大 入留学生 蹊 学生 密接 交流 場  

人 前 国人 接触 和感 覚え い いう あ 蹊学園 留

学生 交流 食堂利用 態様等 第 歩 得  

● 入留学生 生活実態 把握 改善 組 行う  

学 評価者 直接的 留学生 う 生活 い

確 評価 改善 い 大学 あ 様 組 検討 あ  

● 入 派遣留学生 体的 う 支援 供 明確 あ  

例え 学 生活支援 居等 体的 支援 立案 目的 明確 寄附 資金面

援 方々 現 う  
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＜英語教育 ついて＞ 

●英語教育 TOEFL TOEIC 高い得 水準 国 企業 人 用要件

あ 深 識 あ  

 

●TOEIC 等 い 数値 目標設定 行い 水準 必要 いう 構築

あ  

TOEIC 伸 い 載 い 2～3 あ い

学生 水準 500 程 十 言え 疑問 あ 数値 目標設定 行い

全学的 あ  

●国 交流 能力 英語 会 術 識 あ 英語教育 関 多

listening speaking writing presentation debate 組 GPA TOEIC TOEFL

等 学 目標 設定 評価 課 充実

程 あ  

● 学校 中学校 極 優 い 関連 売新聞 学生 会

金 主催 い 高 宮杯全 中学校英語弁論大会 再参 強 薦 い  

大会 選 含 約数 人 参 い いわ 大規模 大会 あ 当 大会創

世期 清水護 生 清水恒子 生 指 蹊学園 生 大変 優 績

い 決勝 清水護杯 え い 学 あわ 案

あ  

 

＜そ 他国際化へ 対応施策＞ 

● 蹊学園 国 目的 明確 大 あ  

蹊学園 ういう国 必要 明 実現 手段 あ  

● 携 国 交流関 使 う 授業 展開 大 あ  

携関 結 国 言え い 国 い 徹底的 調 複数

展開 案 あ  

● 蹊学園 21 世紀構想検討委員会 言 あ 英語 教育 関 部 識者 え 問委員

会 設置 い 更 検証 検討 必要 あ  

部 識者 え 問委員会 う 英語教育 教育 組 検

討 容 学園縦 的 展開 いう 言 極 貴 あ 現 引

蹊学園 要 あ 考え 応 い 検証 検討

必要 あ  

●秋入学 入 現 4 入学 併 否定 い 考慮 い い  

学生 教員 研究者等 相互交流 著 容易 え 増大 い 家族 伴 赴任

企業 的機関 職員 着任 子息 教育問 大 軽減  
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情報化へ 対応 

 

●情報 学園 大学 要 学園 力 関 いう 識 立

情報 要 あ  

●大学全体 情報 策定 大学 教育 IT う 活用 情報教育

う 展開 要 あ  

教 等 配置等 充実 理解 情報 いう

宿 学園全体 10 間何 実 情報 扱い方

識 い 問 あ 特 歩 展 見 仮 10

間 述 手 い い い 実態 相当 遅 い あ 急

応 あ  

●学 等 関 議論 い 易 険 あ  

部 管理 人 面 問 配慮 部 能 いう

見極 必要 あ 部 専門家 意見 聴い 調査 う 賢明 あ  

 

学校 中学 高等学校 教育 

 

●少人数教育 実践 教員 用時 入教育 組 評価  

● 中高 教育目的 目標 い 明確 広報 あ  

自己 検 評価 い 大学 教育目的 目標 明確 載 い 中高 い

蹊学園 い 各 段 応 目標設定 あ

 

●近現 教育 学校 中学 高等学校 う展開 い問 あ 学園全体

う 実践 い い 検討 研究会 あ  

 

大学 教育 

 

＜優秀 学生 確保 入試 入学前 予備教育＞ 

 入試 

●筆 試 績 定 多様 学生 い 意欲 あ 高い学生 見

極 能 あ 入試形態 相当 必要 あ  

入試方式 方式 入学 学生 績 GPA 等 相関 確

入試方式 改善 良い学生 確保 い 大学 例

大変 厳 い AO 入試 入学 学生 良い 績 確保 い いう結 あ  

●短期間 改善 困 あ 優 願者 確保 い  

時間 手間 偏差値 力 大 あ 競 力 魅力 広報



 学 識者 部評価 

 

137  

含 地方 明会 大学 比 回数 少 い う 思わ  

●入試広報 い 学生 視 大 あ  

蹊 学生 教員 距 近 段 歩 多い い 学生 姿

実 表現 広報 素晴 い  

●就職 保護者 子供 心配 気 時 い 父 会 蹊大学 通 い

学生 父 組 特 地方 う 組 必要 あ  

全国組 地方 優 学生 確保 良い あ 父

何 形 蹊 わ い 窓会 展開 見 う 都

学校 脱 全国 優 学生 勝 い 寄附

 

 入学前 予備教育 

●入学前 教育 補習 入学 習熟 授業等 応 必要 あ  

少子 方 大学 学率 大学 極端 う学生 入 い 生

等 任期 等 い 英語 的 等 補習 う  

●AO入試 部推薦等 大学入学決定者 い 入学前 時期 教育 実 あ  

館 利用方法 英語等 入学前 教え込 入学決定者 学園

教育 必要 あ  

 

＜教育内容 授業＞ 

 前提 る認識 

●授業 教育 手法 積極的 変え い 必要 あ  

大学 教育 手法 大学当時 変 い い

い 勉強 教員 姿 見 学 う いう あ 高校生

約 50％ 大学 学 現 状況 当時 全 異 授業 教育 手法 変

え い 必要 あ  

●大学 大学 う 教育 実践 い 要視  

部 大学教員 自 研究 番大 あ 考え 傾向 強い 部

大学 う 教育 実践 い 視 い  

 入教育 初年次教育 

●初 教育 い 必 般教養 あ  

 教養教育 

● 蹊教養 実践 見 あ  

課 教育 容 質 う向 教育 中身 掘 あ ういう問 意

識 う い う 講師 え 意識

展開 い あ  
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●国 社会 学部 2 的 多 学生 象 い  

文学部 国 社会 選抜 学生 英語 能力 情報

信能力 養 考え 現 世界 文 人間 地球 考え 四

授業 い いう 学生 教養涵養 魅力極 い あ 授

業態様 あ 様 経 学部 国 社会 言え 学部 2

的 多 学生 象 展開 い あ う  

●教養教育 充実 展 大学 学園 実 何 考え抜 実現

資金面等 壁 う 考え  

時 い 幅広 深 知 考え 教養教育 大 あ 教養教育

組 現状 範 中 考え い理 立 い い

教養教育 学生自 特定 い 調 言 大 あ

自 意見 持 あ  

 ＦＤ 授業評価 教員評価 

●FD 授業評価 大 活動 容 自己 検 評価資料 見え

授業評価 全体 結 程 資料 掲載 い い 感  

●授業評価 結 組 的 活用 う 改善 個人最適 学園最適 契機

う求 い  

●授業評価 う い う FD 大 あ  

授業評価結 扱い 大学 組 的 う 展開 う 授業 質 向

い 明 大 あ 学生 評価 信 い向 あ

総体的 信 値 評価結 扱う 通 あ 真摯 省 授業 良

大 あ  

●授業評価 高い教員 授業準備 手法 学 講義 参観 組 実  

教員間 授業参観等 10 前 歩的 考え方 見 い 現 必須 あ

講義 いう 大変 担 あ 講義 新 更 大変 あ FD

力 う 組 労力 担保 組 入 必要

あ う 時期 新 い教科 講義 新 う

入 新 い 組 あ 例え 授業評価 優 評価 得 教員 う

期間 1 間 え 考 値  

 

＜情報図書館 更 る活用＞ 

●大学 館 いう概念 再定義 必要 あ  

館 大学教育 非常 大 あ 館自体 概念 置

数 多 大学 大 変わ い 資料 電子 閲覧

ICT 変 情報 館 行 現 学生 勉

強 教育 館 いう 想 あ 総 的 館 利用 展開
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い い 無線 LAN 完備 学生

持込 学 場 あ 学 活動 支援 館

あ う 概念 変 情報 館 起 い 自己 検 評価資料

 

●大学 館 職員 高 専門性 必要  

館 再定義 館 教育 結 大学教育 質 高 時 館

職員 高 専門性 必要 い 館学 関 大学

勉強 う い 留学生 応面 考え 資料 調

熟知 英語 支援 人 必要 あ 教育

い い 教員 中間 う 人 必要 あ  

●新 い 館 方 試 学部教育 教員 授業 連携 必

要 あ  

● 館 教育面 新 い 能性 含 蹊学園 研究型 大学 比

教育 要 組 館 十 資源投 い あ う  

● 館 入 何 勉強 い い 勉強 い いう雰 気 良い  

館利用率 高い 良い 利用 容 充実 必要 あ 館 居心地 良い

え 勉強 あ 中 あ 誰 支援

い  

●高等教育 積極的 実 あ  

検索 情報 得 勉強 い 方法 知 い い い

館 利用方法 教え 人 い い い い  

籍 資料 欧米並 留学 行 館 使い

方 検索 方 い 留学生 入 場 語

並 い い い うい 世界 勉強方法 変え い 大 あ

 

●機関 等 い 考慮 実行 必要 あ  

紀要 資料 考慮 実行 必要

あ うい 学校 削減 算 多い 両方

い 非効率 金 い あ 足 い  

 

＜キャ ア支援 就職＞ 

● 学 業生 企業向 蹊大学 業生 評価 高 組 容

評価 値  

● 支援 力 問 解決 時 い 就職活動

OB OG 要  
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業生 入社 3～4 程 社会人 心得 い う 力 求

変わ う 企業 い 必要 あ 最近

業生 向 強 社会人 力 多 見込 あ う  

●実社会 役立 資 得 組 考え  

専門学校等 連携 資 大学 あ 空い い 教 利用 簿

宅建 社会保険労務士等 専門学校 講師 資 講 授業 展開 い 就職

務員試 実績 偏差値 昇 いう結 い  

簿 社会 出 行う 最 限 知識 あ 簿 う 実践 必要

礎知識 般 生 学生 必要 考え 社会 う 的

大学 教育 抜 い え 面 あ 大学 教育 企業 入

役 立 い 言わ 多い 企業 入社 うい 再教育

い いう実感 あ  

● 蹊 出 就職 い う 就業力向 伝 あ 得  

現 企業 い 大企業 い う 近視眼的 見方 う

教育 あ い い  

● 蹊大学 就職 い 国家 地方 務員 比率 大学 高い 評価  

務員 いう職種 共 支え 要 あ 誇 あ 傾向

望 い  

●文科系学部 選抜 科目 者 路状況 学生 比 路決定率 高 い

う 結 解明 あ  

高い 考え 深い 理 考え 限 路決定

い 調査 い 必要 あ  

 

＜学生生活 課外活動＞ 

● 部活 良い指 者 入  

推薦 実 大学 勝 求 わ い 良い指 者 入 い

伸 人 伸 い 現 OB い う あ 故 あ

応 考え 任期 い 体育等専任 方 用 指 当

考え う  

 

＜研究活動 外部資金 獲得＞ 

● 部資金 獲得 社会 把握  

各教員 自 専門 関心領域 社会 産業 う 献 考え 必要 あ あ

い 専門 統 何 い 考え 部 人 教員 専門

領域 接 う 能 把握 肝要 あ  
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＜大学教育改革へ 組＞ 

● 大学教育改革 会議 設置 組 い 評価  

特 教育 方 教育 強 学部 型 国 社会 設置

等 改革試案 い 評価 い 問 うい 組 実践 教育

質 問 あ  

 

＜そ 他 大学 事業 対する評価＞ 

● 回 自己 検 評価資料 大学 教育目的 大学 程 質 問 意識 持 意

改革 力 い いう 象  

特 視 組 置い い 評価 大学 教育目的 明確 設

定 教育目標 手段 明確 掲 い 評価 う 広

報 あ 実践 い 伝わ い い う

OB OG 蹊大学 動 欲 い  

● 教 積極的 用 い 交 留学 定 学生 派遣 い

評価 値 派遣学生 う 変わ 長過程 積極的 広報 い  

●法科大学 態 好転 教授 機意識 問 意識 持 当 者

行動 あ  

全体 法科大学 営 い状況 あ 必 越 実

績 均値 見 状況 見誤 多い  

 

卒業生 地域社会 産業 連携 

 

● 蹊高校 大学等 学 学生 関 維持 大 あ  

彼 追跡 必要 あ 中高生 質 確保

 

● 業生 効 的 広報活動 必要 あ  

業生 伝わ い 信力 信方法 問 あ い 学園広報

い 伝わ い 誰 見 誰 見 い い 析 必要 あ  

●学校あ い 蹊会 通 学 OB 会 組 い OB OG

う 行い OB OG 意見聴 等 行い 各学 信源

各学 業生 情報 広 う 必要 あ  

米国大学 例 見 OB 会組 緻密 あ 学 様々 委員会 設置 い

中高 OB OG 多い 大学 変わ い 変わ あ いう 焦

絞 広報活動 行 い う 大学 部 学 高校生 増え あ う  
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● 立地 優 性 活 蹊学園 戦略 大変 要 あ  

武蔵 鷹地域 ワ 構え 学校 大学 いう恵 環境

大変 優 性 持 い  

● 業生 わ 各学校 授業 講 等 う  

15 回 講義 行う 困 あ 授業 講 等 い いう人 多 い

実績 積 人 あ 用 あ う う 実

地域 人 講 え 地域連携 い

等 新規 業 赤 能性 高い 慎 必要 思わ  

● 業生 地域 民等 う あ 調査 必要 あ  

業生 中 学校 教え い いう人 多 い 蹊会 い う

意向 教育 組 う うい 人 録 活用

組 高齢 社会 活性  

●募金活動 い 理 長 学園長 指 力 尽  

業生団体 働 連携 深 業生 寄附率 高 い う 組 必要 あ

主要大学 い 募金活動 業生組 主体

あ 各 任者 選出 会 構 い 5 特 大規

模 出 求 周 時 特 活動 あ  

 

管理運営 広報 

 

● 改革 広 部 意見 聴 いう意味 設置等 必

要 あ  

広 部 意見 聴 う 想 問 指摘 要 あ 部 人 実務

最前線 携わ い 手 業生 2期 4 程 依 い い 例え

社会 出 活躍 学生 育 う い 等 聴い 応 質的 就

業力 就職率 あ  

●教育界 高 評価 い 蹊学園建学 理念 個性 尊 品性 陶冶 勤労 実践

少人数教育 広報 方 考 要  

理念 載 い い 広報 国 信力

人 学園長 迎え入 人 通 広 世界 信 要 あ 学園

積極的 考え 欲 い  

●学生 長 活動 評価等 情報  

見 あ 面 い 新 い情報 少 い 象 あ ワ 検索

う い 大 あ 信力 足 い 言わ 得 い  
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教職員 

 

●建学 理念 関 教育 必要 あ  

特 大学教員 教育 自己 検 評価資料中 述 い  

●教育面 研究面 教員評価 必要 あ  

  自己評価 含 各教員 良い面 大学 学園 評価 い  

●100 周 募金活動 い 中高 教員 寄附 比較的少 識 い  

学園 営 満 あ 体感 い あ い 学園 営 参 意識

い 理 い 解明 あ  

●職員 業務 各種 地方 窓会活動 父 会活動

学生募 活動等々 並行 行う 大 あ う 職員  

●給 体系 考え 総 人件 効 使う 方 考え い  

民間 例 55 い 長 あ 給

当然給 60 定 65 1 契約 更新 蹊学園

い う 総 人件 効 配 手立 必要 い  

 

 

 

外部評価 い い 学外 識者               ※ 50 音  

馬 龍  氏  益 団法人中東調査会理 長  

原  明 氏 大 薬 株式会社 表 締役会長  

郷  通子 氏 大学共 利用機関法人情報 研究機構理  

         国立大学法人 茶 水女子大学前学長  

高  昌  氏 株式会社紀伊國 店 表 締役社長  
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    わわわわ     

 

 蹊学園 2000 7 蹊学園 21 世紀構想検討委員会 出 答申 21 世紀

蹊学園 新 創造 向 改革 案 創立 100 周 2012 目途 教育研

究 充実 資 様々 業 策 展開  

う 組 10 間 学園 設設備等 面 大

遂 校 比 高い優 性 誇 充実 2012 学園

体 新 学園 営 将来計 推 体 整え  

立 100 向 蹊教育 更 質的向 学園 各学校

差 個性 強 広 社会 打 出 い 担う

う教職員 教育 情熱 力  

蹊学園 教育改革 手 競 校 明確 差異 示 い 遠

い将来 い 立 特 い中規模法人 淘汰 う 険性 い

う 機意識 学園 展 い いう使 感 持 互い 連

携 力 学園改革 教育研究 当 必要 あ  

児童 生 学生 巣立 い 社会 行 透明 国境 越え 競 繰

広 混沌 社会 教育機関 全 言え  

100 伝統 あ 新 い 挑戦 失敗 い躍動感

あ 組 風土 育 い 必要 あ  

時 学園改革 学校 営 部 人間 組 学 識者

業生 保護者等 広 意見 指摘 積極的 入 感覚

あ 方策 活 い 何 要  

 人 少子高齢 向 う現 学 巻 学校間競 熾烈 い

競 歩 出 新 い 体 関 者 丸 結束 強

蹊教育 質 向 社会的評価 向 向 新 100 第 歩 踏 出 参 い

 

皆様 倍 理解 力 賜 心 願い申 第  

 

 

2012 10  

蹊学園 学園長職務 行  橋  竹  
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21212121 世紀 蹊学園 新 創造 向 答申世紀 蹊学園 新 創造 向 答申世紀 蹊学園 新 創造 向 答申世紀 蹊学園 新 創造 向 答申     

 

 

 

    現状 識 姿勢現状 識 姿勢現状 識 姿勢現状 識 姿勢    

 

 21 世紀 蹊学園 あ 姿 構想 当 当委員会 う 現状 識

出 い 学園 巻 現 状況 機的 あ 時 学園

展 好機 あ いう あ 確 わ わ 少子 展 う 学校間

競 激 い 現状 特 的 面 蹊学園 関わ 機 識 必要 あ

う 現 蹊学園 う 長い伝統 立学校 え淘汰 険性 完全 回避

い厳 い状況 置 い 機

能 あ 現 機 学園 自己改革 魅力あ 学園 脱皮

好機 捉え  

 当委員会 う 現状 識 立 あ 蹊学園 当 四

姿勢 い わ 中 春 建 建学 精神 能 限 現 生 方向

目指 建学 精神 実現 学園全体 あ い 各学校 目指

体的 示 う 体案 2030 視 入 中期的 展望 中 構想

何 変容 社会状況 応 自己改革 方向性 強 打 出

あ  

 

    教育理念教育理念教育理念教育理念    

 

 委員会 21 世紀 向 蹊学園 構 各学校 教育 礎 据え 共通 理

念 い 議論 蹊学園全体 何 求 関連

問 蹊学園 教育 う考え 問 密接 結 い

学園 構 学校 中学校 高等学校 大学 間 部 学

い 性 求 困 現状 中 蹊教育 性 教育理念 性 求

い いう 委員会 あ  

 う 観 立 討論 結 委員会 蹊学園 示 教

育理念 人間 教育 創立者中 春 精神 汲 個性 自立的 人間 創

造 置 い 意見 場 個性 各人 え

い資質 能力 性 総称 あ 自立的 大勢 流 自 意見

表現 精神 あ 方 個性 義 あ 言 い

う 背 混沌 い 深 21 世紀 開い 行 個性 自立的 人間

あ 意味 人間個性 育 中 教育理念 越え 21 世紀 生

見性 い 委員会 共通 理解 あ  
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    あ 教育あ 教育あ 教育あ 教育     

 

 蹊学園 自 掲 教育理念 関 う 理解 い

委員会 各学校 個性 自立的 人間 創造 推 教育 的

検討い 議論 容 通  

 出 確 個性 自立的 人間 創造 学校教育

原理的 背 矛盾 側面 いう 定 知識 教授 社会性 調性 い

団生活 規範 身 い学校教育 訓練 規 要素 あ 要素

時 個性的 自立的 人間 育 衝突 あ 中 春 学校教育

問 鋭 自覚  

 う 側面 教育 通 個性 自立的 人間 創造 結局

い 思わ 教育 中 児童 生 学生 自 個性

見 多様 機会 能 限 入 彼 自 能性 見

自 試 選択肢 多様 いう あ 体的 活動 課 活動

奨励 入 等 社会活動 視 留学枠 大幅 大 科目選択

自 等 含 う  

 教育 通 個性 自立的 人間 創造 第 児童 生 学生 う

多種多様 路選択 能 能力 開 論理的 思考能力 いう

礎的 能力 特 現 生 い世 自 将来 開い 行 必

要 能力 あ 思い 情報 応 う 能力 あ う 国

応 能 能力  

 個性 自立的 人間 育 第 方向 蹊学園 社会人 再教育あ い

生涯学習 場 活性 方向 あ 社会人 自 個性 再 見

機会 供 いう意味 定 期限 定 効 あ

い児童 生 学生 教育 異 社会人 再教育 生涯学習 自 性 当然 前

い 訓練 個性 減殺 いう 学校教育 問 性 回避 う 能性

秘 い 蹊学園 掲 教育理念 言 積極的 推 新

教育形態 あ 言 い う  

 

    体的 課体的 課体的 課体的 課     

 

 委員会 教育 体 学園全体 あ い 個々 学校 教育

方針 組 設等 関連 体的 何 い 議論 う 方向

確 い  

 

学園全体学園全体学園全体学園全体    

 

     教育方針教育方針教育方針教育方針    
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 言う い 21 世紀 学校教育 情報 国 波 避 通

い 述 う 21 世紀 学校 情報 応 情報機器

用い 能力 情報 選択 活用 能力 開 目的 情報教育 高 求

う 情報教育 高 幅広い科学的知識 え 的確 理的 力 う科学教育

支え い 言う あ  

 国 応 21 世紀 学校 国 交流 能力 開 積極的 組

共通 手段 会 能力 育 力 置

い 英語教育 識 共 共通 容 作 出 教育

特 世界 歩 来 現 教育 充実 必要 あ う  

 う 教育 蹊学園 各学校 業生 氾濫 情報 関 的確 力

英語 自己表現 抵 感 人類 来 展望 必要 的見識 備え

い いう社会的評価 確立 学園全体 競 力 高 通 行 思わ  

 う 識 立 教育 社会的 任 う 蹊学園 科学教育 裏打 情報教

育 英語教育 教育 力 置い 教育方針 学園全体 方向 打 出 行 必要 あ

思わ 場 体的 各学校 自主性 委 言

う あ 情報 国 応 教育 充実 学園全体 的 教育方針

蹊学園 社会的 力 高 教職員 用

配置 設 整備 優 確定 役立 思わ  

 

  組 応組 応組 応組 応    

 

 う 蹊学園全体 科学教育 裏打 情報教育 英語教育 教育 力

置 う 教育方針 全学園的 組 必要 言う あ

情報教育 推 情報 元的 管理 組

現 学園情報 更 強 情報処理 情報教育 柱 学校 大

学 組 展 行 必要 あ 言 い う  

 英語教育 教育 い 学園全体 組 各学校間 連絡 調整 当

組 前 蹊学園 う 英語教育 教育

組 検討 問委員会 部 識者 わ い い 組 い

思わ 例え 英語教育 語 自国文 理解 関 い世 最

限教え 容 い 問 避 通 い う  

 

  設 設備設 設備設 設備設 設備    

 

 学園全体 検討 設備面 課 主 考え 手

現 大講堂 わ 学園共通 講堂 あ い 多目的 新設 入学式

業式 い 使用 いう 参 者 多い文 活動

多様 展開 新設 方向 検討 避 い 思わ 講堂

部 解 広 共 利用 供 望 い 言う あ  
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 設備面 検討 う 課 蹊学園 校 設 う 方針 維

持 行 いう う 設 否 的 観

許 教職員 業生 福利厚生 設 いう側面 児童 生 学

生 校 教育 設 いう面 い 現 う 設 積赤

無視 い い 実 意味 現 部 設 開設 利用者 多い

時期 限定 赤 多い 設 閉鎖 校 教育 部 設 利用 い 方針 学園

決 時期 来 い 言 い 思わ  

 

学校 中学校 高等学校学校 中学校 高等学校学校 中学校 高等学校学校 中学校 高等学校    

 

  学校学校学校学校    

 

 学校 い 知育 偏 情操教育 自然学習 校 学習 い 多様 教育 展開

い 現 教育体系 引 維持 い 思わ う 方向

蹊 学校 獲得 高い社会的評価 心 あ

教育 更 充実 学 教 い 現 体 越え 学 学 枠 わ

多目的 使用 う 自 空間 新 設 必要 思わ う 空間

建設 体 策 策定 組 学園 学校 作 求 い

考え 学校 校 競 力 失 い い現 増 踏 う

あ い 国 背 学校 英語教育 う 組 検討 急 着手

い 思わ  

 

  中学校 高等学校中学校 高等学校中学校 高等学校中学校 高等学校    

 

 中学校 高等学校 い 現 う 利 選択

生 希望 多様 路 応 う 礎的 科目 体

維持 思わ 少子 流 中 中学校 高等学校 社会的評価 いわ

偏差値 高い 校 学率 決定 傾向 強 想 現 蹊中

学校 高等学校 能力 全面的 踏 必要性 強 言わ

中学校 高等学校 教育 え 視

面 自 個性的 置 深 再考 問わ

い 急 検討 入 時期 来 い 思わ 場 現 必 十 い情報

国 応 教学 う 強 検討 い 考え

 

 中学 高校 性 強 競 力 高 高校入試 全廃 中学校 定員

増 方向 是非 い 前向 考慮 時期 来 い 考え 更 教員数 80

人 越え 中学校 高等学校 校長 高 学

校 校長 置 あ い 人 校長 人 校長 置 い 検討 避

い 思わ  
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  共通 課共通 課共通 課共通 課     

 

 学校 中学 高等学校 共通 課 四 あ 思わ 児童 生

問 例え 耳 児童 生 校時 蹊学園 社会的信用

関わ 深 い 考え 第 国 学 う いう問 あ

国生 置 方式 入 必要 あ 国 学 足時 状況 激変 納

金 高 国 学 入学希望者 増 抑 因 い 現状 考え 国

生 選考 児童 生 般学 中 混入 経 語学力 般入試

入学者 還元 方向 望 い 思わ  

 第 問 優 教員 用 更 社会的 使 感 失 教

員 増 指摘 現 蹊 い 教員 用 当 出身校 構 性差等 い

偏 い う 配慮 人間性 豊 教育 強い情熱 視

姿勢 必要 い 思わ 用 教員 蹊学園 沿革 教

育理念 い 理解 う 備教育 言え う 第四 教員免許 教育

相 いう困 あ 言え 学校 中学 高等学校 教員 異動 交流 あ

少 い いう問 あ 教育現場 活性 両者 間 う少 活 人的交

流 あ い 思わ  

 

大学大学大学大学    

 

  学園 大学 置学園 大学 置学園 大学 置学園 大学 置     

 

 大学 納 金 入 料 入 学園 入 大 部 占 い 現 大学 社会的

力 入学希望者数 確保 う 蹊学園 浮 関わ 実性 秘

い 大学 魅力的 変革 う 大学

学園全体 死活的 要 意味 え い 考え 学園全体

近い将来 深 直面 確実 想 大学 強 学園 衆知 結

必要性 高 い 時 い 言わ え い う 大学 展 目指

方向性 い 指摘 い 思い  

 

  学生 質的向学生 質的向学生 質的向学生 質的向     

 

 現 大学 極 深 問 学力 い学生 数 急激 増

数 目 う 就職実績 無関 い 思わ 学力

い学生 増え 直接的 原因 少子 入学 願者 減少 偏差値 示 相 的学力

い入学者 増 あ 少子 行 避 あ 限 多 願者 中

偏差値 高い学生 選抜 い い 考え 大学

推薦入学枠 大 AO 型入試 入 質 高い学生 確保 入学 学

生 質的向 教育 開 急 場 望動機 曖
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学生 増 応 各学部 特 生 勉学

教育 例え 専門教育 入門的講 的 組 必要 あ 思わ  

 

  人 確保人 確保人 確保人 確保    

 

 大 研究者 教育者 流 人 広 世界 求 あ

賭 大学間 競 激 想 状況 中 社会的 注目 優 人

確保 大学 生 い 言 過言 い 場 優 人

確保 研究環境 待遇面 蹊 競 力 高 人 定員枠

複数 教員 用 員教授 う 新設 的 担 い え 最

新 研究領域 実務知識 教育 入 考慮 学生 学力

現 高 研究 わ 学生 教授 術 開 大学 挙 真剣

組 時 来 い 思わ  

 

  新 教育 展開新 教育 展開新 教育 展開新 教育 展開    

 

 大学 大学 入学資 18 才人 限 大学教育 希望

人 大学 開 姿勢 必要 あ 思わ 均余 増 高齢

社会 到来 再教育 人 開 必要性 生涯学習 希望 高 い 現 大学

う 新 教育 場 自己 変革 行 い 少子

大学 就学人 激減 いう 機 多 人々 大学 開 克服 う

意 秘 い 言う あ  

 う 新 教育 場 大学 展望 当 視

必要 思わ 第 専門職 社会人 再教育 あ い 資 得 いう

視 体的 地域的 東京都心 組 的 M.B.A. 得 法実務

習得 希望 社会人 実務学校 開設 いう視 都心 学校開設

設 借用 算 学校 規模 い 教師 容 う整え

い 体的 問 検討 急 着手 思わ  

 第 視 現 蹊 地域密着型 生涯学習 展開 いう

学部 い 教養的 科目 幅広 供 人生 過半 過 自 当

勉強 い 見 社会人 あ い 武蔵 役 職員 始 地方 務員 再教育

大学 積極的 新設 望 福祉 護 語学 開設

需要 少 い 思わ う 構想 夏 冬 大学 設 稼働率 あ

いう 考 値 あ 考え  

 新 教育 展開 場 望 第 視 視 立 専門人

再教育 あ い 地域密着型 社会人教育 展開 当 蹊学園 業生 積極的

働 いう 例え 試 簡素 入学金 授業料 大幅 減 い 方法

蹊学園 業生 優遇 業生 生涯 わ 蹊学園 知的 活用

開 思い 場 業生 中 講師 積極的 用 経 い 知見
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教授 う 蹊人 人 活用 面 言 大 思わ  

 う 生涯教育 展開 当 学園 生涯学習 う 組 設置

蹊会等 密接 連携 業務 遂行 当然必要 う  

 

  情報 国情報 国情報 国情報 国     

 

 情報 国 応 体 充実 う 大学 将来

い 更言う あ 意味 蹊大学 情報 関連

情報機器 整備 充実 情報機器 情報 ワ 使 教育 開

国 関連 特 諸国 米 大学 交 留学 充実 般留学生 入

体 充 引 積極的 組 行 必要 あ 言わ  

 

  設 充実設 充実設 充実設 充実    

 

 大学 更 展 設面 充実 考え 場

的 再開 終了 既 建物 設 水準 維持 向 引 力 更

問 配慮 思わ 大学学生会館 充 現 学生会館 学

生 食堂 学生 課 活動 場 極 貧弱 納 金 学園 支え 大

学生 福利厚生 面 多様 活動 場 供 いう形 利益還元

学生会館 充実 避 あ 言わ  

 第 地方出身 学生 寄宿 設 建築 首都圏出身学生 7 割 占 蹊大学

地方出身学生 増 寄宿設備 大 思

わ 第 電子 館 21 世紀 館 電子 避 蹊大学

応 迫 え い 容 規模 場 的措置 現 館

関 等 い 長期的視 立 検討 入 考え  

 

  組組組組     

 

 劣 大 4 学部 13 学科 現 大学 組 学部 構造的 問

え 学問状況 教育 社会的 激 変容 現 状況 中 妥当

性 検討 入 思わ 蹊大学 既 伝統 わ

将来展望 立 大学 あ 方 大胆 見直 時期 迎え い 言わ

意味 例え 理 長 大学関 者 学 識者 え 委員会 新設 大学再

方向性 検討 い 思い 策 必要 考え  

 学生 就職活動 支援 組 強 望 大学 評価 就職実績

現実 中 学生 就職 場 確保 開拓 大学 生 決定的 要

あ  
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    的展望的展望的展望的展望    

 

 少子 行 者数 減少 国庫 補 金 い 要因

大学 極 厳 い状況 置 避 う 中 蹊学

園 教育 通 世 育 研究機関 学問 文 創造 社会的 任 い

い 自明 い 健全 的 立 学園 社会

的 任 経 節減 部資金 入 い 来 策

更 考え 必要 あ 思わ 積 金

い あ 程 覚悟 積極的 用 踏 う 検討

専門家 交え 慎 吟味 理 会 高 必要 あ 言う あ

 

 関連 学園 考え 第 者数 動向 補 金 推移 い 偶然的

定 要因 い恒常的 入源 う 確保 いう う 入

最 力 学園 業生 関 者 方々 寄 仰 あ 言 い 思

わ 場 う 寄 種類 あ 考え 例え 蹊学園

100 周 う 念 周期 期 募 回的 多 寄 あ 挙 例

言え 学園共通 講堂 学生会館 地方出身者 宿 設 電子 館 い 大型建築物

建設資金 優 的 使わ い 適当 思わ  

 第 恒常的 業 振 向 恒常的 寄 考え う

例え 蹊学園 わ い冠講 営 留学生 学 困窮者 地方出身者 各種奨

学金 優 研究 教育活動 用 用い 適 あ 思わ  

 学園 業生 関 者 う 寄 仰 当 決定的 要 あ

募金 専門部局 設 恒常的 寄 金 確保 う 学園

将来 意味 い 募金業務 専念 部局 あ 言う

い う 学園 業生 関 緊密

学園 各種業務 業生 積極的 力 仰 業生 学園 目指 経営 教

育方針 明確 必要 あ 寄 業生 関 者 蹊学園 信 感 愛校心

全面的 依 あ う 感覚 学園 考え い 理解 い

育 寄 募 学園 業生 関 者

血 通 広報活動 要求 言わ  

 

    結結結結     

 

 現 蹊学園 例え 少子 い 社会的 力 あ い 国 情報 迫 時 力

学園 改革 行わ 自

足 立 立 学園 自 個性 自立的 人間 育 う

蹊学園 教育理念 実現 何 必要 い 学園 主体的 委

い 主体性 支え い改革 改革 値 い 言わ

蹊学園 組 問 い え 理 会 あ 方 理 会 評議員会 関
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い 問 い 検討 時期 来 何 組 検討 急務 あ

蹊学園 将来 い 検討 恒常的 組 引 必要 あ 考え  

 委員会 確 方向 理 会 強力 行わ

う 改革 体 心 希望 い 思い
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2002 4 30  

蹊学園 

理 長  岸    曉  殿 

蹊学園将来構想検討委員会 

委員長  藤   節 

 

 

答 申 

 

蹊学園将来構想検討委員会 理 長 問 遅 学園創立 周 迎え

2012 学園 各学校 推 業 策等 検討 い 結

う 結論 得 答申い 答申 盛 込 程表 準備

開設計 5 24 開催 理 会 い 答申 方向 前

策定 あ 程表 い 第 期 第 期 割 振 業 状況

応 前倒 実 想定 い 言い  

 

 業 策等 

   学園 各学校 う 業 策等 実  

 

A 学園 

    国 社会 理解 国 応 う 能力 開 目的 国 教育 設

置  

    電子 応機能 備え 情報 館 新設  

    動 設 整備 学園環境 充実  

    恒常的 入 確保 募金 業 積極的 推  

    理 会 評議員会 方 い 検討 寄附行 関連 規則 検討  

B 大学 

 学部学科再 推  

 文科系学部 再 検討  

 開設 検討  

 1 館 2 館 5 館 6 館 再開 組  

C 中学 高等学校 

    学力 向 学校 個性 中 高 推  

 中央館 学校 設 総 的 再開 組  

D 学校 

    競 力 強 少数教育 推 30 人学 実現  

    体育館 学校 設 総 的 再開 組  
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 程表 

業 策等 原則 程 実  

 

第 期 2002 2006  

A1 A2 A3 A4 A5 

B1 B2 B3 

C1 D1 

第 期 2006 2009  

A3 A4 

B3 B4 

D2 

第 期 2009 2012  

A3 A4 

C2 

 

 準備 開設 

 

業 策等 程表 実 実務的 性 う

準備 あ い 準備委員会 6 来 4 開設 A5

い 6 総務部長 設置  

 

2002 6  

国 教育 開設準備  

情報 館 新設準備  

中 高 準備  

学校 30 人学 準備  

学部学科再 準備  

文科系学部再 検討委員会 

開設検討委員会 

2003 4  

大学 1 館 等再開 検討委員会 

中 高 設再開 準備  

学校 設再開 準備  

 

       



 

 

a
e

e
 

 

 

 

 

 

    

蹊学園蹊学園蹊学園蹊学園 21212121 世紀構想世紀構想世紀構想世紀構想     

業等業等業等業等 報告報告報告報告     

 

 

学校法人 蹊学園 

180+8633 東京都武蔵 祥寺 3+3+1 

 

行  蹊学園 企  

Tel. 0422+37+3488 

e+mail planning@jim.seikei.ac.jp 

 


